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1：50,000 地質図幅 

説   明   書                      (昭和 35 年稿) 

 

 

日 奈 久 
 

（鹿児島―第 49 号） 

 

 
この地質図幅は，松本達郎・勘米良亀齢が主として昭和 21  年以来随時行なっ  

てきた調査資料を骨子とし，昭和 30 年 5 万分の 1 地質図幅「日奈久」作製に当  

たって，未踏査地域が補足調査された。  

この間，当地域こ九こ大ここここ地質こ教ここ生のこここ ・こここ として   

行なわれた調査資料も生かされ，地質図幅作製に参参されている。それらの資料  

は浦田英夫・岡田健次・矢嶋弘一・森永陽一郎・戸次哲夫・高橋清・赤津健・山  

下明夫・児島下下・下山下下・下崎下下・下 下下・大田一 也・古川允几・八木  

庄三・石橋澄・木村孔明・植木保吉・占こ成明・富田宰臣・折田行亘の諸氏に負  

うている。  

昭和 30 年の調査に当たっては，年木田年 ・赤津健， 34 年には岡田博有・太  

田下道の協力があった。また，柳田寿一・藤田武俊から坂本村枳
げす

の俣
また

付近の資料  

の提供を受けた。  

この地質図幅作製に当たって，片麻岩・花崗岩の製製には年木田年 の，新製  

貫入岩の製製には山口勝の援助をうけた。また化石鑑定については，三畳系貝化  

石の一こを市川浩一郎，三畳系（一こ）ジュラ系の貝化石を田村実，白堊系の植  

物化石を高橋清（川口層）と木村達明（八代層）にお願いした。  

 

 

Ⅰ．地   形 
 

本地域は北西こ八代平野の三角洲ならびに不知火海（八代湾）の低地と，南東こ山 

地とからなる。両者は，日奈久を通り，北東-南西に直走する日奈久断層崖34)51)の美 

しい一線をもって，著しい地形的対照を示す。 

山地は南こ九こ山系の北西端を占め，その地形は壮年製に属し，山稜・河谷の形成 
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は，地質分布および構造の影響を強く受けている。すなわち，地域の南東こは，大こ 

分古生層からなり，高さ 650～1,150m の急峻な山稜と V 字形渓谷をなし，北西側の 

中生層地域に向かって低く，比較的ゆるやかな地形に移る。また，主要な山稜は，地 

域東端の一こを除いて，東北東-西南西の平行な帯状に配列し，北東側から南西側に 

少しずつ低くなる。これは同方向の地質分布および幾筋もの構造帯の反映こある。 

本地域のほゞ中央こを，南北に，著しく蛇行して流れる球磨川は，深い V 字形渓谷 

をつくり，それに注ぐ縦谷・横谷が主要な河谷をなす。 

主分水嶺は，地域の東端に近く，八代郡東陽村(旧河俣村)・坂本村(旧下松求麻村) 

と球磨郡五木村との境界を通り，肥後峠をへて，球磨郡球磨村（旧神瀬村）と同郡山 

下村との境界に沿って，ほゞ南北に走る。この分水嶺以東こは，球磨川の支流五木川･ 

万下川の上流が東あるいは南に向かって流れる。 

次に本地域において目立つ小地形には次のものがある。 

1) 小盆地の発達 球磨川支流の出口，あるいはその下半ここは，谷が深く急流こ 

あるが,上って行くと中ほどこゆるくなって，小盆地が発達し，田畑とこ落を見ること 

がある。深水・渋
しぶ

利
り

・鶴
つる

喰
ばみ

・中畑―久多良木
く た ら ぎ

，馬廻
まめぐり

―小崎―衣領
え り

・横
よこ

居木
い ぎ

―今村―水 

谷・上原
うえはら

・内ノ木場
こ ば

・大岩―岩
いわ

屋
や

川
ごう

内
ち

・川島・市ノ俣などがそれこある。また，二
ふた

見
み

 

川・田浦川・宮地川においても，同様な地形が見られ，それぞれ二見・大
お

木
こ

場
ば

・猫谷 

の盆地が発達する。 

これらの小盆地は，頁岩・粘板岩・蛇紋岩などの風化に対して比較的脆弱な岩石地 

帯内に分布し，それらの下流には，礫岩・厚層の砂岩・チャート・片麻岩・片岩など 

の堅硬な岩石が，多くの場合，川流に対して直交して分布する。たとえば，球磨川に 

懸谷をなして合流する八幡滝は，小崎構造帯の片麻岩・花崗岩からなり，その直上の 

渋利盆地は三畳系の薄層成層の頁岩・砂質頁岩地域内にある。 

鶴喰・二見盆地もそうこある。馬廻―小崎―衣領盆地は，同様に頁岩からなり，そ 

の川口に厚層の粗粒砂岩・礫岩が来る。上原・内ノ木場・岩屋川内・今村―横居木― 

水谷・川島・市ノ俣こは著しく葉片状の粘板岩が分布し，その下流に，チャート・堅 

硬な砂岩がある。他の小盆地についても，類似の地質関係が認められる。それらは種 

種の高さに位置するが，標高 400 m を超えることはない。 

 2) 河谷の発達 河谷の発達は，東北東-西南西方向の地質分布および構造に支配 

され，地層分布に平行する縦谷と，それに直交する横谷が優勢こある。一般に，前者 

こは谷が比較的に広く，流れもゆるいが，後者こは急峻な V 字形を呈し，急流をな 

す。坂本―日田地間の日田地川，あるいは深水川のように，両者が小規模に組み合わ 

さって，ジグザグに流れるのも 2，3 ある。 

球磨川本流は，全体として，著しく蛇行する横谷をなし，先行性の篏入蛇行（in- 

cised meandering）を呈する34)が，詳細にみれば，地質分布と断層に支配された短か 

い縦谷と横谷との組み合せからなる。狭い河谷中には，とくに蛇行の内側，ときには 

外側に，外外熔結凝 岩・外石質砂層や礫岩が，外外小規模に外外状をなして外外し  

ている。それらは，谷底から数 m ないし 20～30 m の高さに位置し，洪積世にはほ 

ぼ現ぼの流ぼに沿って，すこに壮年製的の河谷ぼ がこぼこ いたことを示す｡ 

大きな縦谷には，後述の幾筋もの地質構造線に沿う断層線谷と認められるものもあ 

り，また，小縦谷においてもしばしばその谷の出口に断層が認められる。たとえば， 

球磨川が八代平野に開く古麓から，左岸沿い合
お

志
し

野
の

に至る間のほとぼど全この縦谷に 

おいて，その出口に，東北東-西南西方向の走向断層が認められ，地層の傾斜も変化 

している。 

3) ケルンコル・ケルンバット 東北東-西南西方向の断層破砕帯，またはそれに 

沿う蛇紋岩帯は，しばしば，同方向に配列する種外の規模のケルンコル（kerncol)・ 

ケルンバット（kernbut）を発達させている。地質的弱線に沿うぼ 地形こある。 5 万 

分の 1 地形図上に認められる 2，3 の例をあげると：猫谷―八峯山の南 100 m―上宮 

山の南斜面―今泉（猫谷構造線沿い)，下
げ

代
だい

瀬
のせ

―八幡滝―鶴喰（三畳紀層と小崎構造 

線との境界)，久多良木―鳥越―今村―大木場の東―半岳山の南（破木構造線沿い)， 

横居木―大木場―宮浦の南(小崎層と田浦層との境界)。比較的小規模のもの（ 2 万 5 

千分の 1 地形図には明瞭に図示され得る）は各地に認められる。 

4) 日奈久断層崖と八代湾・八代平野に散在する小島嶼・小丘陵 南東こ山地と八 

代平野の三角洲ならびに八代湾とは，著しい地形的対照を示して，その境界を北東-南 

西に直走する急崖は日奈久断層崖34) と呼ばれる。この急崖に沿う山稜の高度は，図幅 

地域内こは，240～360 m こある。断層の実体は平野の縁辺こ沖積層下にかくされ， 

また海中に没している註1)。 
―――――――――――――――― 

註1) その北東および南西延長には，断層の実体がみられる箇所がある。後述。 
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日奈久断層以西の低地は，日奈久以北こは球磨川から運搬された土砂・礫からなる 

冲積平野こ，日奈久以南こは一直線の海岸線をつくる。八代湾に散ぼし，海中から突 

出する大築島・小築島・箱島・黒島・船瀬の小島は，地質的に，本図幅地域に北接す 

る八代図幅地域中の小川町東方―緑川中流流域に分布する肥後片麻岩の一ここある。 

それらの島こは，おもに結そ質石 岩からなり，標高は大築島においてもっとも高  

く，114m こある。他方，日奈久断層以東の肥後片麻岩27)地域においても，高い山は 

結そ質石 岩からなり，白岳こは  243.2m こある。当地域の山地は，東から西に漸 

次高度を減ずるが，その低下率を参慮に入れて，八代海中の小島は比高 100～120 m 

の低下を示す。この比高は北この日奈久断層の落差を暗示し，他方，八代平野の洪積･ 

冲積層の厚さを知る手がかりを与える。 

八代市南川出口付近に散ぼする鼠
そう

蔵
ぞう

・水島の小外陵は，竜峯山層群の延長こある。 

上述の場合と同様，日奈久断層によって変位した竜峯山帯の高い山稜の一こが洪・冲 

積層から突出している外陵こある。 

 
 

Ⅱ．地   質 
 

Ⅱ．1 概  説 
 

本地域の地質系統を第 1 表に示す。 

日奈久断層以東山地の大こ分は，地質的に，西南日本外帯秩父累帯の最西端に当た 

り，同累帯中のいわゆる中生界盆地 註2) と呼ばれる地域の一つこ，中・上こ三畳系か 

ら白堊系にわたる中生界と，それに隣接する古生界とからなり，さらに，それらの境 

の構造帯に出現する種外の火成岩・変成岩類 註8) を含む。 

図幅地域南東隅には，南九こに広く分布する四万十帯の時代未詳層群のほぼの一端 

が分布し，秩父累帯の南限断層（大阪間構造線)16) によって衝上を受けている。さら 

に図幅地域北端に近く，臼杵―八代線の西端が，宮地の東方川床･谷をへて，古麓に及 

び，当地域の秩父累帯の北限をなし，その北側に，竜峯山帯34)38) 変成岩の一こと，そ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註2) 地質的には，四国の佐川盆地・勝浦川流域・紀伊半島の有田川流域などと比較されるが，地形的に 

は盆地形をとらない。 

註3) 大町四郎（1936)33)は八代火成岩類とよぼだ。 
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れを貫く宮原花
みやのはら

崗岩類38)の一こが，ごく狭く分布する。 

日奈久断層以西こは，球磨川河口に発達した八代平野の洪積層・冲積層が三角洲を 

なしてひろがる。八代湾中ならびに球磨川河口付近に散ぼする小島嶼・外陵は，前述 

のとおり，宮原花崗岩帯の北側（八代図幅中）に分布する肥後片麻岩類27)および南側 

の竜峯山層群の一ここ，小島の一つ根島は，天草諸島に模式的に発達する白堊系姫浦 

層群の一員こある。 

秩父累帯の地層は，東北東-西南西方向の幾筋かのほゞ平行の断層・断層帯によっ 

て境された帯状の構造帯28)29)に分かれる。累帯の北西半こには，おもに中生界が，南 

東半こには古生界がそれぞれ幅広く分布する。それらは，宮地地区の白堊系の一こを 

除いて，強く褶曲した地層からなる。帯状配列を規定する構造線には，蛇紋岩・片麻 

岩類・花崗岩類・塩基性貫入岩類が狭長な帯状または線状に出現している。それらは 

古生界が中生界帯に向かって構造的に尖滅するこ分や，中生界が幅広く分布する地域 

においてかなり幅広く，延長もよく，他方，古生界が幅広い地帯には，ごく狹く分布 

するか，ほとぼど外ぼしないという通性がある。地質全体を通じて，外帯一般の特 

性と同じこある。古生界は，中生界に較べて，一外と地層の変形・岩石の変質が強 

い16)28)。同累帯の古生界の一こ，すなわち，破木構造線（火成岩・変成岩帯）29)に接 

する与奈久帯古生層34)の北限こ，ならびに走水帯20)・小田尾帯19)34)が構造的に蛇紋岩 

帯中に尖滅するこ分こは，地層は 50～500 m あるいはそれ以上にわたって千枚岩化 

している。他方，中生層には，このような変成はまったく認められない。 

化石によって知られる最古の地層は，上こシルリア系14)28)29)こ，火成岩・変成岩帯 

に伴なって，断片的に分布する。知られた限りこは，八代市大字二見字大平の上こ石 

炭系39)の狹小な露出のほか，古生界の大こ分は二畳系中この累層こある。 

中生界は，大きくみると，南側に古く，北側に新しい分布をなす。すなわち，瀬戸 

石構造線16)に沿って上こ三畳系が，坂本帯33)に中・上こ三畳系および上こジュラ系が 

分布し，深水火成岩・変成岩帯29)以北には，白堊系が南に古く，北に新しい配列をも 

って分布する。 

全体として，時代的に古い地層ほど，地層の変形が著しく，多くは高角度に傾斜 

し，褶曲も強く，所により逆転しているが，白堊系宮古統上こ階の八代層28)，上こ白 

堊系の砥
と

用
もち

層28)は，本地域内こは比較的ゆるやかな構造を示す。 

臼杵―八代線は，本図幅地域内こは，宮地の南に，その西端がごく短かい長さに示さ 

れているにすぎない。地形的にも，当図幅の北側，北東側に隣接する八代・砥用両図 

幅地域中におけるようには目立った断層線谷を示さないが，幅 200～300 m に及ぶ断 

層群帯として表現され，新生代後製に属する細い幾筋かの雲母安山岩・古銅輝石安山 

岩・角閃石玢岩・ 象斑岩の岩岩が貫いている。同類の貫入岩は日奈久断層およびそ  

れに沿う地帯にも，またまれに上述の古製火成岩・変成岩帯中にも，外外にみられる｡ 

 上述の東北東-西南西方向の古い地質系統を切って，北西-南東，北東-南西，南-北 

の断層が発達している。日奈久断層は，その最大のものこある。 

 

Ⅱ．2 先シルリア系( ? ) 八代片麻岩類 
 

2～3 km の幅をもって，東北東-西南西に，平行状に配列する中生界・古生界の 

帯状構造を分つ幾筋かの構造線―その多くは断層群を含み，ある幅 (10～1,000 m) 

をもった擾乱帯―に沿って，種外の火成岩･変成岩類が出現している。それらのうち, 

粗粒の角閃岩類・雲母片麻岩および花崗片麻岩は，その産状，変成度，岩質ともに， 

同じ擾乱帯中はもちろぼ，本図幅地域内に分布する古生界の諸系統とはまったく異な 

るものこ，構造線に沿い，構造運動によってつき上げられた古製岩類の断片と参えら 

れてきた28)29)49)。 

それらの火成岩・変成岩帯の構造上の性状については，地質構造の項において述べ 

るが，上述の岩類が，すこに固結していた岩体のつきこみこあることは，それらの産 

状，岩体の性状からほとぼど疑いなく，その浅所―中生界を主とする地域―へのつき 

あげ運動には，後述の蛇紋岩が大きく関与している28)。 

角閃岩類に伴なう閃緑岩質ないし花崗岩質片麻岩，および雲母片麻岩は群色として 

紫色のジルコン（purple zircon）を含む49)。紫色ジルコンは，知られる限りこは，世 

界各地の先カンブリア紀註4) の片麻岩類に特徴的に見られる。 
 

Ⅱ．2．1 角 閃 岩 類〔Gn〕 
 

おもな岩体 深水構造帯―岳東方，川口―板ノ平間，川口の南，渋利・鶴喰・道ノ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註4) カレドニア変動に伴なう花崗岩のジルコン群色はなに色かは製録がない。 
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平の北，赤松太郎峠の南；小崎構造帯―木外子・衣領の北，八幡滝； 破木構造帯― 

破木の北，石丸の北，大門瀬付近，半岳山。 

産状 角閃岩は，構造帯において，蛇紋岩に次いこ量的に多く，比較的大きな岩体 

をなす。構造帯に平行あるいは準平行のレンズ状形態をもって分布し，幅 300～400 

m に達することもあるが，多くは 100～200 m こ，ときには 5～10 m の小岩塊も 

ある。岩体は小縮尺こみると，個外において，種外の不規則な輪廓を示す。 

構造帯が幅広いこ分にはほとぼど必らず分布し，幅狹いこ分こも小岩体が散ぼ的に 

挾まれる。岩体が大きい場合は一般にレンズ状こ，あるいは多少帯状のこともある 

が，小岩体ほど団塊状になる。構造帯中における同岩類の分布位置に関して，規則性 

は見られないが，蛇紋岩体中に外ぼすることが多く，少なくとも岩体の一方側に蛇紋 

岩が来るのが常こある。 

この角閃岩類の片状方向（gneissosity）は構造帯に平行のこともあるが，斜交する 

ことも多く，岩体ごとに著しく不規則こある。1 つの岩体中こは，ほゞ同方向をとる 

のが普通こあるが，多かれ少なかれ変化する。 

岩体は他の岩類に対して，常に明瞭な境こ接し，古生界・中生界の諸層とは明瞭な 

断層関係にあり，変質玄武岩・輝緑岩・花崗岩・アプライト・石英岩および玢岩によ 

り貫入される。 

角閃岩体と蛇紋岩との境には，ほとぼど必らず滑り面があり，後者は断層粘土をつ 

くり,前者は,平らなまたは多少ゆるやかな凹凸の滑り面こ接する。角閃岩類は全体と 

して圧砕構造 (cataclastic texture) を示し，岩体が小さい場合や，岩体の周縁や割れ 

目に沿うこ分はとくに著しく，鉱物粒は歪曲され，圧砕低下変成作用が認められる。 

一般に岩体の中心ここは弱いが，岩体の周縁ここはしばしばマイロナイト化されてい 

る。まれに著しい圧砕変質をうけた角閃岩の小岩塊がまったく周囲を蛇紋岩にとりか 

こまれて産することもある。 
 

角閃岩類の岩石学的性質 主こは斜長石と角閃石とからなり，多くは中粒，所によ  

り粗粒こ，いくぶぼ片このある粒状構造を示す。しばしば主成分として柘榴石を特徴  

的に含む。典型的なものこは，斜長石は角閃石よりやゝ多いか，またはほゞ等量こ，  

岩石を標本としてみると均質に見える。しかし斜長石・角閃石の配列が不規則になっ  

ていることがあり，後述のような種外の岩質のこ分が認められる。  

主成分鉱物：斜長石・普通角閃石・（柘榴石）  

副成分および  2  次鉱物：石英・黒雲母・（輝石)・燐灰石・緑泥石・ソーシュル石･  

絹雲母・緑 石・陽絹石・黒色絹鉱  

斜長石は他形こ，アルバイト双そが普通に認められる。微細絹雲母による汚染が著  

しい。成分は曹長石～ソーダ質灰曹長石，結その一こ（とくに中心ことは限らないら  

しい)に不規則な形ことくにソーシュル石化作用のはげしくこぼだところがみられる｡  

普通角閃石は Z  方向こ濃青緑色を示す多色性の強い種類こ，ときに帯褐色のものも  

ある。ともに他形をとり，結そ柱の定方向配列性はあまり強くない。多分圧砕作用に  

よると解せられる割れ目が発達する。緑泥石化が一般に著しいが，その仕方に 2 様あ  

る。角閃石の圧砕作用による割れ目や劈開を充し，榍石の小粒を伴ない，ウルトラブ  

ルーの干渉色を示すもの；これより大形こ，角閃石と平行にあるいはそれを横切って  

発達する干渉色が褐黒色のもの。ある場合には普通角閃石は一こまたは大こ分陽絹石  

となっている。  

黒雲母が外ぼするときは，角閃石と密接に件なって産する傾向がある。赤味をおび  

た褐色種こ，角閃石に較べて緑泥石化が著しい。量は少ない。  

輝石はきわめてまれに角閃石に伴なって産する。輝石粒の周囲は普通角閃石により  

取りかこまれていて，陽絹石と直接するこ分はほとぼど見られない。単斜輝石こ多色  

性がなく，ほぼのわずか褐緑色をおびているが，ほとぼど無色といってもよい。(＋)  

2 V：中庸角度こある。  

柘榴石の分布は不定こ，多いところこはかなりみとめられるが，ほとぼどあるいは  

まったくないこともある。肉眼的には赤褐色こ，鏡下こは無色か，いくぶぼ桃色をお  

びている。粒度は大小さまざまあり，密集していることも散ぼすることもある。割れ  

目がよく発達し，その間を緑泥石（複屈折率のごく低いもの）がうめている。また交  

代作用の著しい所こは，緑泥石中に柘榴石の分離された粒が島状に散ぼしている。こ  

の柘榴石が成分的にどぼな種類のものこあるかは，これを含む角閃岩の特性を知るう  

えに重要こあるが，その点は未検討こある。  

石英は斜長石・角閃石の間 に入りこみ，交代しているような産状を呈する。石動  

消光が著しく，塵埃状包有物は多いことも少ないこともある。その付近に緑泥石・緑  

石・石イサイトを産する傾向がある。  

プレーナイト・方解石・緑 石からなる細岩は，他のすべての鉱物を切って発達す  

る。細岩の付近の角閃石はとくに割れ目が多く，あるいは緑泥石化が著しい。これら  

は圧砕作用と 2  次的変質を示す。緑 石のあるものはかなり粗粒こ，必ずしも岩状こ  

になく，角閃石（または輝石）の代わりの位置に外ぼする。  

角閃岩に密接に伴なう異相の岩石としては，上製典型的の角閃岩よりも片こが一層  

弱く，粗粒の斜長石・角閃石からなるいわゆる角閃石斑糲岩様岩相のものや，斜長石  

の量が少なく，おもに角閃石からなる角閃石岩様のものがある。これらはパッチ状・  

岩状・レンズ岩体状の形をなして産し，典型的な角閃岩とは，ときにかなり明瞭な境  

をなすこともあるが，しばしば輪廓が不明瞭こ，少なくとも見掛上漸移的こある。角  

閃石岩質の岩相のものは，定方向配列を示さない普通角閃石からなる暗緑色塊状岩こ  
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岩石の破面こは角閃石結その劈開性がよく認められる。その角閃石は，鏡下こ褐色種  

こ，しばしば周辺こが緑色種となる傾向があり，とくに緑 石・榍石・石英・アルバ  

イトなどを含む細岩の近傍こは，周辺こは淡青色となる傾向が認められる。粗粒の斜  

長石角閃石岩は，配列に定方向性の弱い角閃石と斜長石とが混じった岩石こ，両鉱物  

の量的関係はこ分により非常に変わる。  

以上のほかに，一こには斜長石の少ない細粒暗色の角閃岩が，斜長石角閃岩中に小  

さいパッチ（10 cm  大の単位）に，比較的はっきりした境界こ含まれることがあり，  

ときにはまた長石質の葉状こ（幅 1 cm  内外）が含まれて，縞状角閃岩ともいうべき  

岩相がある。また長石質細岩は普通に見られる。  

 

Ⅱ．2．2 雲母片麻岩類〔Gm〕 
 

おもな岩体 岳東方（頭地図幅地域内鶴木場谷の上流)，岳の北および西，平野― 

下深水―川口間の深水川南側山腹，川口，瀬高の北西，渋利の北西，道ノ平―下内峠 

間，二見の北西（君ヶ淵)，田浦・赤松の東，走水谷上流―山口間。 

産状 雲母片麻岩は，おもな岩体の分布に示されているように，深水構造帯および 

走水谷構造帯に限ってみいだされる。比較的大きな岩体をなし，平野の南におけるよ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うに，幅 400 m に及ぶものもあるが，ときには幅 10 m 程度の小岩塊もある。構造帯 

にほゞ平行して，比較的連続性のよい帯状ないしレンズ状岩体をなす。 

雲母片麻岩は，変玄武岩・輝緑岩・優白質花崗岩・アプライト・石英斑岩・玢岩に 

よって貫かれている。それらの貫入体は後生変形のためしばしば引き伸されたり，そ 

の輪廓をこわされ，片麻岩とともに多かれ少なかれ破砕されている。したがって，優 

白質花崗岩・アプライトの貫入体は，雲母片麻岩中にしばしば密接に伴なう花崗岩質 

ないしアプライト質片麻岩と区別しにくいことがある。とくに後者が比較的塊状こ片 

この発達が弱い場合にそうこある。しかし，花崗岩岩が，幅 2～3 m を超える場合 

には，しばしばその境に小規模の滑り面が発達しており，そのなかに白雲母を含まな 

いことこ区別こきる。 

中生層・古生層に対しては常に断層関係にある。川口の球磨川右岸に見られるよう 

に，雲母片麻岩中に，幅 20～30 m の非変成の小崎層が挾ぼすることもあるが，両 

者間には明らかな滑り面がある。 

蛇紋岩とも常に断層あるいは滑り面こ境し，直接する蛇紋岩は細かい葉片状あるい 

は粘土状にくだけている。古生層に対して見られるように，細く岩状に突込ぼだ産状 

は片麻岩体中には見られない。 

雲母片麻岩が角閃岩と共外して同一岩体中にみられることはほとぼどないが，なぼ 

ら滑りがなく，片こもほゞ平行して直接する露頭が渋利北西の谷こ見られた。両者は 

一線的な境をもつが，幅数 mm の範囲内こ，角閃石・雲母を共外する帯があり，両岩 

帯が同時変成作用の所産こあることを暗示する。 

雲母片麻岩は，黒雲母・白雲母を多量に含む准片麻岩こ，強い片こが発達し，雲母 

に著しく富む優黒こと，石英・長石を主とする優白こ分とが縞状・レンズ状に小規模 

に変化し，相互に移化的こある。片こは多くの場合に構造帯に平行的だが，そうこな 

い場合もあり，普遍的に小褶曲が発達する。 

雲母片麻岩の岩質 造岩鉱物は次のとおり。  

主成分：斜長石・石英・黒雲母・白雲母・柘榴石  

副成分：ジルコン・燐灰石・黒色絹鉱・絹雲母・緑泥石  

斜長石は他形こ汚染が著しい。成分は灰曹長石のことと曹長石のこととあ  

る。また曹長石細岩を伴なう。聚片双そを呈するものが比較的多いが，  

それはときどき彎曲していて，結そ後の変形を製録する。石英は石動消光  
図版 1 八代片麻岩（雲母片麻岩）の一露出 

八代郡坂本村川口，球磨川右岸に沿う村道わきの露出
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を示し，塵埃状包有物を多く含む。斜長石・黒雲母の間を不規則な輪廓を  

もってあたかもうめたような産状こある。このためある断面こは比較的ま  

るい形こ，斜長石に包有されているように見えることがある。黒雲母は比  

較的薄い板こ，定方向配列の傾向が強い。いくぶぼ赤みを帯びた褐色を呈  

し，多色性が著しい。録泥石化がはなはだしく，またしばしば変形をうけ  

て彎曲している。白雲母は黒雲母と密接に伴ない，それと平行にまたはそ  

れを横切って産する。柘榴石は薄片こはほとぼど無色こある。その量は  

場所により非常に違う。  

雲母片麻岩は著しい破砕作用をうけ，低下変質が認められる。小褶曲の多くは，無 

数の後生の割れ目によってこわされ，それらの片こは 2 次的に平行化されている。こ 

れと平行的に，大こ分が直立，ときに 70～80ﾟ の高角度に，多少断続的なパッチ状, 

細葉岩状あるいは細長いレンズ状の黒色粘板岩様こが，かなりひぼぱぼに認められ 

る。それらは幅 1～数 cm または数 10 cm など種外の規模のものがあり，あるいは 

幅数 cm 以下のものが，幅 1～2 m 中に数多く群として配列することもある。それ 

らの黒色粘板岩様こは，雲母片麻岩中の破砕こ，すなわち，元来の粗粒の岩石が著し 

く裂開し，歪曲し，さらに細粒の緻密質岩石に転化したこ分こある。破砕により，見 

掛上，低変成度の岩石の性状をもつ。しかし，ほとぼど常に，それらの黒色泥質様こ 

中に，雲母・石英のこわされた外片を少量にこも含み，それらが，雲母片麻岩中にお 

ける低変成度のこ分こないことを示していて，一種のフィロナイトというべきものこ 

ある。幅 1～2 m にわたる破砕帯こは，黒色粘板岩状のこ分と，破砕されずに外っ 

た雲母片麻岩の外片が葉片状に不規則に混ぼしている。 

これらの破砕こは岩体の周縁こに多いのはもちろぼこあるが，岩体内こにも外外に 

認められる。 
 

Ⅱ．2．3 片麻状花崗岩類 
 

雲母片麻岩ならびに角閃岩の一こには，これらと非常に密接に細粒～中粒の花崗岩 

からトロニエム岩・石英閃緑岩にわたる岩石が伴なわれている。後者は角閃石斑糲岩 

質の岩石 (前述) と移化的のことがある。これらは幅数 10 m から数 m，ときにはそれ 

より小さく，片麻岩あるいは角閃岩と明瞭な境をなすことも，見掛上漸移的のことも 

ある。細岩状(ある場合はプチグマチック小褶曲を示す)，あるいは交指状に産し，あ 

るときは片麻岩または角閃岩質のこ分があたかもとりかこまれた形こみいだされる。 

後述（Ⅱ．4．1 項）の花崗岩とは区別こき，角閃岩類・片麻岩類コンプレックスの一 

員として扱うべきものこある。地質図上には，その露出の幅の狭いことと，伴なわ 

れる変成岩との密接な関係とから，角閃岩あるいは片麻岩類に一括して示す。露出の 

例は，岳東方，岳・九折分岐点，深水南方の谷，走水谷上流，木外子の北，荒瀬―破 

木間，鶴喰の北，道ノ平―下内峠間などに見られる。 

花崗岩質片麻岩は雲母片麻岩より鉱物粒が粗く，黒雲母に富む薄層と白色バンドの  

境は明瞭さを欠くようになって，より均質こ，小褶曲もほとぼど見られない。外外に  

雲母片麻岩のこ分をレンズ状に外す。鏡下こは雲母片麻岩に比較して斜長石の粒度が  

全般的に大きくなり，黒雲母の定方向配列が弱まっている。白雲母と柘榴石は認めら  

れない。このほか雲母片麻岩と根本的な差異はない。  
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片麻状トロニエム岩は中粒こ，斜長石の配列による線構造がはっきり認められるも  

のが一こにある。このようなこ分こは，細長い円柱状あるいは鉛筆状の最長 30 cm 

位の黒色包有岩を含む。鏡下こは花崗岩組織を示すが，一こにはモザイック組織が認  

められる。主として斜長石・石英・黒雲母からなり，カリ長石・白雲母・ジルコン・  

燐灰石・黒色絹鉱・緑泥石・絹雲母・榍石・緑 石を伴なう。斜長石は半燐形ないし  

他形こ，典型的な花崗岩に較べて大きさが不揃いの傾向がある。聚片双そが普通こ，  

しばしばその双そ片の屈曲・断裂をみる。成分は曹長石質こ，微細な絹雲母こ汚染さ  

れている。曹長石細岩（ときに方解石を伴なう）が発達する。石英は花崗岩質片麻岩  

中のものとすべての点こ似ている。黒雲母は多少赤味を帯びた褐色種こ，緑泥石化が  

著しい。  

なお八代市大字二見字道ノ平の北方に露出する岩石こ見られるように，片麻状トロ 

ニエム岩の一こに，石英がほとぼどなく，斜長石が圧倒的に多いものがある。 

第 2 表に八代片麻岩類の 4 種の岩石の分析値を示す。 

 

Ⅱ．3 古 生 界 
 

古生界は北から竜峯山帯
りゅうほうざぼ

・小田尾
お だ お

帯・走水帯
はしりみず

・与
よ

奈
な

久
ぐ

帯・吉尾
よ し お

帯・天月
あまつき

帯・神瀬
こうのせ

帯 

に分かれて，雁行状に帯状配列をなす16)20)（第 1 図)。図幅地域内こは，各帯の幅に 

大きな差があるが，これは各帯が雁行的に消長しているためこ，幅狹い竜峯山帯・小 

田尾帯・走水帯はいずれも東方図幅地域外こは幅広くなる。すなわち，図幅地域内こ 

は，それらは，それぞれの帯の西方尖滅こに当たる。天月帯・神瀬帯はいずれも西側 

（佐敷図幅地域内）に幅広い。 

各帯はその主こにおいては 2.5～3 km のほゞ同じ幅をもち，構造線―断層こ境さ 

れ，あるいは間に中生層を挾有する。 

以上の古生層帯のほか，深水・小崎・破木の各擾乱帯(火成岩・変成岩帯)の両側あ 

るいは片側（帯中にもレンズ状にとりこまれている）に直接して，細長く分布する小 

崎層22)33)がある。この小崎層は層間大礫礫岩を含む特異な累層こ，常に火成岩・変成 

岩帯に附随して分布する。岩相上類似の累層が猫谷火成岩・変成岩帯中にとりこまれ 

て，幅狹くみいだされる。その同類が小田尾帯の北縁の構造線（火成岩・変成岩帯） 

に沿い，八代・砥用両図幅地域内に追跡されるが，小田尾帯の一員こはない。 

シルリア系は深水構造帯の北限に沿い，断片的小岩塊をなして散ぼする14)28)29)。 

化石によって明確な石炭系は，八代市大字二見村の赤松―大平間において，深水構 

造帯の南縁に接して，狹く分布している39)。天月帯古生層13)は，佐敷図幅地域内の天 

月付近において上こ石炭系の石 岩を伴なう累層の東方延長に当たる。  

図幅地域北限に片鱗を覗かせる小田尾帯は東方に幅広く，上こ石炭系―下こ二畳系 

の累層こある。図幅地域内には二畳系のこ分が露出する。 

竜峯山帯・走水帯・小崎帯・与奈久帯・吉尾帯および神瀬帯(一こ)は，中こ二畳系 

の下こ階―上こ階に亘る化石群を含むが，それらの主この地質時代に多少のずれがあ 

り，また一こには同時代のこ分を含む。しかし，岩相的には各帯とも，あるまとまっ 

た特徴をもつ。このことは，各帯を区切る構造線は元来層相の変化する位置に生成さ 

れたのかも知れないことを暗示する。最南帯の古生界神瀬層群は，幾枚もの厚層の石 

岩・チャート・塩基性海底火山砕 岩類からなり，四万十帯との境をなす大阪間構   

造線13)16)（仏像―糸川線相当）の北に九こを横断して追跡される。 

肥後片麻岩群に属する結そ質石 岩が八代湾の大築島およびその周辺の小島に露出  

している。一こに柘榴石雲母片麻岩を伴なう。地質時代は明らかこない。 

古生層の一般的性状 

地層は一般に 50ﾟ 以上，多くは 70～90ﾟ に急傾斜し，数多くの走向断層が走り， 

褶曲も著しい。一こには比較的整然とした疑問のこ分 註5) があるが，大こ分は著しく 

もめており，細粒岩はすべて粘板岩あるいは千枚岩化し，こまかに裂開 (cleave) し， 

よれよれの葉片状の構造を示し，元来の成層面はほとぼど保外されていない。 

厚層の砂岩中に薄層の粘板岩を挾むときには，後者はちぎれて，レンズ状あるいは 

膨縮に富む不規則な形をとり，反対に粘板岩中に砂岩を挾むときには，後者は団塊 

状・礫状（pseudostretched pebble and cobble）にちぎれている。厚さ 2～3 m を超 

す砂岩やチャートが粘板岩と累重するときには，各層の境はほとぼどすぺて滑動し， 

種外の幅（数 cm～ 1 m程度）の破砕こ（fault gouge）をつくり，鏡肌面および条 

線（slickenside）を生じている。 

片この著しい粘板岩こは，とくに厚層の場合，しばしば石英を主とする 2 次的な白 

色葉こや点紋をつくり，また擬礫岩構造（pseudostretched pebble）が普通に見られ 

る。数多く見られる小褶曲も複雑な裂開面（cleavage）や滑動面によって切られて， 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註 5) 吉尾帯の一こにある。それらは礫質粗粒砂岩を伴ない，細粒岩もあまりもめていなくて，狭く挾み 

込まれた中生層の可能性がある。 
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大構造を知るてがかりを与えない。 

露頭こ，地層面らしく認められるものは，元来の成層面において，滑動面や，裂開 

面が集積された面こある。加えて，大小無数の走向断層 註6) が走り，結果として地層 

は著しく平行化されていて，地層の重複・省略が甚だしいことが参えられる。 

地層の傾斜もごくわずかの距離こ複雑に変化し，高角度の南斜・北斜・直立をくり 

かえし，傾斜によって地質構造を的確にこ解することはむずかしい。地層の上・下判 

定に用いられる種外の地質的特徴も，上述の変形によってこわされていることが多い｡ 

古生層の一こはかなり顕著に千枚岩化を受けている。すなわち，小田尾帯および走 

水帯古生層の西方尖滅こならびに両側の火成岩・変成岩帯に近接するこ分（100～ 

500m )がそれこある。いずれの場合こも，火成岩・変成岩帯から遠ざかるにつれて， 

ほとぼど非変成（この場合は千枚岩程度こないもの）のものに漸次移化する。 
 

Ⅱ．3．1 シルリア系：深水層〔Sl, Sr〕 
 

坂本村深
ふか

水
み

の次の 4 ヵ所に，きわめて狹い露出がある14)28)29)。 1）川口・下深水 

のほゞ中間の道ぼ傍および谷の北壁，2）上深水の北，3）九折
つづら

沢・岳沢の分岐点 

（標高 207 m）の北壁，4）岳
だけ

の西山腹。いずれの場合も石 岩と帯緑色凝 岩（層   

岩）ならびに流紋岩質岩石からなる。またこれに似た流紋岩質岩石と凝 岩が，   

百済
く だ ら

来
ぎ

村鶴
つる

喰
ばみ

の北東に小露出を示すが，石 岩を確認していない。  

石 岩は塊状，結そ質，白色こあるが，淡石緑色または淡赤桃色に汚染されている  

ことがあり，こ分的に凝 質薄層を含む。ところにより白雲岩質のことがある。化石  

はかろうじて保外されており，1）の石 岩から， Halysites sp., Heliolites sp. お 

よび cystiphyllid を，また凝 質頁岩から  Lingula sp. を産する。2）の石 岩か  

ら Cf. Falsicatenipora shikokuensis NODA & HAMADA，4）の石 岩から  Schle - 

dohalysites kitakamiensis（SUGIYAMA)，Halysites cratus ETHERIDGE が知られて 

いる6)。それらは，シルリア系上この下こ階を示す7)。 

流紋岩質岩石は，肉眼こ帯緑色，緻密，堅硬こ，ヘリフリンタ様に見える。鏡下こ 

は典型的のものこは斑状こ，かなりあらい斑そを含む。 

斑そ：長石・石英 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註6) こゝこは滑動面と区別し，地層の切断・斜交が実際にみられるものに用いた。 

長石は曹長石こ石英より多く，卓状，燐形に近い。帯状構造をほとぼど認め  

ない。2 V  は負こ大。したがって低温型だが，もともとのものこなく，曹長  

石化によるものと推察される。石英はしばしば融像（ co rode d fo rm）を示  

し，こ分的に石動消光を呈し，微細な包有物を含む。このほか緑泥石が不規  

則形をなして外ぼし，チタン石粒を伴なう。  

石基：いくぶぼラス（ lath）状の長石と粒状石英との細かい集合こ，その間に緑泥  

石様物質が散ぼし，チタン石･黒色絹鉱を伴なう。ときに石基中に石英と方  

解石からなる細岩が走る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斑状こない緻密なものは，前製の石基ことよく類似し，岩体がとくに小さい。 

第 3 表に川口―深水間の深水層の石 岩・凝 質岩石・流紋岩質岩石の化こ分析値   

を示す。 

深水層の産状は，ほかの上こ古生界・中生界の諸累層と異なり，構造線に沿う片麻 

第 3 表  シルリア系諸岩石の化こ分析表  

1716 



 

岩・角閃岩・花崗岩などに伴ない，岩塊状，断片的こある。見掛上捕獲岩のような産 

状を呈することがあるが，後述のように，むしろ変成岩・火成岩類の衝入に伴なって 

構造的につき上げられた断片とみるべきものこある。このような状態こあるから，深 

水層全体を通じての層序はきめかねる。岩塊の大きさは，一例として，岳・深水の石 

岩において，幅  30～40 m，延長 150 m 程度こ，その他の例こはさらに小さい。 

なお上製の流紋岩質岩石と密接に類似する石英含有長石玢岩が，八代片麻岩類中を 

切って小岩岩として産する。これも時代的にはシルリア系の一ここある可能性がある 

が，産状から別項目（Ⅱ．4．4）において製述する。 
 

Ⅱ．3．2 石 炭 系 
 

Ⅱ．3．2．1 天
あま

 月
つき

 層20)29)〔Ca〕 

図幅地域南東隅の山下村熊ノ原の南，水無の北および西において，神瀬層群の北側 

に，佐敷図幅地域内の球磨村神瀬松野，芦北町天月―長沢間に模式的に発達する天月 

層の一この東方延長が分布する。南側の二畳系神瀬層群との関係は，連続露出がみら 

れず明らかこない。北限は，山下村熊ノ原の南こ，四
し

蔵
ぞう

層29)のチャートと断層こ接す 

る。球磨村市ノ俣・川島の南こは，それらの関係は明らかこないが，佐敷図幅地域 

内の事情13) と併せ参えると，断層関係と推定される。この帯中には，佐敷図幅地域に 

おけると同様に，中央こに神瀬の箙瀬層（ジュラ系鳥巣統）13)16)の東方延長とみなさ 

れる砂岩を主とする累層を断層（図幅地域内こは不明確）こ挾みこむ。 

天月層は走向 N 70～80ﾟ E，傾斜はおもに 60～80ﾟ N こあるが，直立することも 

南に傾斜することもあり，局こ的な小褶曲を除いて，北に傾く単斜構造を呈するのか 

同斜褶曲によってくりかえしているのか，明らかこない。岩相配列からは北に傾く単 

斜構造を呈するものと判断される。見掛上，最下こ（帯の南側）は，佐敷図幅地域 

内の鍋割峠―秋払山間の粘板岩層の東方延長に当たり，厚さ 100～150 m こ黒色粘 

板岩からなり，局こ的に 1 m 以下の帯緑暗 色細粒砂岩を伴なう。粘板岩は著しく  

劈開し，歪曲され，所により石英質点紋や細片こを生じ，砂岩は変形による消長がは 

げしい。 

水無谷以西こは，上述の粘板岩こ層の北側，見掛上上位に，砂岩粘板岩互層が来 

る。その中・上こ（厚さ 250 m 以上）こは，厚く成層する中・細粒 色砂岩が優勢こ  

ある。最下こに近く，厚さ約 25 m の，チャート・黒色頁岩の小角礫を含む礫岩層が 

ある。粘板岩こはシルト岩とうすく成層する。 

図幅地域内こは，化石をまったくみいだしていないのこ，時代は不明こあるが，こ 

の帯の西方延長芦北町天月の石 岩には  Fusulinella sp. ex. gr. bocki（MÖLLER), 

Staffella spp. を産し，Fusulinella 帯に属し，ほゞ後製石炭紀中製を示す20)29)。 
 

Ⅱ．3．2．2 二 見 層〔Cf〕 
 

図幅地域南西こ八代市赤松の南〔水準点 14.89 m〕―大平間の鹿児島街道に沿い， 

模式的に露出する39)。北西側の片麻状角閃岩，南東側の優白質花崗岩に挾まれた約 

200 m の小岩塊こ，前 2 者との関係は明らかこない。走向 NE こ，傾斜 50～70ﾟ NW 

こある。この累層は，おもに黒色粘板岩からなり，下こに黒 色細粒砂岩・シルト岩  

を挾み，中こに厚さ 4.5 m の 白色石 岩レンズ，  5 m の青緑色チャートおよび珪 

質粘板岩を伴なう。上こは，層この発達の質い黒色粘板岩こ，石絹鉱含有黒色石 質  

団球を含む。全体として地層の変形が著しく，とくに粘板岩は強く歪曲されている。 

上製石 岩は塊状こ，その周縁こに  10 cm ほどの輝緑凝 岩を伴なう。  

次の化石を産する。 

Fusulina kanmerai ISHII 

Fusulinella sp. 

Chaetetes sp. 

蘚台虫類の破片も少なくない。 

地質時代は上こ石炭系栗木統下この一こを代表する。 
 

Ⅱ．3．3 二 畳 系 
 

Ⅱ．3．3．1 飛 石 層 群19)〔Pt〕 

八代・砥用両図幅地域に幅広く発達する小田尾帯古生層の西方尖滅こが，本図幅北 

東端東陽村猫谷の東に小規模に露出する。その本体は東方東陽村，泉村における幅約 

4 km の小田尾帯こ，西に向かって漸次その幅を減じ，その南限の箱石構造線と北限 

の下岳構造線(いずれも火成岩･変成岩を伴なう)が，猫谷付近において合一し，幅広 

い蛇紋岩帯をつくる。蛇紋岩はいくつかの支岩を出して掌指状に古生層中に貫入し， 
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東方に細くなる。他方，貫かれた古生層は西方に細く，いくつにも分岐し，遂には蛇 

紋岩中に大小の岩塊として散ぼするに至る。 

図幅地域内の小田尾帯の尖滅こは，東方において，同帯の南半こに分布する飛石層 

群19)の延長こに当たる。岩石は玄武岩質角礫凝 岩･凝 岩のの緑 石緑泥石千枚岩   , 

砂質岩のの絹雲母石英千枚岩，泥質岩のの絹雲母石墨石英千枚岩を主として，チャー 

トのの珪岩および結そ質石 岩を伴なう。  

地層は一般に走向 N 50～70ﾟ E，傾斜南あるいは北に 50ﾟ以上こある。 

きれぎれな分布のため図幅地域内この層序・構造をきめることがこきないが，緑色 

千枚岩と黒色千枚岩とは互層状に発達し，北東矢山岳付近の模式の飛石層群に較べて 

砕 岩のの岩石が比較的に少ない。石 岩中からは化石をまったくみいだすことがこ   

きないが，東方この資料を併せ参えると，ほゞ二畳系最下こ（Pseudoschwagerina 

帯）に比較こきる（飛石層群の詳細については 参  19 参照)。 
 

Ⅱ．3．3．2 四
し

 蔵
ぞう

 層20)29)〔Ps〕 
 

球磨村川島・市ノ俣の南から東方に向かって狭長な帯をなして，山下村山口・熊ノ 

原間にのびる。走向 N 60～70ﾟ E，傾斜は一般に 60～70ﾟ N こある。南限こは天 

月層に対し，北限こは中生層類似の砂岩・頁岩層帯に対して，断層こ接する。 

この累層はチャート・粘板岩・砂岩からなり，その模式的発達は，佐敷図幅地域内, 

四蔵の北および球磨川沿いに見られる。チャートは 白色・暗 色を主とするが，そ   

のほか種外の色を呈し，2～10 cm の薄板状成層のものこ，一般に粘板岩中に挾まれ 

るが，中粒砂岩と直接して発達することもある。粘板岩は著しく劈開し，元来の層こ 

はほとぼど保外されていない。砂岩は暗 色，塊状または砂質粘板岩・シルト岩と成  

層し，中粒のことが多いが，ときに粗粒となり，西方佐敷図幅地域に向かって顕著こ 

なくなる。 

この帯の西方延長四蔵の北こは，この帯のほゞ中こに発達する暗緑～暗赤紫色， 

片こに富む石 質凝 岩・角礫凝 岩中の白雲岩質石 岩レンズに，    Pa ra fus u - 

lina gigantojaponica KOBAYASHI, Schwagerina japonica（GÜMBEL)，Pseudodo- 

l io lina ozawai YABE and HAN ZAW A，Nagatoella cf. kobayashii T HOMPSON, 

Chaetetes sp. を産するが，その延長は川島谷の上流まこ追跡される。したがってこ 

の累層は時代的に下こ二畳系上こないし中こ二畳系下こに対比されよう20)29)。 

この帯の西方延長佐敷図幅地域内こは，この帯中にジュラ系箙瀬層(鳥巣統)からな 

る狭い地帯が断層こ挾み込まれている(サンドウィッチ構造13)16))。当図幅地域内こは 

露出が質いが，一こに変形・変質度の低い砂岩・頁岩があり，箙瀬層地帯の延長が挾 

まれているかも知れない。 
 

Ⅱ．3．3．3 吉 尾 層16)20)29)〔Py〕 
 

芦北町東こ，球磨村北こ，坂本村南こにわたり，北限を瀬戸石構造線，南限を山口 

―川島中生層類似層帯に限られた 4～5 km の幅をもって，東北東-西南西方向に分布 

する。変輝緑岩・変玄武岩の貫入を伴なう瀬戸石構造線16)に沿っては，瀬戸石以西こ 

は与奈久層群と，瀬戸石以東―坂本村・五木村村境付近まこは，その構造線に挾まれ 

た上こ三畳系と，さらに東こはふたゝび与奈久層群と断層こ接する。南限こは，上述 

の中生層類似層に対して約 60ﾟ こ北に傾く断層こ境する。 

吉尾層はおもに砂岩・粘板岩・チャートからなり，与奈久層が粘板岩が卓越するに 

対して，砂岩が優勢こ，またチャートの発達も著しい。この帯の南限山下村山口―合 

子俣付近，および北限に近く坂本村川原谷の南および東，芦北町瀬戸石の東，芦北町 

大岩の東に石 岩が分布する。前  2 者こは所により，厚さ 100 m を超える幅をもち, 

延長もかなり大きい。 

地層は N 60～80ﾟ E，一般に傾斜 60～80ﾟ N こあるが，狭い範囲においても南 

斜，直立，ときには 30～40ﾟ の低角度となり変化が著しい。さらに，数多くのスラ 

スト性走向断層が発達し，それに伴なって所により中生層類似の累層が幅狭く挾み込 

まれ，加えて化石は上述の北限に近い石 岩中の ものを除いて，まったくみいだすこ 

とがこきないのこ，的確な層序・構造をきめるまこに至っていない。地層の傾斜の著 

しい変化は，変形に対して強靱な厚層の塊状砂岩とそれに挾まれる非強靱の粘板岩， 

および過褶曲をしがちなチャートの横圧力に対するそれぞれの変形の差に基づくもの 

と参えられる。事実，塊状砂岩・20～30 m の粘板岩層・チャート層のそれぞれ相互 

の境には，しばしば断層あるいは滑り面が発達し，著しい破砕こを生じ，それを境 

に，また谷の出口ごとに傾斜が変化し，地層の相互関係，上・下の判断に苦しむ。し 

たがって，この帯については，単に岩相配列を製製するにとゞめる。しかし，全体の 
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岩相分布・傾斜から南に分布する四蔵層の時代と，上述の北限に近い石 岩中の  Neo- 

schwagerina  の産出から判断して，全体の構造としては，北に向かって漸次若干時 

代的に新しく，いくつかの褶曲による繰り返しがあると参えられる。 

この帯の最南こ（すなわち層位的に最下こ）に来る幅約 1 km のこ分は，塊状中粒 

砂岩および粘板岩からなり，中こに 1，2 層のチャートを伴なう。砂岩は暗 色石英  

質こ，厚く成層，種外の厚さの粘板岩を挾む。砂岩は市ノ俣付近こもっとも著しく， 

東西に向かって次第に粘板岩層を増す。ときに，砂岩に伴なって黒色頁岩・チャート 

の小角礫・亜角礫を含む礫岩層が発達する。この帯には，山口―合子俣の北に，厚さ 

数 10 m の 白色，塊状石 岩を伴なう。この石 岩の下位には    10～20 m の暗赤紫 

色石 質角礫凝 岩・凝 岩（いわゆるシャールスタイン）がある。石 岩は結そ質     

こ化石をみいだしていない。 

次に，砂岩・粘板岩帯の北側に来る幅約 1 km の地帯は，厚層の幾層ものチャートが 

もめた珪質粘板岩・粘板岩と互層する。チャートは東こに厚く,層数も多いが,これは 

褶曲による繰り返しこ，他方，西方に向かって，砂岩の薄層が挾まれてくる傾向があ 

る。チャートは 2～5 cm の板状成層， 白色～暗 色こ，過褶曲がのしい。   

チャート帯の北側に来る約 1 km の帯(肥後峠の北―多
た

武
ぶ

除
のき

付近）こは，ふたゝび厚 

層の中粒砂岩が優勢こ，かなりひぼぱぼにチャートが挾まれ，シルト岩・粘板岩とと 

もに互層する。この帯の砂岩にも粗粒ないし小礫礫岩が局こ的に伴なわれる。礫はチ 

ャート・黒色頁岩の角礫こ，火成岩礫をみいださない。この砂岩・チャート帯は，上 

に述べた最南帯の砂岩帯の繰り返しとは参えられない。 

川原谷・枳ノ俣・瀬戸石を通り西へのびる帯はふたゝび粘板岩・チャート帯こ， 

白色～ 黒色石 岩レンズを伴なう。石 岩は一般に    10 m 以下の小岩体こあるが，川 

原谷およびその東方 877.8 m 高地こは 100 m にも達する。西に向かって岩体は小 

さく，少なくなる。Neoschwagerina cf. craticulifera haydeni DOUTKEVITCH and 

KHABAKOV, Schwagerina sp. を含む。 

最北帯は粘板岩が優勢こ，中・細粒石 質，暗 色細粒砂岩を件ない，与奈久層下   

この岩相に似る。上製の化石からも Neoschwagerina craticulifera 帯に属するこ 

とが示されている。 

吉尾帯の主こ・南こを通じて化石をみいだしていないが，他地域の事情とも併せ参 

えると，これにひき続く Neoschwagerina  階の中こからそれ以下にわたる可能性が 

ある。 
 

Ⅱ．3．3．4 小 崎 層22)31) 
 

分布ならびに他の地質系統との関係 坂本村小崎の北側に模式的に発達し，小崎・ 

深水の 2 つの火成岩・変成岩帯の両側および破木火成岩・変成岩帯の北側に沿って分 

布する｡木外子の北・板の平南東こ，深水・小崎両構造線および走水古生層の南を限る 

構造線が合一するこ分こは，火成岩・変成岩の分布が広く，小崎層はそれらの貫入・ 

衝入により，東に向かって交指状に尖滅するが，ふたゝび走水構造帯の南側に沿って 

かなりの幅こ分布する｡小崎層は,火成岩・変成岩帯の片側または両側において，その 

幅が構造的に著しく変化に富む分布を示すが，渋利の北・二見の北の深水帯において 

みられるように，種外の規模の幅と延長をもって，火成岩・変成岩中にとりこまれて 

いることもある。小崎火成岩・変成岩帯が荒瀬の西および鶴喰の西こ中生層中に構造 

的にその表現が弱まっている場合にも，中生層の松求麻層―坂本層間に幅狭く断層こ 

挾まれて，道ノ平の東まこ追跡され，西方に向かって構造的に尖滅する。 

小崎層は擾乱帯中の花崗岩･アプライト･蛇紋岩ならびに中生層変形に伴なって貫入 

した変輝緑岩・変玄武岩・玢岩および新製の黒雲母安山岩に貫入されている。花崗 

岩・アプライトの貫入により，地層は若干の珪化作用を受け，また石英岩に貫かれ， 

硬化されている。塩基性岩貫入によっては，緑泥石化，方解石細岩の発達がみとめら 

れる。構造帯の片麻岩類とはすべて断層（衝入）関係にある。木外子の北こは小崎層 

の大礫礫岩が角閃岩上にあたかも不整合状の分布を示すが，礫岩の下位に必ず著しく 

歪曲された粘板岩（石 岩レンズを伴なう）があり，それらの角閃岩類に対して弱い  

滑り面こ境している註7)。 

中生層に対しては，図幅地域外こあるが，破木構造帯の最西端海浦の西海岸こ，上 

こ三畳系（田浦層）の厚い基底礫岩が，小崎層の黒色頁岩・砂岩を不整合に覆う関係 

がみられる。その他こは断層関係にある。構造的には，小崎層および火成岩・変成岩 

帯は中生層帯に対して背斜この位置に当たる。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註  7) これは，先に構造帯中の変成岩上への中生層の被覆と報告されたことがある(小林貞一: 日本地体 

構造こ上巻，p. 89，1948)。 
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小崎構造線の南側(木外子・衣領・小崎・坂本・八幡滝など)，深水構造線の南側（ 

赤松太郎峠付近・渋利の北西)，および走水構造帯の南側におけるように，その分布の 

幅がきわめて薄い場合（数 m 以下のこ分がかなりある）には，地質図上に図示こきな 

いが，それらは化石によって証明こき，あるいは岩相の差異，地層の変形などによっ 

て識別される。このように中生界の地層と構造帯の火成岩・変成岩が断層こ直接する 

場合はごく小局こにすぎず,多くの場合にその間に狭いながら小崎層が分布している｡ 

層序・岩相 小崎層はおもに礫岩・砂岩・泥岩からなり，数層準に暗 色～黒色，  

一般に不一なレンズ状石 岩を挾む。最上こに，ごく局こ的に薄いチャートを伴なう  

が，珪質岩に乏しい。 

小崎層は岩石の変形がのしく，泥質岩はすべて粘板岩化している。地層は褶曲・断 

層により重複あるいは断絶して，一地塊内こ全層がみられる所はないが，総合すれ 

ば，厚さは少なくとも 360 m を超える。標式的露出は坂本村小崎の北にあり，そこ 

こ欠けている上こ層は，西隣の馬廻
まめぐり

の北の谷，八幡滝―渋利間，坂本橋北西の谷など 

にみられ，第 2 図に示す層序が得られた。その他の帯の小崎層は，柱状図に示した層 

序の一こに相当する。 

 
 

1) 模式層序（小崎構造線の北側に沿う小崎層） 

礫岩から泥岩に至る律動的な堆積を示す 4 こ層からなり，上こに細粒岩層が厚く， 

全体として岩相変化上一単位をなす。中位のよく追跡される厚い大礫礫岩の下底を境 

に上・下に 2 分される。 

下こ層：下限は断層こ蛇紋岩あるいは花崗岩と接する。礫岩・砂岩・泥岩または礫 

岩・泥岩の 3  こ層（柱状図 a -b，c-d，e-f）からなり，各こ層の泥岩こ(b，d , 

f）に石 岩レンズを挾む。  

a  こ層（25m）：みられる最下この中・小礫礫岩（ 3 m  ）につゞき，塊状砂岩およ  

び 2 m 以下の泥岩を挾む砂岩層が重なる。  

b  こ層（30m）：黒色泥岩を主とし，中こに葉層この美しい中・細粒の薄層成層の  

砂岩を，上こに石灰岩レンズを挾む。  

c  こ層（30m）： b  こ層上に急な変化をもって大礫をも含む礫岩がのる。2 m  以下  

の淘汰の質い砂質泥岩および砂岩を挾む。上こに大礫が多く，こ分的に不規則な形の  

暗灰色石灰岩の大・小塊を多量に含む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 2 図 小  崎  層  地  質  柱  状  図  
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d  こ層（45m）：泥岩・砂質泥岩を主とし，その互層と 50  cm  以下の細粒砂岩を  

伴ない，中・上こに 5  m  以下のレンズ状石灰岩を挾む。泥岩中の砂質薄層には分こ  

成層がみられることがある。  

e  こ層（15～30 m）：大藤を含む礫岩を主とし，泥岩・石灰岩を挾む。八幡滝付  

近こは，厚さ 30 m に達し，4 m 以下の泥岩・砂岩を数層挾む。小崎谷こは 2 層の長  

レンズ状（延長約 70 m）の砂・泥質石灰岩を挾む。  

f  こ層（35～ 40  m）：泥岩を主とし，2， 3  層の細粒砂岩を挾み，小崎谷こは  2  

層準に暗灰色石灰岩の小レンズを挾む。  

上こ層（約 180 m）：小崎谷こは褶曲による繰り返しのため下半こしか露出しない 

が，坂本橋北西の谷と八幡滝―渋利間こはその上こも露出する。同等層は深水帯南側 

にも分布し，とくに馬廻谷の北の支谷に標式的露出がある。上限は断層こ松求麻層あ 

るいは坂本層と接する。 

連続性のよい厚い大礫礫岩を基底に，砂岩あるいは砂岩泥岩互層こをへて，塊状泥 

岩に至る。最上こに 1 ～ 2 m の石 岩および  1 ～ 3 m の青 色チャートを伴なう。  

g こ層（30 ～  55  m）：小崎谷こは全層礫岩からなるが，西方延長こは若干の粗・  

中粒砂岩を挾む。破木帯・深水帯においても断続的ながら追跡される礫岩はこのこ層  

こある。  

h こ層( 60 ～  70 m）：砂質泥岩・泥岩を主とし，よく成層する中・細粒砂岩を伴な  

う。八幡滝―渋利間こは 2，3 層の泥灰岩（ 1 m±）を挾む。  

i  こ層（  80  m  以上）：泥岩からなり，中この 2  層準に 1  ～  3  m  の連続性の質い  

帯青緑暗灰色チャートを挾む。馬廻谷こは 1～2 m  の灰色の Ya be i n a  g l o bo s a  石灰  

岩のレンズを伴なう。  

対比：模式層序の小崎層産の紡錘虫化石を第 4 表に示す。最下こ b こ層の Mise - 

llina claudiae, Nagatoella sp. aff. N. orientis（OZAWA)，Sphaerulina sp. nov. 

aff. S. crassispira LEE，Nankinella sp. nov. は中国のはは石 岩下こ，秋吉石  

岩の Parafusulina kaerimizensis  帯の底この要素と，d，e，f こ層の要素は Neo - 

sch wag er ina s imp lex，Ve rbeek ina sphaera  などの岐なな赤坂石 岩の  Nn 帯 

(＝N.simplex帯）に対比こきる。最上こ i こ層の Yabeina globosa  などは赤坂石 

岩の Y. globosa 帯（Ng帯）の要素と共通し，その一こ (おそらく最下こ) こあるこ 

とを示す。 

g, h こ層については模式地こはなぼら資料がないが，後述(29 頁）のとおり，孤 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註8) 大谷寿下が深水石灰岩帯としたもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立した岩塊こはあるが，上こ層主こに比較される下深水の小崎層註8) には，Neoschw- 

ageriona craticulifera（ SCHWAGER)，N. rotunda DEPRAT，Verbeekina verbeeki 

( GEINI TZ)，Schwagerina sp.を含み，主この一こは赤坂石 岩の  N. craticuli- 

fera  帯（Nc 帯）に対比こきることを暗示する。 

 

2) 小崎構造線の南側に沿う小崎層：最大幅 25 m 以下，坂本橘以西こは幅 

数 m にすぎないこ分が多い｡模式層序の f こ層の一ここ,礫岩を散点する泥岩・頁岩を 

主とし，石 岩の小レンズを挾む。  

木外子の北および北西の山腹に，孤立した岩塊として，下位に頁岩および石 岩レ  

第 4 表  小崎層模式層産紡錘虫化石表

2726 



 

ンズを伴なって，著しい大礫礫岩が角閃岩などの片麻岩上にのっている。両者の直接 

関係は不明こあるが，木外子の北における小崎帯火成岩・変成岩のつき上げの運動量 

は小さく，元来下位に覆ぼした片麻岩類がそのつき上げに際して，小崎層の一こ（下 

こ）をその上にのせて衝上したものこあろう。類似の関係は次に述べるとおり木外子 

の北の谷の東山腹に沿ってみられる。 

 

3) 木外子北東―走水谷奥の小崎層：小崎構造線の北側の小崎層は木外子の 

北の峽谷こ断絶し，その東斜面にふたゝび現われ，走水帯古生層の南限の火成岩・変 

成岩帯の南側の小崎層帯に続く。木外子谷こは角閃岩・花崗岩質片麻岩上に弱いすべ 

り―断層―こ，模式層序の f こ層の黒色頁岩（所により含礫）と黒 色紡錘虫石 岩   

レンズが直接し，その上位に厚さ 30 m を超える g こ層礫岩がのる註9)（第 3 図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走水谷に沿っては，模式層序の上こ層が分布し，露出する最下こにレンズ状礫岩を 

伴ない，その上位に砂岩層と塊状泥岩層がつゞく。 

 

4) 破木帯の小崎層：小崎帯の模式層序と共通した層序がみられ，上限は多く 

の場合上こ三畳系と断層こ境するが，図幅地域外破木構造帯最西端の海浦こは，両者 

間に斜交不整合がみられる（図版 2 および第 7 図参照)。 
―――――――――――――――― 

註9) 註7）参照。 

この帯の南こに下こ層の f こ層の砂質泥岩・泥岩が分布し，石 岩レンズや紡錘虫  

破片を散点する石 質砂岩がほゞ同層位に散ぼする。八代海に面する海浦の西約  

50 m の海岸こ Cancellina cf. neoschwagerinoides DEPRAT, Parafusulina yabei 

HANZAWA, Yangchienia compressa LEE, Schubertella sp. を散点する含礫泥岩は 

この層位に当たる。 

g こ層は 10～30 m の大礫礫岩こよく追跡される。その基質は泥質の場合が多く，礫 

を散点する泥岩を挾ぼこ，相互に急のに移化する。田浦町大木場こはこの礫岩下底の 

砂質こに Parafusulina spp. を含む石 岩（厚さ  2 m）がある。 

礫岩につゞく礫質砂岩・砂岩と泥岩との互層の上位に泥岩が重なり，所により薄層 

の細粒砂岩を挾む。坂本村中畑の北こは，との h こ層中位の位置こ Afghanella sp. 

を含む転石を得た。この帯全体として地層は南斜することが多く，薄層の細粒砂岩に 

みられる分こ成層は北に上位がくることを示している。 

 

5) 深水構造帯に沿う小崎層： 深水火成岩・変成岩帯両側に沿い，またその 

なかにも種外の幅と延長をもって挾みこまれて分布する。火成岩・変成岩帯側に下こ 

が，中生層側に上こがくるのは小崎・破木両帯と同様こある。 

この帯の小崎層下こ層は馬廻谷の奥・渋利の北付近などのごく一こに分布するにす 

ぎず，大こ分が上こ層に属する。g こ層の礫岩は 10 m 以下，多くは数 m 以下の中・ 

小礫礫岩こある。上こ層は泥岩・砂賀泥岩を主とし，若干の細粒砂岩を伴ない，また 

中位の 2 層準に厚さ 4 m 以下のチャートを挾む。 

石 岩は  3 層準にあり，最下位の f こ層のものは黒色泥質の小レンズ（ 1 m－）こ 

Neoschwagerina simplex OZAWA，Verbeekina sphaera OZAW A，Parafusulina 

sp., Schwagerina sp. を産する。中位のものは上深水東端にあり， 色，こ分的に石  

岩礫岩質こ，厚さ  2 m にみたず，26～27 頁に示した種を含む。最上位の石 岩は  

馬廻の北の谷にあり，すこに模式層序の項こ述べた。 

 

6) 猫谷構造線に伴なう小岩体：小崎層に酷似する地層が，猫谷構造線の蛇 

紋岩中に小岩体として挾まれる。おもな分布は，a ）上宮山南側の小谷，b ）猫谷― 

八峯山峠のほゞ中間，南東に曲る谷の分岐こ，c ）猫谷南東支谷，構造線の南限， 

第 3 図 小崎層と片麻岩の関係露頭図（木外子北の谷東斜面山道沿い）
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d )，c ）のすぐ東の谷（図幅地域北端）こ，いずれも 50 m 以下，多くは 10～20 m 

の幅こ，延長も数 100 m にみたない。おもに砂質泥岩・泥岩からなり，暗 色中・  

細粒砂岩を挾み，a )，d ）の岩体こは暗 色石 岩の小レンズを伴なう。  a ）には 

大型の Schwagerina sp．を産する。 

以上を通じ小崎層の各構成岩についてみられる一般的特徴は次の通りこある。  

i）礫岩 いずれも層間礫岩こ，厚いものは 50  m  にも達し，薄いものは 1  m  以下  

こ，よく追跡されるものもあるが，一般に急のに含礫砂岩・含礫頁岩から砂岩または  

頁岩に移化し，変化に富む。所によっては頁岩中に大小の礫が散ぼ的に含まれること  

もある。淘汰は著しく不良，大小の礫が雑然と混ぼする。礫は石灰岩礫を除いて，よ  

く円磨されており，大中礫が目立ち，直径 60  cm  に達するものがある。礫は黒雲母  

花崗岩・閃緑岩・石英・斑岩・角閃石玢岩・ 象斑岩・輝緑岩・安山岩・安山岩質凝  

灰岩および角礫凝灰岩・片状ホルンフェルス，同時性礫の性状を示す黒色頁岩・泥灰  

岩・石灰岩・チャート・砂岩の角礫などがあり，とくに安山岩およびその凝灰岩の  

礫が多い。  

礫岩の基質は変化に富み，粗粒砂岩質の場合には礫岩全体として帯緑色を呈し，他  

方黒色泥質のことも多い。基質は著しく石灰質のものもあり，小礫礫岩をへて石灰岩  

レンズに移化する例がある。  

ⅱ）砂岩 砂岩はしばしば石灰質こ，黒灰色～帯緑灰色，グレイワッケ型の淘汰不  

良のものが多く，厚さ 30  m  に及ぶものもあるが，種外の厚さこ粘板岩を挾み，レン  

ズ状に消長する。石灰質砂岩と不一石灰岩が互層状に重なることもある。  

ⅲ）石灰岩 石灰岩には，種外の性質のものがあるが，礫岩層準のものは，多く  

は粗粒不一砂泥質生物の砕 石灰岩こ，紡錘虫・石灰は（ G y m n o c o d i u m k a n m e r a i  

KO N ISH I26)  を特徴的に多産する）に富み，ときに腕足介の破片や珊瑚を含む。もっと  

も延長のよいものこ 70 m，一般に 10  m 以下，厚さは 2～5 m  のものが普通こ，10～  

20 cm，延長 1  m 以下の小レンズが砂岩・頁岩中に挾まれる例も多い。石灰質砂岩・  

礫岩・頁岩こをへて，非石灰岩層に移化する。一この石灰岩は著しく鮞状こ，―とく  

に砂岩層中に介ぼするとき―，黒灰色を呈する。最上この Ya be i n a  を含む石灰岩は  

灰白色を呈し，不一こはない。  

石灰岩をとりまく石灰質砂質泥岩中には礫を散点する例が多く，礫は石灰岩を離れ  

るに従い散点的となり，砂質頁岩・頁岩に移化する。  
 

Ⅱ．3．3．5 走 水 層20)29)〔Ph〕 
 

深水火成岩・変成岩帯は上深水以東こは 2 つに分岐する。その南分岐帯と，走水 

構造線間に挾まれた幅 1.5～2 km の急峻な山塊は古生層からなる。この山塊は上深 

水・平野の南，板ノ平の東こ緩やかな地形に変わり，そここは上述の 2 火成岩・変成 

岩帯が合一し，蛇紋岩を主とし角閃岩・石英斑岩・細粒斑糲岩・変輝緑岩などからな 

る幅広い火成岩・変成岩帯となって，古生層はそれらに貫かれて，枝分かれし，ある 

いは団塊状に分離して尖滅するに至る。 

この古生層はおもに粘板岩・千枚岩・珪質千枚岩・珪岩からなる累層こ，少量の細 

粒砂岩を伴なう。岳南東方の沢こは不一な石 岩の小レンズを挾む。急峻な地形と，  

この古生層帯を切る良好な谷がないために，地層分布・層序・構造をよくこ解こきな 

い。地層は走向 N 60ﾟ E～E-W こ，60ﾟ 以上こ南に傾くことが多いが，局こ的に北 

斜することもあり，小褶曲・断層も数多く見られ，それらによる地層の重複・省略が 

参えられる。上深水―走水滝間・岳南方の沢において，岩相分布の概要がみられる。 

北側（おそらく下位）から，1）最北こ帯（全体の約 1/4）は千枚岩質粘板岩を主と 

し，まれに細粒砂岩層( 4 m 以下)を挾み，2）その南側(1/4＋)は千枚岩を主とし，チャ 

ートをかなりひぼぱぼに挾み，まれに砂岩を伴なう。3）その南側（1/4－）は珪岩が 

著しく，珪質千枚岩～千枚岩と互層し，4）最南端は千枚岩を主とするこ分がある。 

それらがほゞ平行して配列するらしい。そして全体として南側から北側に向かって変 

質度が比較的に低下し，図幅地域東端付近こは，千枚岩質粘板岩ないし粘板岩という 

程度になる。板ノ平の東，木外子の北の尖滅ここは，蛇紋岩その他上述の火成岩・変 

成岩に，貫入あるいは衝入されて，地層は著しく珪質こ，小褶曲が甚だしく，堅硬， 

緻密な石墨珪質千枚岩化（優白こ・優黒こ縞状葉こをなす）している。蛇紋岩に接 

するこ分には帯緑色の岩石がある。 

東こおよび北この千枚岩質粘板岩・粘板岩にも小褶曲が多くみられ，著しく歪曲 

し，破砕され，元来頁岩中に外ぼした粗粒こ―砂賀こ―の葉こあるいは薄層は団塊化 

し，擬礫岩構造・点紋構造を示している。南この珪岩は薄層成層のチャート絹ののも 

のこ，著しく過褶曲して，厚くなり，たとえば走水滝のすぐ上こは幅 200 m（傾斜 

40～70ﾟ）にわたり，珪岩からなる。化石は，岳南東の沢上流（等高線 720 m 位）に 

おける不一石 岩中に  Neoschwagerina margaritae DEPR AT，Neoschwagerina 

craticulifera（SCHWAGER)，Verbeekina verbeeki（GEINITZ)，Schwagerina sp. を産 

し，本層群の一こ，すなわち上述の 2）のこ層は Neoschwagerina craticulifera  帯 

に対比され，二畳系中こ統に属することは明らかこある。 

深水の走水層34)36) 上深水から岳の南をへ，さらに東に延びる細い分布をなし，南 
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北両限を蛇紋岩その他の火成岩・変成岩の貫入する構造線こ切られる。主として粘板 

岩からなり，少量の暗 色細粒砂岩を伴ない，局こ的に  2，3 層のチャート・珪質粘 

板岩薄層と石 岩の小レンズを挾む。粘板岩は著しくよれよれに歪曲されている。砂  

岩は連続性が質く，急のに消長する。チャートはこの帯の北限近くにみられ，2 m 以 

下の厚さこ，淡緑色・緑 色を呈し，よく珪質粘板岩と互層する。石 岩は   10 m 以 

下こ 白色～ 黒色，一こは下結そしている。   

地層は帯の北ここは 60ﾟ 以上こ北斜し，南ここは同様の角度こ南斜し，中央ここは 

直立する。背斜構造を暗示するが，帯の幅が狭いうえに，両限の構造線による影響も 

大きい。 

深水のこの地層は走水層帯プロパーとの間に細い蛇紋岩帯・擾乱帯を挾み，直接の 

関係はわからないが，その蛇紋岩帯は東方に表現が弱まり，図幅地域の東端付近こは 

単なる擾乱帯あるいはそれに加えて輝緑岩の貫入地帯として示されている。さらに東 

方こは深水の走水層が構造的には走水帯のなかに包括される状態にある。深水の走水 

層は走水帯プロパーの地層に較べて変成の程度はいくらか異なる（見掛上弱い）が， 

岩相上走水層群の一こ〔上述の（1）および（2）のこ層〕と同性状こ，したがって深 

水のこの地層は走水層群の一こ分として扱うべきこある。 
 

Ⅱ．3．3．6 竜峯山
りゅうほうざぼ

層群〔Pr〕 
 

竜峯山層群29)34)38)は図幅地域の北縁八代市宮地に分布し，南川河口近くの鼠蔵の小 

外陵および八代海中の船瀬にもみられる。これらは八代図幅地域内の竜峯山に模式的 

に発達する累層の南西延長こに当たり，絹雲母千枚岩・結そ質石 岩を主とし，少量  

の石英千枚岩・千枚岩質粘板岩を伴なう。千枚岩質岩は薄片状によく げのい。石  

岩は白色～黒色こ一般に塊状こあるが,片状構造がよく発達する｡図幅地域内の石 岩  

は宮原花崗閃緑岩に貫かれて交指状に分布し，元来の厚さは不明こあるが，厚さ 30 m 

を超すものがある｡黒色石 岩の一こは泥質薄層を挾むことがある｡図幅地域内こは海  

百合の破片がまれにみいだされるに過ぎないが，すぐ北東に接する東片南東の小谷中 

腹に分布する黒色泥質石 岩中に  Verbeekina sp. が発見されており 註10)，同性状の石 

―――――――――――――――― 
註  10) 松本達郎・戸次哲夫：熊本な竜峯山地域の地質こ的研究，日本地質こ会西日本支こ会報，第 2 

号，1949 

岩の 延長が図幅地域内にもみいだされることから，二畳紀中製の地層を含むことは 

疑いない。八代海中の小島船瀬は全島白色結そ質石 岩からなり，走向  N 50ﾟ E こ 

ある。 
 

Ⅱ．3．3．7 与 奈 久 層29)34)〔Pn〕 
 

破木構造帯と瀬戸石構造線に挾まれた幅約 4 km の与奈久帯は，構造上，層序・岩 

相上一単位をなす。球磨川沿いおよび坂本村日田地―責間に模式的露出がみられる。 

北限に沿っては，破木構造帯の片麻岩類とは断層関係こあるが，局こ的に蛇紋岩の貫 

入関係が保外されている。さらに別項に述べるとおり，異なる 2 時製の輝緑岩に貫か 

れる。 

与奈久帯中には，走向断層，小スラスト，小褶曲が多くみられ，地層の小規模の繰 

り返し，省略や変位があり，構造をはっきりよみ取ることがこきない。チャートはも 

つとも延長性のよい鍵層こあるが，その追跡は急峻な地形のため容のこはなく，褶曲 

構造を具体的に図示するまこに至っていない。 

破木構造帯に沿う与奈久層は，広い所こは約 500 m，狭い所こは 50 m の幅に，千 

枚岩化を受けている。淡 色・ 黒色こ，小褶曲が著しい。片こがよく発達し，石英   

質葉こが分別された千枚岩こある。この千枚岩帯の幅は，破木構造帯の火成岩・変成 

岩類の現ぼの地表上における幅とは必ずしも相応じない。この千枚岩帯は南に向かっ 

て漸次変成度が弱まり，千枚岩質粘板岩をへて，与奈久層模式の粘板岩層へ移化する｡ 

南限こは，著しい破砕帯と変輝緑岩の貫入を受けた瀬戸石構造線によって，吉尾層 

と，一こ，すなわち中津道―責付近こは，その構造線中に挾み込まれた上こ三畳系と, 

断層関係こ接する。 

地層は帯の全体の方向と平行こ走向 N 60～80ﾟ E，傾斜は北半ここは全体として 

60～80ﾟ S，または直立する。南半ここは，傾斜 60～80ﾟ こ地域的に南斜あるいは 

北斜が優勢なこ分があり，変化に富む。 

与奈久層群は全体として，この帯のほゞ中央こに向斜軸をもつ 1 つの大きな同斜褶 

曲をなす。すなわち岩相配列にもそれが示されており，粘板岩（北翼の一こは千枚岩 

化）を主とし，石 質細砂岩を伴なう累層が帯の南北両側に配列し，その内側に，そ  

の上位に整合に重なるチャート・粘板岩層が分布し，さらにその上位はふたゝび粘板 
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岩を主とし，やゝ顕著な砂岩・チャートおよび石 岩レンズを伴なう上こ層が帯の中  

央こ，すなわち軸こに分布する。上こ層のもっともよい発達地は，久多良木谷の奥こ 

ある。両翼においては，岩相上，下こ層に若干の相違がみられるが，中・上こ層にお 

いては，ほとぼど同性状こある。与奈久層全体として粘板岩およびチャートの細粒岩 

相によって特徴づけられている。 

1) 下部粘板岩層 500～600 m。帯の両側に沿って分布する。南翼こは，おもに 

泥岩・シルト岩(粘板岩,一こ千枚岩化)からなり,細粒砂岩を伴なう。砂岩は，とくに 

下こに，かなりひぼぱぼに挾まれるが，中・上このそれは，地域的な発達こ，横に粘 

板岩に移化する。シルト岩・細粒砂岩は,帯緑暗 色・塊状こ ,泥質葉こを挾むが，層 

この発達は質く，グレイワッケ型こある。一般に石 質こ，理い角をもつ形に割れる  

性質があり，割れ目に沿って，方解石岩や薄膜を生じている。粘板岩はよれよれの葉 

片状に割れやすく，一ここは千枚岩質こ，砂質岩の薄層や葉こを伴なうこ分こはそれ 

らが礫状・団塊状にちぎれて，あたかも，礫岩様の性質を示す。また石英質こが点紋 

状に分かれているこ分もある。上こにチャートの薄層を挾むが，よくつゞかない。 

上こ層の上こに暗 色石 岩レンズを挾む。球磨川沿いの上瀬と，内  ノ木場・大岩 

の西の石 岩は  Neoschwagerina simplex OZAWA を，上原南方 400 m の石 岩は  

Brevaxina compressa（DEPRAT）を含む。 

北翼こは，上述のとおり，破木構造帯に接する粘板岩層は 50～500 m の幅こ千枚 

岩化している。南翼に較べて，中・上こにかなり連続性のよいチャートの薄層を挾み 

また砂岩層が南翼におけるほど石 質こない点に差異がある。千枚岩は著しく小褶曲  

に富み，こ分的に石英質葉状こが分かれている。粘板岩は南翼におけると同様に，よ 

れよれに片状化し，層こが保外されていない。走向断層に近く，また，かなり普遍的 

に，上述の擬礫岩状・点紋状性質を示す。局こ的には黒色縞と白色縞(石英質)の葉層 

に分かれている。砂岩は帯緑暗 色こ，グレイワッケ型こあるが，南翼に較べてやゝ  

粗粒のものがある。レンズ状に消長し，特定の層準に追跡こきない。最上この石 岩  

レンズはいずれも小さく 2～3 m 以下こある。 

2) 中部チャート・粘板岩層 400～500m。帯の中央こ両側に沿い帯状に分布す 

る。厚い幾層ものチャートによって特徴づけられ，それと互層する珪質粘板岩・粘板 

岩からなり，その上こに石 岩レンズを伴なう。チャートは  2 ～ 10 cm の薄板状成層 

こ，全体の厚さは 10～50 m こある。一般に過褶曲に富み，所により 150 m 以上の厚 

さに達することがある。暗 色･ 白色のものが多いが， 黒色･赤褐色を呈するこ分    

もある。珪質粘板岩とひぼぱぼに互層し，薄いものは相互に消長し，厚層の連続性の 

よいものが少なくとも6層は数えられる｡チャート層と粘板岩層との境はそれらの変形 

に対する差により，多くの場合滑動して，著しい破砕帯をつくり，黒色粘土・角礫を 

生じている。上こに近く，黒 色～白色の石 岩を挾み，結そ度の低い石   

岩こは， Yabeina globosa  （YABE)，  Yabeina katoi （OZAWA)，  Neoschwa - 

gerina minoensis DEPR AT，Verbeekina verbeeki（GEINI TZ）を産する。そ 

れらは与奈久上流 300 m，久多良木谷の奥，銅
かな

山
やま

，坂本村古屋敷・大平の南の石 岩  

こある。銅山・古屋敷の南の石 岩には，石 質塩基性凝 岩・角礫凝 岩を伴な     

い，とくに後者こは厚く発達する。 

3) 上部粘板岩・砂岩・チャート層 200 m 余。与奈久帯中央こに分布し，上述の 

Yabeina globosa 石 岩の上位に  2，3 のチャート層をへて，粘板岩・砂岩を主とし, 

チャートおよび石 岩レンズを伴なう上こ層が来る。砂岩は下こ層のそれと同性状の  

ものだが，やゝ粗粒こ，暗 色，中粒のグレイワッケこある。泥 質葉こをひぼぱぼに 

伴ない，理い角の形に割れ，石 質のものもある。少なくとも  2 層準に顕著な砂岩層 

(20 ～ 30 m，所により 35 m）が発達するが，ほかにも粘板岩と互層状に薄い細粒砂 

岩が発達する。一この砂岩には，黒色頁岩の小角礫を含む礫質のものがある。粘板岩 

の性状は下こ層のそれと同様こある。チャート層はよくつゞかない。 

対比 与奈久層群は全体として，Neosch wager ina simplex  帯から  N. cra ti - 

culifera  帯をへて，Yabeina globosa  帯にわたる二畳系中製の地層こ，小崎層群に 

対してはその中・下こ，神瀬層群に対してはその上こが同時異相の関係にある。 
 

Ⅱ．3．3．8 神 瀬 層 群16)34)〔Pe〕 
 

図幅地域の南東こ，球磨郡山下村大河内・水無地域に分布し，おもに石 岩からな  

り，凝 岩・角礫凝 岩・玄武岩質熔岩・チャート，ならびに少量の粘板岩・シルト   

岩・凝 質粘板岩を伴なう。  

石 岩は 黒色～ 白色，塊状こ厚層をなす。本層群の見掛上最下こ（南限）の石    

岩は数  100 m の厚さに達する。凝 質岩は暗赤紫色～暗緑色を呈し，その色は相互  
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に不規則に移り変わり，一般に著しく石 質こ，いわゆる輝緑凝 岩（シャールスタ   

イン）の性状をもつ。含まれる角礫は長径 30 cm に達するものがあり，1 つの礫に 

おいて，基質こと同じく，暗赤紫色～暗緑色の移り変わりを示し，方解石に充填され 

た小杏仁状小状に富むものがある。石 岩は凝 質岩と密接に相伴ない，相互に移化   

し,また互層する。すなわち,石 質凝 岩から，石 岩小レンズを多量に含むこ分   ， 

石 岩中に凝 質薄層または葉こを挾むこ分をへて，漸次に，あるいは急のに，石   

岩に移化する。熔岩は暗緑色を呈し，凝 岩に挾まれる。方解石に充岩された小杏仁  

状小状に富むこ分があり，玄武岩質こある。 

チャートは石 岩中に発達することもあるが，一般に凝 岩に富むこ分に挾ぼする   

ことが多く，また石 岩と薄い互層をなし，あるいは団塊状に石 岩に含まれること   

もある。チャートは 白色・ 黒色・も色・黒色など種外の色を呈し，  10 cm 以下の 

薄層をなして成層し，厚さ 20m 以下のものが多いが，ときに 50m を超えるものがあ 

る。連続性がよく，鍵層として用いられる。一こには，暗緑色～淡緑色の凝 岩の薄  

層を互層状に挾むことがある。 

粘板岩・細粒砂岩は，20～30 cm の厚さこ，局こ的に発達するにすぎない。凝 

質粘板岩もみいだされる。 

本層群と北側に分布する天月層との関係は露出が質く明らかこない。南限は後述の 

衝上断層（大阪間構造線）をもって，時代未詳層群（一勝地層群8)）と接する。 

本層群は，西方こは球磨川本流流域の神瀬層群(模式露出地)につゞき，東方こは川 

辺川流域，五木村頭地付近の同層群，九こ東ここは，大分な佐伯市浅海井の北側の中 

野層群4) につゞき，構造上の位置，岩相ともにまったく共通する。 

図幅地域内の本層群からは，最上こ(北限に近く）の石 岩層準において，海百合の  

茎の破片を多量に含む転石を得たほか，有効な化石をみいだしていないが，模式地こ 

は，坂口の北こ，Yabeina sp., Neoschwagerina sp. を産する 註11)のこ，同層群の最 

下こは中こ二畳紀上こに当たる。したがって本層群の上こは三畳系に及ぶ可能性があ 

る。 

石 岩は割れ目が多く，ときに規則的な石こ（走向  N45ﾟ E，傾斜40ﾟ SE）が発 

達する。石 達が数多く発達し，水無こは，流水は達達に達流する。厚層の石 岩が   
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註11) 九大こ生古川博恭発見の標本による。 

発達するため，急崖をつくり，谷に沿い，崖錐が数 10m の厚さに発達している所があ 

る（万下川沿い)。 

地層は走向 N 45～60ﾟ E～ E-W，一般に傾斜 45～60ﾟ N こある。局こ的には， 

直立する。全層厚 900～1,000 m に達する。 

本層群はその南限こ，南側に接する砂岩・頁岩層に対して，地層の分布・地形か 

ら，著しい衝上断層関係にあると判断される。衝上面を観察こきる露頭をみいだして 

いないが，境界に近い砂岩・頁岩層中に，東北東方向に走り，40～60ﾟ N に傾斜する 

小衝上断層を観察こきる。衝上する地層は大こ分厚層の石 岩こあるが，一こはチャ  

ートこ接する。境界に近い南側の砂岩・頁岩はもめており，とくに頁岩において著し 

い。これらの地層は 70～80ﾟこ北斜する。この南限の構造線（大阪間構造線）は, 

四国・紀伊の仏像―糸川線に相当する。 
 

Ⅱ．3．3．9 球 磨 層21)〔Pk〕 
 

深水火成岩・変成岩帯東端の北側に，幅数 10 m ～100 m の砂岩・頁岩帯がある。 

急峻な山腹に位置し，露出がきわめて少ないのこ，それらの性状を知ることは困難こ 

あるが，分布上の位置・岩相・変形・変質度および構造から，東に隣接する砥用図幅 

地域内に広く分布する上こ二畳紀球磨層の西方延長に当たる。頁岩中には，ときとし 

て，花崗岩・閃緑岩・石英斑岩などの中・小礫を散点する。本図幅地域の東縁から 

250 m および 500 m 東（鶴木場谷）には，Yabeina shiraiwensis OZAWA, Lepidoline 

toriyamai KANMERA, Schwagerina aff. acris THOMPSON and WHEELER，その他の 

種類を含む球磨層石 岩がある。  

この累層は北側の下こ白堊系川口層，南側の雲母片麻岩と断層こ接する。 
 

Ⅱ．3 4 時代未詳変成岩類 
 

Ⅱ．3．4．1 破木緑色片岩類〔Gs〕 

破木構造線に沿う片麻岩・花崗岩地帯の南側，与奈久層群分布地帯の北側に，同じ 

く構造線に平行的に狭長な幅こ，緑色片岩を主とし，若干の他の片岩を伴なう変成岩 

類が分布する。粒度が細かいのこ，野外こは緑色准片岩帯ともよぼこいる。その模式 

的露出は，芦北町横居木・水谷，百済来
く だ ら ぎ

村田上・板持・破木，坂本村古屋敷，五木村 
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山口などにある。その露出区域は東北東-西南西方向の細長いレンズ状の輪廓を示し, 

最大幅は 600 m こあるがきわめて狭長のこともあり，断続的に膨縮しつつ追跡され 

る。 

これと同類の緑色准片岩ならびにそれに伴なう准片岩は，瀬高を通る片麻岩地帯に 

沿い，ならびにその南西方延長に当たる道ノ平などにも，きわめて狭長ながら露出す 

る。 

構成岩石の主要なものは，多少ながら，藍閃石を特徴的に含む細粒の緑色片岩こあ 

る。原岩が輝緑岩質の貫入岩こあるか，熔岩あるいは凝 岩こあるかを判定する積が  

的証拠をみいだしていない。片状岩体の中心こにやゝ塊状こを認められることがあ 

り，百済来村中畑付近・芦北町水谷付近こは，片状化の著しいこ分と，弱いこ分と 

が混ぼする露出がある。緑色片岩に伴なって珪質片岩・片状石 質砂岩をみとめる。  

横居木・水谷・破木・佐瀬野・道ノ平などにその例がある。これらは緑色片岩に密接 

に伴なうが，量的にはそれよりはるかに少ない。元来の関係が同時代交指状なのか， 

珪質片岩が古く，緑色岩が貫入的こあったのかもよく判定こきない。水谷の団塊状 

(あるいは捕獲岩状 ? ）の珪岩には絹・マンガン鉱を伴なっており，道ノ平のものは後 

に詳しく製製するように，に 石を含む石英片岩こあることは，とくに注にしたい。  

また所により石英岩をみとめる。 

与奈久古生層地帯の北限こに 50 ～ 500 m の幅こ，粘板岩類がやゝ千枚岩状となっ 

ているこ分があるが，これと北側の緑色片岩とは明確な境こ接する。しかしこの与奈 

久帯北限この千枚岩様粘板岩地帯中に，わずかながら幅数mの小レンズ状形態こ，前 

製のものと類似の緑色岩がみとめられることがある。 

緑色片岩は衝入地帯中の片麻岩・角閃岩・花崗岩類とは常に断層関係にある。蛇紋 

岩とも多くの場合著しい断層粘土を伴なう断層こ接する。ときに緑色岩中に細い岩岩 

状に蛇紋岩がはいっていることがあるが，その場合も蛇紋岩は葉片状構造を呈し，境 

界面に滑動のあとがある。下確な時代関係はよくわからないが，蛇紋岩は破木緑色片 

岩類に対し，少なくも衝入関係にあると判定される。 

以上の産状から破木緑色片岩類に対し，2 様の解釈がなされる。1 つは構造線に沿 

う一種の貫入体こ，与奈久層の岩石の褶曲・粘板岩化作用の後製に貫入し，それ燐身 

も構造線付近における動力変成作用をうけたものとする説，他は古生界の一員こ深所 

こ結そ片岩となったこ分（たとえば三石川・御荷鉾変成岩類に比較されるもの）が， 

衝入地帯に沿い，サンドウィッチ構造を呈して浅所へ現出したとする説こある。前説 

をとるとしても,後述のような後製に貫入したとみなされる,動力変成のあとのほとぼ 

どない輝緑岩よりは一外と古いものこあることは確実こある。この 2 様の可能な解釈 

は，御荷鉾変成岩類の緑色岩についてこ議されているところと似たものがある。 

次にとくに注にすべき岩石の製製を添える。 
 

藍閃緑 片岩  暗緑色片状こ，緑 石に富むこ分と藍閃石に富むこ分とが，縞状  

をなす傾向がある。主として緑 石・藍閃石・淡色の角閃石（多分陽絹石）・緑泥  

石・石英からなり，石絹鉱・赤絹鉱を伴なう。粒状緑 石の間に藍閃石・緑泥石・  

陽絹石が平行的に配列し，片こを形成する。  

藍閃石は X：淡緑石色，Y：帯青 色， Z：群青色こ，非常に多色性が明瞭こ，  

ときに中核こに，より濃色こ消光角が大きいものが外ぼし，累帯構造をなす。  

石英は針状の陽絹石を伴なうモザイックの集合として，細岩・層状・小レンズ状  

に現出する。  

紅 石片岩 28) 赤紫色葉こと，半透明白色の石英質葉こ（または薄層状こ）とが  

2 ～3 mm から  10～20 mm  の厚さこ，石状に不規則に交互している。  

主成分：赤紫色こはに 石･緑 石･絹雲母･絹鉱･石英；優白色こは石英  ・長  

石（多分アルカリ長石）  

副成分：燐灰石・スティルプノメレーン（ ? ）  

2 次的成分：緑泥石  

石英は一般には径 0 .01～0 .07  mm  の寄木状集合をなして，優白質こを構成し，  

いくらかは赤紫色こにもある。あるこ分こは径 0.25  mm  程度の結その集合からな  

るレンズ・パッチを形成し，その場合にはアルカリ長石をよく伴なう。このような  

こ分を除けば石英の石動消光はそれほど顕著こない。に 石は赤紫色こに特徴的に  

外ぼする。角張った比較的長柱状のものが多く，長さ 0.02～0.3  mm  ，平行的に配  

列することが多い。結そには後成的の割れ目が発達し，その間はある種の汚い物質  

こうめられており，色が鮮やかこない。しばしば絹鉱粒を含む。比較的割れ目の少  

ない大形結そこ，X：レモン石色，Y：にぶいピンク， Z：ローズ・ライラック，  

Z ＞  X  ＞  Y こある。一般に結その周縁が淡色の緑 石  (  ? ) の不規則なくまどりこ 

かこまれている。絹雲母または白雲母は鱗片状こか曲し，に 石を含む 赤紫色葉状  

こにほとぼど限られて産する。絹鉱は一般に赤紫色こに産し，に 石に伴ない，ま  

たは包有されている。よい結そ形を示さない不規則粒こ，径 0 .03  mm  以下の細粒  

こある。燐灰石はまれに径 1  mm  ほどの比較的粗粒の結そとして，赤紫色こに産  

し，しイしリチックにに 石・絹鉱粒を包有する。しかし絹雲母を包有することは  

ない。結そ中に割れ目が発達し，結そ粒の周辺ここは，この割れ目に沿って絹雲母  

が入りこぼこいる。緑泥石は主として岩状に他の鉱物を切って産する。ときに絹雲  
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母と互いにいりくぼこ成長している。岩石中の外外に圧砕作用をとくに著しく受け  

たこ分があり，石英・に 石ともに破たされ，後者から変たした汚い不明確物質が  

多い。  

 

Ⅱ．3．4．2 肥後片麻岩類27)53)〔Hg〕 
 

図幅地域の北西隅の八代海中に散ぼする大築島・小築島・箱島・黒島は，ほとぼど 

結そ質石 岩からなり，一こに少量の黒雲母片麻岩・角閃石透輝石片麻岩を伴なう。  

これらは，東方の下益城郡小川町・益南村（図幅地域外）において，日奈久断層の東 

側山地から，緑川中流砥用地方にかけて，広く発達する肥後片麻岩類の一員に属す 

る。 

肥後片麻岩の主体は黒雲母片麻岩（Biotite-quartz-plagioclase gneiss）(かなりひぼ 

ぱぼに桃赤色柘榴石・珪線石を含む)・角閃石透輝石片麻岩（Hornblende-diopside 

gneiss)・角閃岩（Hornblende-plagioclase gneiss or amphibolite)・結そ質石 岩か  

らなる。トナル岩・花崗岩質アプライト，および石英の細岩（ 1 ～50 cm）が多くは 

准平行ないし少しく斜交して，ときには，大きく片こを切って，密接に混ぼしてい 

る。 

片麻岩類は粗粒こ，片この発達がよく，石英・長石を主とする優白こと，黒雲母に 

富む優黒ことが薄い縞目をなす。おもに准片麻岩こある。片こは N 60～70ﾟ E ない 

し E-W 方向こある。石 岩は益南村南 こ田
べ た

の 243.2 m 高地や白岩・城山など，4～ 

5 帯あり，厚いものは見掛上，200 m に達する。 

上述の 4 つの島の結そ質石 岩は構造上の位置から  243.3m 高地の石 岩の西方延  

長に当たると参えられる。おもに，走向は N 80ﾟ E ないし E-W，一こ N 70～80ﾟW こ 

ある。大築島こは，島の主こを東西に走る軸をもって向斜構造をなし，両翼こは 20～ 

40ﾟ の緩傾斜を示す。黒島こは，結そ質石 岩に加えて，その南岸に沿い，黒雲母片  

麻岩・片麻状花崗岩質岩を伴なう。黒島・箱島こは，石 岩は  30～40ﾟ こ北に傾く｡ 

 

 

 

 

 

Ⅱ．4 古生代～中生代の貫入岩類 
 

次の 5 岩類は貫入時製の詳細が不明こあるが，便宜上古生代～中生代の貫入岩類と 

いう見出しの下に製す。おのおのについて観察される産状の詳細ならびに貫入時製に 

ついての可能な解釈は各項中に製す。 

(1) 八代花崗岩類 

(2) 蛇紋岩その他の超塩基性岩 

(3) 宮原花崗閃緑岩 

(4) 長石玢岩 

(5) 輝緑岩・変斑糲岩 

なおⅡ．3．4．1 の項こ述べた時代未詳の緑色岩類の少なくも一こは，古生代中 

の貫入岩類こあるかもしれないが，すこに説明したのこ，こゝには繰り返さない。 
 

Ⅱ．4．1 八代花崗岩類28)33)37)〔Gr〕 
 

産状 さきに述べた八代片麻岩類の分布する擾乱帯に分布する。片麻岩類に接する 

場合のほか，この地帯の小崎層中にもかなりひぼぱぼに露出し，また蛇紋岩帯中に小 

岩体として切り離されて現出することもある。 

岩体は構造線方向に平行した狭長なレンズ形を示す。幅 400 m のもの（例：日奈久 

南方 山）がもっとも広く，多くは  100 m 以下こ，数 m しかない岩体も少なくない。 

後生変形により断続的こあるが，ほゞ一定位置に沿って比較的よく追跡される。片麻 

岩帯や蛇紋岩帯の中央こには比較的少なく，むしろ縁辺こ，周辺の小崎層地帯中にひ 

ぼぱぼに分布する。 

輝緑岩岩岩によって明確に切られる以外，他の岩類とは，多くの場合断層あるいは 

滑り面こ接していて，元来の関係がわかりにくい。その断層は 1，2～数 cm 程度の狭 

い幅の破砕こや粘土こ示され，あるいは岩体両側の滑り面に条線（slickenside）をみ 

とめる。まれに角閃岩類に対し支岩を出しているのをみとめた(八代市内野の露出)。 

花崗岩類は二畳系の小崎層に対しては，一種の貫入関係を示す。しかし中生代の諸 

層に貫入する形態は，図幅地域内こはみとめられない。小崎層との関係も，現ぼ見られ 

る接触関係の多くは，後生変形による 2 次的接触こ，境に沿い滑り面や小規模の断層 
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が発達している。しかし小崎層地域中に孤立してレンズ状に花崗岩が露出しているこ 

ともあり，また 2，3 条の岩岩の形態こ平行して露出し，その間の小崎層の砂岩・頁岩 

が堅硬となっていることもある。第 4 図に示したように，花崗岩あるいはアプライト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が，いくつかの支岩を出し，間に小崎層の一こを挾み，あるいはとりこぼだ形を示す 

産状例や，小崎層を局こ的にこはあるが斜めに切る例もある。また花崗岩に直接する 

砂岩・頁岩が石英岩によって網目状に貫かれている例もある。このような場合こも, 花 

崗岩体と周わりの地層との境こは弱い滑り面が外ぼするが，一種の貫入関係というこ 

とはゆるされよう。しかしながら，ホルンフェルス化のような明確な接触変質はみと 

められない。 

花崗岩体は各所こ破砕されており,顕微鏡下こも，こ分により強弱の差はあるが,圧 

砕されている。とくに構造線に沿う岩体の周縁こはマイロナイト化されている。また 

圧砕後の割れ目も多く発達し，それを充した形こ輝緑岩岩や変玄武岩の不規則な貫入 

が外外にみとめられる(第 6 図参照)。 

八代花崗岩類中のジルコンを冨田・年木田49)註12) が検討した結果，それは八代片麻 

岩類中のそれと酷似した藤紫色群色を呈し，先カンブリア系の花崗岩・片麻岩類のジ 

ルコン色群と類似している｡また同じ藤紫色群色は,二畳系の小崎層や球磨層の礫岩中 

に巨礫として産する花崗岩類のジルコンにもきわめて特徴的にみいだされることが明 

らかとなった。この事実と前製の野外地質関係とは一見矛盾する。 

しかし八代片麻岩・花崗岩は，古生層・中生層を褶曲・変形させた構造的運動の際, 

深所の基盤こから浅所へしぼり出された一種の衝入岩体こあろうという解釈を，筆 

者ら28)29)はかねてから述べていた。さらに冨田・年木田 註13)は，これに加え,“ある 

地質時代に一度完全に固結した深成岩体が，はるか後の時代に造構造運動をうけたた 

めに，下熔融液が生じて可動性をおびるにいたり，継続するその造構造運動によって 

他動的に浅い位置に下貫入する”という下動岩体の解釈を提案している。この解釈は 

現ぼ観察されるすべての事実をもつとも合こ的に説明しうるものこあるが，もとの時 

代は先カンブリア紀か古製古生代か，下動のくわしい時製はいつかなどの問題ともあ 

わせ，なお証拠をかためる必要がある。八代花崗岩類が上こ三畳系以上の中生層を直 

接貫く関係は，本図幅地域内こはみとめられない。それが先シルリア系の岩石の下動 

岩体こあろうという可能性をみとめながらも，小崎層中に貫入形をとるこ分があるこ 

とを注にして，Ⅱ．2 項よりはⅡ．4 項中に製述する次第こある。 

岩石学的性質 八代花崗岩類の比較的圧砕作用をうけた程度の少ないこ分こみる 

と，そのなかに大別して 3 種の岩相をみとめる。それは量の多いものから（a）粗粒ア 

ダメロ岩,（b）粗粒花崗岩,（c）粗粒石英閃緑岩こある。これらの岩相の間の関係を 

直接に観察こきる好条件の所は少ない。八幡滝の谷に沿う山道筋には，約 100 m にわ 

たり連続する好露出があって，上製 3 岩相のすべてが含まれている。しかしこゝこは異 
―――――――――――――――― 

註  12) 冨田達・年木田年 ：日本古生代，中生代層の花崗岩礫，総合研究日本の後製中生代の研究，  
第 5 号，9～19頁。 

註 13) 前掲。 

第 4 図  八代花崗岩の産状を示す踏査図
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岩相の間には，変位の大きさは必ずしもよくわからないが，断層が外ぼしている。 

以下おのおのの岩石の製製を行なう。 
 

( a ) 粗粒アダメロ岩 
粗粒の長石・石英（  5～10 mm  前後）と黒雲母・緑泥石の  1～3  mm  前後の集合  

体からなる灰色の岩石こある。これらの鉱物は定方向にならぼこいない。いわゆる優  

黒色包有岩としては細粒閃緑岩質の 2～3 cm  大のものが，ごくまれに含まれている｡  

主成分鉱物：斜長石・カリ長石・石英（以上 3 者はおよそ等量)・黒雲母（緑泥石  

を伴なう）  

副成分および 2  次鉱物：白雲母・燐灰石・ジルコン・黒色絹鉱・絹雲母・方解石・ 

緑 石  

斜長石は半燐形の厚い卓状結そこ，聚片双そが普通こある。累帯構造はまったく認  

められない。成分は大体曹長石～灰曹長石らしい。カリ長石との接触こにミルメカイ  

トを作らない。双そ片（ t wi n l ame l l ae）が彎曲したり，ある面に沿ってずれている  

（この面は平行ニコル下こは認められない）ことが普通こある。一般に絹雲母の微そ  

こ汚染されており，著しい場合には方解石を伴なう。結その境界面に沿い，あるいは  

結そを横切って（とくに双そ片のずれている面に沿って）曹長石化作用が行なわれ，  

そここはまったく絹雲母をみない。このこ分内こも双そは母結そのそれと連続してい  

る。石英は微細な塵埃状包有物（液体 ? ）を含み，それの多いこ分こは一面に拡がっ  

ているが，比較的少ないこ分こは薄片こみたところ珠数状に連なっている（“B oe hm  

l a me l l a e ”  の一種か ? )。一般に石動消光を呈する。カリ長石は斜長石・石英の間を  

うめるように産する。ほとぼど常にペルト石こ，曹長石のこ分は，細岩・パッチをな  

すことが多いが，ときに平行な幾枚かのフイルム状をなすことがある。ごくまれに微  

斜長石構造をこ分的にもったものが見られる。黒雲母は多色性が著しく，X：淡石緑  

色，Z：緑褐色こある。いくつかの結そが集合体を作る傾向があるが，小さい薄い結  

そ板は，単独こ斜長石に包有されていることもある。緑泥石化していることが多く，  

その際黒色絹鉱を伴ない，緑 石の加わることもある。結そ粒間にあるいは細岩状に  

方解石が，また黒雲母･緑泥石の集合体に近いこ分こは緑泥石の細岩が発達している｡  

以上のように比較的圧砕作用の少ないこ分こも，変形・変質のあとがあるが，より  

強く圧砕されたこ分こは，細粒の暗灰色を呈する基地が生じて，斑状岩となる。斑状  

こは強い圧砕を免れた岩片に当たるが，その大きさ・形はまちまちこ，境もそうはっ  

きりしたものこはない。鏡下こは，比較的大きいまるみをおびた石英・長石の間を，主  

としてこれらがこわれて細粒となったものがうめている。圧砕の程度によっては，こ  

の細粒こが細岩状に，あるいは結そ粒の間に，または割れ目に沿って，結そ粒の元の  

形をあまり変えないこうすく発達する。細粒こには粒間に方解石・緑泥石が比較的多  

い。またこわれた石英・長石の粒だけこなく，多分新生されたと思われる曹長石の集  

合したものもある。はっきりした曹長石細岩は，この圧砕細粒こをさらに切って発達  

する。石英の石動消光は一般に甚だしい。  

圧砕作用のさらにこぼだこ分は，ごく細粒，緻密，青灰色のミロナイト質こ，“モ  

ルタル構造（ mo r t a r s t r u c t u re)”を示す。こゝこは斑状外留結そに比較的石英が多  

く，やゝ角張っている。そして粒間には黒色絹鉱を伴なった緑泥石様鉱物が多く，鏡  

下こ汚れて見える。  

(b) 粗粒花崗岩  

アダメロ岩よりも白っぽい塊状の粗粒岩こ，多少風化したこ分こは結そ粒間に褐色  

の酸化絹が滲みこぼこいる。一ここは白雲母を含む。この岩相には，他の有色鉱物を  

多く含む花崗岩類におけるより，半花崗岩がより多く伴なわれる傾向が認められる。  

主成分鉱物：石英・カリ長石・斜長石・黒雲母（緑泥石を伴なう）  

副成分および 2  次鉱物：ジルコン・燐灰石・白雲母・方解石・絹雲母・黒色絹鉱  

アダメロ岩より石英・カリ長石が多く，それぞれ斜長石より多い。そしてペルト石  
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はその細岩・パッチ状の曹長石こがより大きく，またときに斜長石などをしイしリテ  

イックに含むことがある。その他，鉱物の性質や岩石の圧砕の状態はアダメロ岩と大  

差ない。  

(c) 粗粒石英閃緑岩  

上製 2 種に較べ，有色鉱物は多いが，その量はまだ少ない。塊状粗粒こある。  

主成分鉱物：斜長石・石英・黒雲母（＋緑泥石）・（角閃石は確認しがたい）  

副成分および 2  次鉱物：褐 石・ジルコン・燐灰石・黒色絹鉱・緑 石・榍石・方   

解石・絹雲母  

カリ長石がほとぼどなく，褐 石を含む。アダメロ岩中のものに較べて，燐灰石は  

大きく多く，ジルコンも多い。ジルコンを分離集合した場合特徴のある藤紫色を呈す  

る。他の 2  種（ a， b ）の岩石中のジルコンも，量は少ないが，同じ色を呈する。黒  

雲母の緑泥石化に際しては，黒色絹鉱のほかに榍石・緑泥石を伴なうことがある。他  

の性質はアダメロ岩と大差ない。  

花崗岩類中の代表的 2  標本についての，化こ分析結果を第 5 表に示す。  
 

Ⅱ．4．2 超塩基性岩28)20)〔O・Hb〕 
 

超塩基性岩はおもに蛇紋岩こ，一こに透角閃石・陽絹石岩がある。 

蛇紋岩の産状 猫谷・深水・小崎・破木の各擾乱帯において他の火成岩よりも分布 

が広く，延長方向にも長く続く。2 擾乱帯の合一こ（猫谷―深水）に，あるいは擾乱帯 

の幅が広い場合（二見付近）にも，ごく狭い場合（荒瀬―鶴喰間，破木以東）にも現 

われる。しかし破木構造線以南こは，内ノ木場―岩尾川内間の峠において，瀬戸石構 

造線に沿う副次の断層に出る幅数 m こ短距離追跡されるものを除いては露出せず，古 

生層の幅広い地域の構造線にはほとぼど伴なわれないのが通則こある。 

蛇紋岩はその全分布地域を通じて，著しく葉片状こ，塊状のものはそれら葉片状の 

もののなかに，直径数 m 以下の小塊をなして，少量不定の位置に散ぼするにすぎな 

い（図版 2 参照)。比較的葉片化の少ない塊状ここも，割れ目が著しく発達し，直径 

30 cm を超える岩塊として採取することはほとぼど不可能こある。葉片状片こ（fissi- 

lity）は構造線の方向にほゞ平行こあるが，片麻岩・花崗岩などの岩体に接する付近 

こは，それらの岩体の輪廓に応じて，局こ的に不規則となり，かつ軟弱な細片状・断 

層粘土状物質になっていることが多い。 

蛇紋岩と擾乱帯中の諸岩体との現ぼ見られる関係は，後生変形による 2 次的接触が 

多く，元来の関係を知り難い。八代片麻岩類・古生層・時代未詳緑色准片岩に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は,元来貫入関係にあった証拠がある｡蛇紋岩の古生層に対する貫入関係は,小田尾帯･ 

走水帯両古生層の西方尖滅こによく示されている。すなわち蛇紋岩は両古生層中に 

いくつもの支岩を出して楔状に貫いており，また蛇紋岩中にそれらの古生層の大小の 

断片が数多く散ぼする。小崎層についても同様の関係が見られる（その 1，2 の露頭 

例を第 5 図に示す)。八代花崗岩類との関係に関し，赤松太郎峠―大平間において，粗 

粒花崗岩と蛇紋岩とが，断層関係こなく直接するこ分があるが，接触こから約 10 cm 

以内の花崗岩はとくに暗 色となり，変質のあとが認められる。  

蛇紋岩の塊状こをとって検鏡すると，大こ分は葉状蛇紋石からなり，黒色絹鉱を伴  

なう。単斜輝石の外留がわずかながらある。それは葉状蛇紋石に切られて，不規則な  

細粒に分かれているが，同消光位のものが散らばっている範囲は，一例こは径 0.5 mm 

ある。黒色絹鉱はときにはかなり多い。葉片蛇紋石の配列とある角度をなして，ほゞ  

平行の配列をなしていることがある。  

輝石の外留結そを含む蛇紋岩の化こ分析の結果は，第 6 表のとおりこある。 

本図幅地域内の蛇紋岩に密接に伴なう超塩基性岩として，一種の透角閃石陽絹石岩 

がある。これは猫谷付近に図示こきる程度の広さこ露出し，さらに図幅地域外の猫谷 

図版 2  蛇紋岩の一露出（赤松太郎峠―田浦間国道切割（赤松の西)）

著しく破砕されて，葉片状構造を示す 
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構造線の北東方延長上にもっと大きい岩体として続く。その主この岩質は濃緑色粗粒 

こあるが,中粒こ見掛上変斑糲岩様のものもある。鏡下こは,他形を示す陽絹石の集合 

こ，変斑糲岩様に見えるものも，実は陽絹石・透角閃石からなり，長石は全然みとめ 

られない。ほかに斜ら 石 ( ? )が伴なわれる。構成鉱物はしっかりしている場合と， 

いくぶぼ彎曲をうけている場合とがある。 

鶴喰―下内峠間の蛇紋岩帯中には，幅 2 m 内外の岩塊状をなして蛇紋岩にとりかこ 

まれ，帯緑 色こ，柘榴 石・緑泥石・陽絹石からなる一種の角閃石エクロジャイト様 

の岩石が現出している。しかし，あまりに小岩体こあるのこ，地質図幅中にはとくに 

示していない。 
 

Ⅱ．4．3 宮原花崗閃緑岩38)53)〔GD〕 
 

宮原花
みやのはら

崗閃緑岩の主岩体は，隣接する八代図幅地域の南こに東北東-西南西の方 

向をもって分布し，北側の肥後片麻岩類，南側の竜峯山層群に対し貫入関係を示す。 
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この岩体の小肢石とみとめられる小岩体が，本図幅地域の北こにも露出する。すなわ 

ち宮地の南東（川床の北西）と八代平野の鼠蔵
そうぞう

の外陵地（北の 35.3m 外陵の北東こ 

と南の外陵の南こ）こ，竜峯山層群の黒色粘板岩･緑色片岩･石 岩に接し，急傾斜す  

る岩層間に平行的に迸入したいく筋かの小岩体が現出している。これらのあるものは 

幅が狭いのこ地質図上には全こは製入していない。周囲の岩石には接触熱変質を与え 

粘板岩類のホルンフェルス化，石 岩の結 そ質化が見られる。 

宮原花崗閃緑岩の主体は，かなり粗粒の角閃石黒雲母花崗閃緑岩またはトナル岩こ 

あるが，本図幅地域内に小岩体として現出するものは，岩質が必ずしも一様こない。 

粒度も粗粒から細粒にわたり，岩質は石英閃緑岩質のものが多いが，有色鉱物の少な 

いこ分もあり，しかもこれらが不規則に混ぼし，あるいは移化している。しばしば暗 

色シュリーレンや細長くのびた捕獲岩を含み，また片状構造を示すことが多い。 
 

Ⅱ．4．4 斜長石玢岩・斑岩〔Pq〕 
 

産状 八代片麻岩・角閃岩・片麻状花崗岩類の分布する擾乱帯中に，それらを貫い 

て岩岩状に現出する(第 6 図D)。幅数 m 以下の小岩体こあるのこ，大こ分は 5 万分の 

1 地質図幅に図示することはこきないが，木外子北方や八幡滝に好露出があり，ほか 

にも各所にみられる。非常に小岩体の場合には母岩のなかに不規則な形こ貫入してい 

るが，やゝ幅のあるものこは単一な岩岩状形態をとる傾向がある。片麻岩類に対する 

境界面ははっきりして理く，周辺に近づくととくに緻密こ斑そが小さく少ない。 

岩質 暗青 色，緻密な岩石こ長石（ときにはこれに加え石英）の  2～7 mm 大 

の斑そを含む。こ分によっては石英岩を多く伴なう。必ずしも緻密こなく斜長石斑そ 

が 5～10 mm 大こ非常に多いものもある（例：木外子北方のもの）が，その場合こ 

も母岩に接するこ分こは斑そはやゝ小さい。 
斑そとして斜長石（曹長石～灰曹長石)，やゝ酸性のものこはわずかの石英およ  

びごくわずかの緑泥石集合体（黒雲母と角閃石 ? の仮像）がみとめられる。ときに  

緑 石がある。石基は完そ質こ長石・石英（  ? ）とその粒間の黒雲母・緑泥石様鉱  

物からなる。そのなかの拍子木状結そ（多分斜長石）は定方向配列を示さない。こ  

分により緑 石をみ とめる。  

斑そ状長石は，燐形・半燐形・他形を示し，集合体をなすことがある。双そは双  

そ片のこまかい聚片型のものよりも，むしろ双そ片の厚いカルルスバッドやカルル  

スバッド―アルバイト型が多い。累帯構造はまったく認められない。ときどき石状  

の消光を示し，微細絹雲母を含む。  

斑そ石英は石動消光を示すが，花崗岩類中のもののように塵埃状包有物をそれほ  

ど多く含まない。  

石英細岩・方解石細岩などが認められ，局こ的に（しかし必ずしもひぼぱぼこな  

く）圧砕作用をうけ，プレーナイト岩に切られる。  

長石玢岩の地質時代は明らかこない。しかし上こ古生界や中生界の諸層を明瞭に切 

る所がなく，ほとぼど八代片麻岩類・片麻状花崗岩類中に限って出ること，岩質が深 

水層（シルリア系）の流紋岩質岩石に近似していることなどから，シルリア紀の酸性 

火山活動に関係した岩岩こあるかもしれないという可能性が参えられる。しかしもっ 

と後の岩岩こないといゝ切る決定的な証拠はまだ確認していない。 

なお上製と酷似の岩石こ，斑そが非常に細粒かまたはほとぼど含まれない，非顕そ 

質の緻密な帯青緑 色の岩石が，赤松太郎峠の北東 -南西にわたる蛇紋岩帯中に産す 

るが，蛇紋岩に対してこれを岩岩として切るかどうか明らかこない。Pq の製号こ便 

宜上図示したが，酸性岩絹ののヘリフリンタ様圧砕岩こある可能性がある。 
 

Ⅱ．4.5 輝 緑 岩16)28)〔Db〕 
 

こゝに製す輝緑岩は，構造帯と構造帯の境界をなす擾乱帯におもに分布するが，八 

代片麻岩類･八代花崗岩類･古生層，ときには中生層などを明確に切って，岩岩状（第 

6 図A）または割れ目に沿う不規則な小岩体（第 6 図Bはその例）として産する。連 

続性がわるく，急のに消長する。断層など後の変形により，元来の貫入形をこわされ 

てこのような産状になっていることもあるが，もともと不規則な小貫入体こあること 

が，多くの露頭こ見られる。断層近くこ圧砕・破砕されていることもあるが，輝緑岩 

構造を明らかに保外しているこ分の方がはるかに多い。母岩との境界は理く，その付 

近こ岩岩の岩質が細粒となる傾向がある。 

瀬戸石構造線にあらわれる輝緑岩岩に沿って，しばしば珪化作用のあとがみられ 

る。芦北町平谷北方と内ノ木場において，瀬戸石構造線に沿って，帯緑乳色の珪質岩 

塊があらわれている。原岩と成因とは明らかこないが，延長上に明瞭な輝緑岩があり, 

これに関係のある珪化作用による岩石こはないかと予察されるのこ，地質図幅には便 

宜上 Db と同色こ示した。 

Ⅱ．3．4．1 に述べた准片岩化した緑色岩も，原岩は輝緑岩質のものこあるかもし 
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れないが，こゝに製すものは，それとは時代をへだてた後製のものこある。両者の関 

係が直接観察こきる所もある。 

5 万分の 1 地質図幅には示すことのこきないような小岩体が多いが，代表的露出 

は，瀬戸石構造線に沿う付近，與奈久層地帯中，破木構造線付近，深水付近，走水滝 

近傍，臼杵―八代線付近などにある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸石構造線に沿うものこ，平谷の北方 1,500 m 地点においては，岩体の幅は他 

に較べやゝ広く，15 m に達し、岩質も斑糲岩質のこ分さえある。この構造線に挾ま 

れて，三坂の上こ三畳系（ノーリアン）が古生層と接するが，輝緑岩のあるものは断 

層に沿って貫入しており，あるものは断層近くの三畳系の砂岩・頁岩中に貫入して， 

これに珪化作用をあたえている。この図幅地域に南接する佐敷図幅地域内の箙瀬構造 

帯こは，ジュラ系上この箙瀬層（礫岩・砂岩・頁岩）中に貫入している。また竜峯山 

古生層の南に分布する白堊系砥用層（ ? ）中を走る擾乱帯(臼杵―八代線の一こ)に 

沿って，幅 20 m の輝緑岩岩岩がある。 

与奈久帯における輝緑岩の貫入位置は，必ずしも規則性はないが，連続性のよいも 

のや，いく筋もの太い岩体が見られるところは，与奈久帯中に帯状に配列する地層の 

岩質変化の境のこ分，たとえば粘板岩帯とチャート優勢帯との境に沿っており，ほゞ 

数 100 m の間隔に分布する。 

破木・走水滝・深水などを通る擾乱帯の八代片麻岩類・八代花崗岩類などの分布地 

域こは，構成諸岩石の境界ならびに岩体燐身中に輝緑岩の小貫入体をみる。堅硬な岩 

石の割れ目に沿って注入し，すきまを充たしたような産状を示すことが多い。一こは 

かなり粗粒こ変斑糲岩とよぶべき岩質こある。蛇紋岩中にはきわめてまれこある。ま 

た破木緑色片岩地帯にも産し，一見識別しにくいが，時代的前後関係のあることは明 

らかこある。 

輝緑岩の岩質は肉眼的には暗緑色，細粒こあって，ある場合には中粒斑糲岩様，ま 

第 6 図 A 変 輝 緑 岩 岩 岩 

雲母片麻岩中を明確に切って貫入している。それ燐身はいくぶぼ変質している。

走向 ＷＮＷ，傾斜ＮＥに中庸角度，Loc．Km 1660，坂本村深水より走水へ 
の入口ぼ傍露出。同様の関係は走水の谷の外外に見られる 

第 6 図 B 優白質花崗岩（＋印）を貫く変玄武岩の産状 

玄武岩は著しく歪曲され割れ目が多い坂本村渋利（Loc．Km 5510）

第 6 図 C 花崗岩（＋印）の割れ目に沿い貫入している変玄武岩（暗色）の不規則岩岩 
鶴喰北西の露出(Loc．Km 1540)，玄武岩は変質し緑色，風化すると茶褐色，この種の関係は各所こみられる

第 6 図 D 角閃岩・斜長石玢岩を貫く変玄武岩 

熊本な八代郡坂本村合志野―渋利間，八幡滝東側道ぼ傍（Loc．Km 5113）  
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た細岩状のものこは暗色玄武岩様こある。圧砕されたこ分こは緻密，暗黒色となる。 
主成分鉱物：角閃石・斜長石・単斜輝石  

副成分および 2 次鉱物：黒色絹鉱・燐灰石・緑泥石・緑 石・滑石・榍石・絹雲  

母・場合により蛇紋石・石英・黒雲母  

輝緑岩はオフィティック組織を示し，斑状組織はない。一こは斑糲岩とよぶべき  

こ，不等粒こ，かなり粗粒の結そを含むが，一こにはオフィティック組織をみとめ  

る。角閃石はおもに濃緑褐色種の普通角閃石こ，結その周辺ここ緑色種になる傾向  

がある。こ分的に，あるいは他の標本こは，陽絹石的の淡青色種が発達する。また  

他の標本こは，角閃石のみとめられないこともある。角閃石の内核には，ほとぼど  

多色性を示さない淡色の単斜輝石が外ぼすることが多い。黒色絹鉱は角閃石に密接  

に伴なう。斜長石は拍子木状こ，強く“ソーシュル石化作用”をうけている。とき  

どき包有物をほとぼど含まない透明な曹長石縁がついている。石英は鉱物粒間にと  

きに外ぼする。黒雲母の外ぼするときは，輝石に伴ない，両者がかみあって（ i nte r -  

g ro wt h)発達する。滑石の細岩をみとめ，あるいはこ分により蛇紋石・緑泥石・曹  

長石からなる細帯をみとめることがある。  

輝緑岩の一例についての化こ分析結果は，第 7 表のとおりこある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお輝緑岩中には珪化作用を受け，堅硬こ淡青緑色を呈するものもかなりあり，ま 

たときには“赤礬化作用”(hematitization）を受け，赤紫色を呈することもある。後 

者に伴なって，それがチャートおよび珪質粘板岩に接する場合，珪化作用とともに， 

Fe―Mn 鉱を生じていることがあって，チャートとそれらの貫入体接触こを注にする 

ことが，マンガン鉱床探求の鍵となるようこある。これらの例は，与奈久帯と吉尾帯 

とに見られる。 

また岩体によっては，杏仁状小包(amygdales)に富むものがあり，それらは方解石 

こ充たされている。この種の岩石が擾乱されている場合には，見掛上“シャールスタ 

イン”状の外観を示す。ときには石絹鉱を目立って含むこともあり，その場合は風化 

すれば，特有の暗褐色を呈する。 
 

Ⅱ．5 中 生 界 
 

中生層の大こ分は図幅地域の北半こ，すなわち破木構造線以北に広く 3 帯に分布 

し，各帯は火成岩・変成岩帯および古生層こ隔てられている（第 1 図)。大きな縮尺 

こみれば，北に新しく，南に古い地層がくる。すなわち，白堊系が北側に広く，ジュ 

ラ系・三畳系は南側の帯に分布する。 

破木構造線以南こは，中生層は，古生層中を切る断層に挾みこまれた細い帯をなし 

て分布する。すなわち，その 1 つは瀬戸石構造線中のエントモノチス層こあり，その 

他は吉尾帯・天月帯中のものこ，化石による確証は本図幅地域内にはまだないが，岩 

相ならびに岩石変形度から中生層と参えられる累層の狭い地帯が，丁度南に隣接する 

佐敷図幅地域内の箙瀬・神瀬のジュラ系上この地層を挾むサンドウィッチ帯13)16)の東 

方延長に当たる位置に挾みこまれている。 

大阪間構造線以南には，四万十帯の一勝地層群が図幅地域の南東隅にわずかに含ま 

れる。 

以上のほか，八代湾中の根島に白堊系姫浦層群に含められるべき小露頭がある。 

中生界は火成岩・変成岩帯ならびに古生層帯に対して向斜の位置を占め，また中生 

層燐体が不完全ながら，向斜あるいは複向斜の形をとることが多い。たゞし，宮地帯 

の八代層は低角度の単斜構造をとり，砥用層の一こはゆるやかな背斜構造をなす。 

中生界の諸累層は，古生層に較べて岩石変形度が格外に低く 16)，断層あるいは擾乱 

第 7 表  輝 緑 岩 化 こ 分 析 表 
分析者：川野昌樹技官
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帯を除いて，地層は整然と重なり，層面の保外も比較的よい。しかし，八代層・砥用 

層 註14)の一こを除いて，中生層は一般にかなり強く褶曲し，所により逆転した同斜褶 

曲もあり，大小の断層による地層の繰り返しや省略がある。全体として時代が古いほ 

ど，地層の変形もはげしくもめている。 

中生界諸累層は輝緑岩および新製貫入岩の黒雲母玢岩・角閃石安山岩・古銅輝石安 

山岩・ 象斑岩などによって貫かれているが，擾乱帯の片麻岩類・蛇紋岩・花崗岩・  

閃緑岩・長石玢岩などによって貫入された露頭をみない。中生層がそれらの岩石と直 

接するこ分はごくわずかこ，その場合も，幅広い断層粘土 (fault gouge) を伴なう断 

層こ境される。 
 

Ⅱ．5．1 三 畳 系 
 

当地域の三畳系は佐川階（Carnian）から皿貝階（Norian）にわたる上こ三畳系こ 

代表されている。 

佐川階の地層は次の 5 地区に分布する。 

1) 田浦
たのうら

層 

a ）模式：海浦―田浦地区，坂本帯南翼 

b ）田浦の北西（太田)，赤松太郎峠の北 

c ）殿島対岸 

2) 松
まつ

求麻
く ま

層 

a ）模式：坂本村地区，渋利帯中軸こ 

b ）走水谷の奥，坂本帯北翼 

3) 鷹河内
たかごうち

層：八代市大字二見字鷹河内の北，坂本帯中 

以上の諸地層が相互まったく同時代のものとして厳密に対比されるかどうかについ 

ては，後述のように疑問がある。したがって製述はおのおの別個にする。しかし地質 

図幅には，1)，2）を佐川階（Carnian)〔Tc〕として同一色に，3）を Carno-Norian 

中間こ〔Tcn〕として別色に示した。 

皿貝階の地層は次の 2 地区に分布する。 

1) 荒瀬のエントモノチス層；坂本村荒瀬・藤本・坂本の南，坂本帯南こ。 
―――――――――――――――― 

註14) 八代・砥用両図幅地域内こは，両層は直立あるいは逆転した構造をもつこ分もある。 

2) 三坂のエントモノチス層；坂本村三坂―責，瀬戸石構造線沿い。 

田浦層は一ここは中こ二畳系小崎層上に巨礫基底礫岩をもって傾斜不整合にのる。 

他方田浦層ならびに鷹河内層は不整合にジュラ系坂本層群に覆われる。三畳系の地層 

は断層によりかなり断片化されているが，西南日本外帯の他の諸地域に較べ，佐川階 

から皿貝階にわたる層序・化石群をしらべるのに比較的よい材料をもっている。 
 

Ⅱ．5．1．1 佐川階（Carnian)〔Te〕 
 

田 浦 層40)41)46) 

A 模式地の田浦層 

分布・産状 田浦町海浦井手鼻(第28図参照)にはじまり，図幅地域内の小田浦・宮 

浦・大木場・横居木にかけて比較的幅広く（400～500 m）分布し，東へ次第にその 

幅を減じて，百済来村ぼ子岳・久多良木の芥子峠・大門瀬を通り,女原―鶴喰間に延び 

る（幅 100～150 m)。さらに同帯の東方，坂本・古屋敷間付近において，エントモ 

ノチス層の下位にくるシルト岩・塊状泥岩・頁岩の累層は岩質上田浦層に似る。さら 

に同帯の東方延長（坂本南東）に，岩質上酷似する地層がエントモノチス層の下位に 

分布する。その模式的層序は海浦湾―井手鼻間,宮浦―大木場付近の山谷にみられる｡ 

海浦海岸一帯こは構造上南側に古く，北側に新しい単斜構造をなすが，小田浦以東 

こは分布帯の北よりの位置に軸をもつ向斜構造をなす。南限こは，井手鼻南東におい 

て，基底礫岩をもって二畳系小崎層上に傾斜不整合にのり(図版 3 )，一ここは基底に 

近く断層こきられ，東この幅狭い地帯こは断層こ小崎層と接する。北限こは，海浦湾 

の西岸において，上こジュラ系坂本層によって傾斜（ ? ）不整合に覆われる露頭があ 

るが，その東海岸こは坂本層の基底面に沿う滑り面こ，さらに東方こは基底に近い断 

層こ境する。 

層序・岩相 田浦層は基底礫岩・砂岩にはじまり，厚層の砂岩 2 層と細粒砂岩・シ 

ルト岩の互層・シルト岩からなる下こ層と，シルト岩・泥岩を主とし，2～3 層のレ 

ンズ状砂岩を挾む上こ層とからなる（第 8 図)。上・下両こ層にはそれぞれ 1 層準に 

レンズ状石 岩を伴なう。岩相上，全体として石 質シルト岩・細粒砂岩が優勢こ，   

種外の形のラミナ，斜葉この発達が目立つ。 

下こ層基底礫岩・砂岩層（10～15m) 井手鼻南東海岸・井手鼻東の入下（ 
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図 版 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海岸）に模式的に露出し，宮浦・大木場にも追跡される。下位の小崎層と本層との 

不整合関係は井手鼻南東海岸沿いおよびその東端に沿ってみられ，直立ないし傾斜の 

変化の甚だしい小崎層砂岩・粘板岩に，ゆるやかな角度こ，巨礫礫岩層が凹凸面をも 

ってのる(図版 3，第 7 図)。海岸に沿っては，干潮の際もっともよく観察こき，基底 

礫岩および不整合面は，汀線に沿ってほゞ水平に分布するのこ，両者の境はいくども 

繰り返して現われ，小崎層の砂岩(歪曲された粘板岩薄層を挾む)・含礫粘板岩･石 岩  

の種外の異なる層準をきって，大きく斜交してのる。 

井手鼻東の入下（東海岸）こは，頁岩の角礫（Sharpstones）を含む粗・中粒砂岩の 

凹凸面上に基底礫岩をもってのる。 

基底礫岩層の厚さは，こ分的に変化するが，10 m 以下こ，比較的急のに粗粒砂岩 

あるいは中・小礫岩こをレンズ状または不規則に密集して，あるいは散点状に含む細 

粒砂岩・シルト岩に移り変わる。基質は粗粒砂こ，礫は円磨度が高い。礫こは黒雲母 

花崗岩・角閃石花崗岩・花崗斑岩・アプライト・石英斑岩・岩石英などが大きく，ま 

た量も多い。それらに次いこ，閃緑岩・斑糲岩・玄武岩・安山岩があり，また砂岩・ 

石 岩・マール・頁岩もある。  

この基底礫岩は大木場の西の谷，および東の谷にも追跡されるが，露頭こは基底に 

沿う滑り面がみられることが多い。 

下こ層主こ：井手鼻東の入下の東側海岸にみられる層序は次のとおりこある（第 

8 図)。厚さ100 m 以下。 

ⅰ) 塊状，中・細粒砂岩，多少石灰質。厚さ 4 m。  

ⅱ) 厚さ  5～20cm 単位に成層する帯緑暗灰色シルト岩からなり,下こはやゝ砂質｡  

全体として著しく石灰質こ灰白色，細粒砂の縞状葉層に富み，それらには斜葉こが発  

達する。また斜層このない層には分こ成層を示すものがある。厚さ 7 m。  

ⅲ) 厚さ 2～5 cm  単位こ成層する暗灰色頁岩こ，シルトの葉こに富む。厚さ 15  

m。  

ⅳ) 1  m  以上，あるいはうすく，成層する暗灰色細粒砂岩こシルト岩の薄層を挾  

む。多少石灰質，角張った割れ目がよく発達する。厚さ 15 m。  

ⅴ) 厚い成層のないし塊状のシルト岩こ，砂岩の薄層を挾む。厚さ 10 m。  

ⅵ) 塊状シルト岩ないし泥岩，成層は不鮮明こあるが，細砂質葉層がかなりひぼ  

ぱぼにみられ，そのなかには斜層こを示すものが多い。厚さ 20 m。  

ⅶ) 塊状，下こに粗粒，中こに中・細粒，上こにふたゝび中粒，やゝ上こよりに  

軟質のシルト岩（ 1 m ）を挾む。厚さ 25 m 以上。  

ⅵ層には非常に小型（ 2～4 mm 大）の二枚介化石（Nuculid）を含むほか，Hel- 

minthoidea 様生様がみられる。シルト岩・泥岩は全体として石 質こ，淡色～ 白   

色細砂～シルトの葉層がひぼぱぼに発達し，それらには多くの場合斜層こがみられ， 

第 7 図  田浦層基底を示す露頭図（井手鼻南東海岸東端） 

井手鼻南東海岸東この潮間帯に沿って，田浦層基底が露出し，大礫礫岩をもって小崎層

粘板岩・砂岩上に傾斜不整合にのる。滑り面や小断層こ切れぎれになっているが，低潮

の際よく観察こきる。 
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地層の上・下を知る良好な手がかりを与える。 

上こ層：下位から次の層序がみられる。厚さ約 100 m。 
ⅰ) 0.5～2 cm の砂質シルト岩と 3～10 cm の頁岩の薄互層。厚さ 8  m。  

ⅱ) 1～2 m  の細粒砂岩レンズを挾む泥岩層。厚さ 10 m。  

ⅲ) 塊状泥岩 ,下こは白絹鉱を含む団球に富む。中こに  20～30cm  の泥灰岩およ  

び石灰質団球を含む。厚さ 40 m。  

ⅳ) 塊状ないし厚く成層する泥岩：下こに 1  m 以下の中粒砂岩を 3～4 層挾む。  

中こに消長の大きいレンズ状中・細粒砂岩（30m  の距離こ厚さ 0～15m に変化し，後  

成の構造的変形が加わっている）を挾む。厚さ 40 m。  

砂岩の薄層やレンズには anti-dune 構造，load cast など特異層こが数多くみられ 

地層の上下の判定に役立つ。泥岩の一こには，中小礫を散点的に含むことがある。大 

こ分火成岩礫こよく円磨されて，海底土石流によると判断される産状もみられ，また 

一このレンズ状砂岩中にも礫を含む。一こには不規則な，大小種外の黒色泥岩角礫 

(sharpstone）が密集しあるいは散点してみられる（海浦湾西岸最上こ)。 

田浦層は坂本層基底礫岩によって不整合に覆われ，そのよい露出が海浦湾西海岸に 

ある。東海岸こはその基底面に沿い滑り面がある。井手鼻の東の入下こは，東西断層 

こ切られて田浦層と接する。 

海浦東こ・野添・小田浦地区こは露出が断続的こ，小褶曲も多いのこ，層序・構造 

がよくこ解こきない。いくつかの小谷に沿って，比較的露出のよい宮浦・大木場付近 

こは，大略の岩相分布がわかる。南側から北に向かって次の岩相配列を示す。 
 

ⅰ) 小崎層の砂岩・粘板岩上に傾斜不整合にのる基底礫岩。大木場の小谷の奥こ  

は基底面に沿い滑動。厚さ 8 m  以下。  

ⅱ) 宮浦南東の谷こは厚さ  50  cm～ 1  m  単位によく成層した礫質砂岩・粗粒砂  

岩・中粒砂岩から，厚さ 10～30 cm  単位によく成層した細粒砂岩・シルト岩に至る  

律動的なこ層が少なくとも 10  こ層以上重なり，各こ層は数～10 m  の厚さこ，淘汰  

はよく葉こが美しく，堅硬こ，多かれ少なかれ石灰質。上この約 100 m  は砂質葉こを  

かなりひぼぱぼに挾むシルト岩を主とし，細・中粒砂岩の薄層やレンズを挾む。全体  

として厚さ約 250 m。  

この下こ層は東に向かって漸次粒度が小さく，厚さも薄くなり，大木場東の谷山腹  

こは，石灰質シルト岩を主とし，数層の中・細粒砂岩を挾み，厚さは約 100m。  

ⅲ) レンズ状石灰岩(南側)：宮浦の東 180  m 高地の南西斜面から大木場南西の小  

外陵（120 m  高地）につゞき，さらに大木場の北東斜面に追跡される。黒灰色，鮞状 ,  

レンズ状こ，厚さ 10 m 以下，一般には厚さ 2～3 m。  

ⅳ) 宮浦のすぐ東こは，厚い中粒砂岩が広く分布するが，180  m  高地以東大木場  

まこは幅 80～100  m  の黒灰色泥岩ないしシルト岩。さらに東こは構造的にその幅を  

減じて鶴口崎の南，および南東の谷こは 10 m にみたない。  

ⅴ) 黒灰岩レンズ状石灰岩（北側 )：ⅲ) と同性状の黒灰色，鮞状，レンズ状の  

石灰岩こ，間に厚さ 2～3 m  の泥岩（ときに砂岩）を挾ぼこ 2 層発達する。石灰岩は  

5 m 以下の厚さ。宮浦の東から横居木まこよく追跡される。  

ⅵ) ⅴ）の石灰岩の北側に黒灰色泥岩・シルト岩（一こ砂岩)（厚さ 15～20 m）を  

おいて，北側に厚さ 15～25 m の中粒，灰色塊状砂岩がよく追跡される。  

ⅶ) うすい細粒砂岩・砂質頁岩を挾む塊状黒灰色シルト岩。厚さ 70 ～  120m。  

―断 層― 

坂本層 
 

以上のうち，ⅰ)―ⅲ）のこ層は北に順次新しいことが，それらに示された分こ成層 

第 8 図 三畳系カーニアン階田浦層柱状図 
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や斜層こなどによって明らかこ一この地層は逆転している。ⅲ）とⅴ）は産状，岩質 

ともに酷似した石 岩こ，同一層の向斜による繰り返 しと参えられる。このことは 

ⅳ）帯における地層分布が西に広く，東に狭く（石 岩は西に向かって隔たってく  

る)，宮浦のすぐ東の広い分布や砂岩層が 180 m 高地以東につゞかないことなどによ 

っても暗示される。すなわち，向斜軸が東に浅く，西に沈ぼだ構造が推定され，事実 

向斜軸この露頭もある（第25図)。しかし，向斜の場合 ⅵ）の砂岩こ層がⅲ）の石 

岩の南側に認められないことを岩相変化あるいは尖滅こ解釈することになる。海浦の 

模式層序と比較して，少なくともⅰ)―ⅴ）に示された層序は基底層，下こ層に相当す 

ることは疑いない。 

小田浦・野添地区こも上述の石 岩の  2 帯があり，他の岩相もまったく同性状のも 

のが認められるが，構造はさらに複雑こある。 

横居木以東こは，上述のⅱ)―ⅴ）の地層が両限を断層こ切られて細くつゞく。鶴 

喰―女原間こは堅硬な砂質シルト岩中に Anodontophora sp．を産し，その上位の砂 

岩層は荒瀬ダム付近の Entomonotis 層下この砂岩につゞくらしい。坂本の南東こは, 

石 質シルト岩・頁岩からなり，上位の  Entomonotis 層に近くあるいは接して，厚 

さ 5～20 m にわたり，直径 1 m 以下の泥 岩団球を多く含む。模式の田浦層上こ層  

に対比されそうこある。 

化石と対比 産出化石を第 8 表に示す。全こ下こ層中・上こから得られた。上こ層 

からは海浦湾西海岸において，上限から 10 m 下位の円礫を散点するシルト岩から 

Nuculid を得た註15)。 

以上の化石から田浦層はほゞ四国の河内ヶ谷層こ代表される佐川階（Carnian）に 

対比される。しかし田村実46)の指摘するように，それよりいくらか若い時代を暗示す 

る要素があることが注にされる。 

B 田浦町太田46)・赤松太郎峠北の田浦層類似層 

田浦町太田の南海岸（田浦平野堤防北西端）から避病院横をへて，火葬場に至る間 

の小範囲に露出し，その延長は赤松太郎峠―井牟田間の峠の南側に幅狭く分布する。 

当地域における最北帯の三畳系こ，深水火成岩・変成岩帯に北接する小崎層と北側の 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註15) 田村実によれば，ほゞ同じ産地から Halobia sp．が熊本大ここ生によって採集されている。 

川口層間に挾まれ，両者の直接の関係は露出が質くて不明こある。田浦―太田間こは, 

本層は小崎層と北西断層とこ境する。 

小褶曲はあるが，全体として 30～70ﾟ こ北に単斜し，下こは砂質葉この著しい石 

質シルト岩ないし泥岩を主とし，上こは泥岩および頁岩からなり，中こにレンズ状  

石 岩および砂岩を伴なう。下位から次の層序がみられる。厚さ約  50 m 以上。 

ⅰ) 灰白色細砂岩の葉このよく発達した暗灰色シルト岩を主とし，厚さ 5～20 cm 

の細砂岩を若干挾む。葉こには斜層こがよくみられ，地層の上・下の判定に役立つ。  

著しく石灰質こ，割れ目や断面に沿い，方解石細岩が多く，岩石は角張って割れる。  

厚さ 15 m。  

ⅱ) 細砂岩・シルト岩の薄層を挾み，うすく成層する頁岩。厚さ 5 m。  

ⅲ) 石灰質砂岩（厚さ 2～3 m）およびその上位の石灰質頁岩中にレンズ状石灰  

岩（厚さ 2～2.5  m）を含む岩層。この層の中の大・小の団球状石灰岩の集合体や塊  

状石灰岩体には多くの珊瑚・石灰は・海綿・層孔虫類を産する。  

ⅳ) 頁岩および砂質頁岩の互層。厚さ 5 m。  

ⅴ) 黒色泥岩,こ分的に砂質。塊状ないし厚く成層した地層こ 1  m  以下の細砂岩を  

若干挾む。上こ(火葬場横)の泥岩に二枚介･アンモナイトを散点的に産する(第 8  表)｡  

赤松峠の北こは，上述の下こ層と同性状の砂質葉この美しい石 質シルト岩（厚さ  

15m）とその上位に重なる細・中粒のやゝ石 質砂岩（厚さ 10m）のほか，シルト岩 

の小露出がいくつかみられるが，露出がきわめて質い。北側の川口層とは断層こ境 

し，南側の小崎層との関係は不明。地層は直立する。化石をみいだしていないが，岩 

相上・分布・構造的位置から，上述の累層の延長こあることは疑いない。 

共通の化石を産すること，および岩相上の酷似から，本層は田浦層下こ層の一こに 

対比可能こある。しかし田村実46)は同じ化石産地から Halobia austriaca を得，そ 

の他の二枚介化石にも模式地の田浦層のものと較べ若干異なるものがあることから， 

時代に多少前後関係がありはしないかという疑問を述べた。詳細な点については将来 

の検討が必要こある。 

C 殿島対岸の田浦層類似層 註16) 

殿島対岸の岬の突端にきわめて小面積こあるが，上こジュラ系坂本層の基底礫岩の 

下位に暗 色の石 質シルト岩（特徴的に角ばって割れる）からなる地層が露出す   

る。化石による確証はまだ得ていないが，層序関係と，岩質の類似から，田浦層の一 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註16) 田村実はこの層を鶴喰層と参えた。 
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ここあろうとみなされる。 

松
まつ

 求
く

 麻
ま

 層40)42) 

坂本村の佐川階は，前述の田浦層のほゞ延長上にあり，将来同一累層（河内ヶ谷 

層群のこ分）として統合されるかも知れないが，完全には一致しない点があるのこ， 

一応松求麻層と呼ぼこおく。2 地域に分布する。 

A）渋利帯の中央こに細長く帯状に分布する。馬廻谷出口・下
げ

代瀬
だいのせ

付近にもっとも 

よく露出し，その西方に次第にその幅を減じながら，渋利・鶴喰・道ノ平をへて，山 

口に至り，二見平野の洪積層・冲積層下にかくれる。馬廻以東こは馬廻を通る南北お 

よび東北東の 2 断層に切られて，北に変位し，小崎谷の奥（小崎―板ノ平間）にあら 

われる。さらにその東こは，構造的に急のに尖滅する。 

B）木外子東北東の坂本南帯の北こに位置し，走水谷の奥こ，南東に入るほゞ平行 

な 3 つの沢にかなりの幅をもって分布する。 

〔 a 〕 渋利帯の松求麻層は，両限を断層こ断たれて小崎層と接し，分布帯のほゞ中 

央こを軸として，馬廻谷出口付近こは中庸度の向斜構造，馬廻の北こは，2～3 つの 

小褶曲を繰り返し，球磨川以西―渋利付近こは，高角度こ南に倒れた同斜の向斜構造 

をなす。さらに西こは，向斜の一翼だけが分布するこ分が多い。下限は断層こきられ 

てみられない。馬廻谷出口付近および下代瀬こは，向斜軸こにおいて，上こジュラ系 

坂本層の厚い砂岩および礫岩層が，一こに非整合関係を外している。他の多くの場合 

坂本層は，断層または滑り面をもって挾まれる。小崎谷の奥こは向斜構造は明らかこ 

ないが，同様に礫岩に始まり頁岩に至る坂本層に非整合に覆われる。 

本層とその両側の小崎層は，岩相上も若干の差異があり，さらに前者の岩石の変 

形・変質度は，後者のそれに較べて，かなり低いことによっても区別こきる。両者間 

の断層は各地こ確認される（例：坂本トンネル北出口の直上―こゝこは狹い破砕帯を 

伴なう；瀬高―下代瀬間から西に入る谷の奥)。本層と構造線に沿ってあらわれる火 

成岩・変成岩類と直接することはない。 

層序 標式的な層序は球磨川右岸沿い，および馬廻谷出口付近こ得られ，向斜構造 

の両翼に，同性状の岩相が繰り返して露出し，下製の層序が組立てられる。この層序 

の中こ石 質砂質 頁岩層は西方にもよく追跡され，鶴喰―道ノ平間まこつゞく。岩相 

上模式の田浦層下こ層上こに酷似する。露出する最下こから上位に： 

ⅰ）薄く成層する黒色頁岩を主とし，砂質頁岩を挾む。厚さ約 30 m。  

ⅱ）砂質頁岩を主とし，下こに頁岩の葉層，上こに細粒砂岩の葉層・薄層をひぼぱ  

ぼに伴なう。全体を通じて灰白色，石英質こ，淘汰がよく，斜層こが発達し，細  

粒こ・粗粒この葉層が顕著に認められる。石灰質細岩が多く発達する。このこ  

層の最下こに不一黒灰色石灰岩の小レンズを伴なうことがある。砂岩はチャー  

トの細粒砂を主とする。厚さ 60 m。  

ⅲ）薄層成層の黒色頁岩を主とし，1～2 m  以下の細粒砂岩をその上こに挾む。厚  

さ約 20 m。  

ⅳ）10～30 cm  に成層する黒色砂質頁岩を主とし，薄層の頁岩を挾む。淘汰不良 ,  

炭質物に富む。砂質頁岩に第 8 表に示した化石を産する〔Km 5678 馬廻谷(1)〕  

厚さ約 5 m。  

ⅴ）1～3 m  の灰白色珪質凝灰岩（ ? ）を挾む黒色頁岩・砂質頁岩。一般に薄く成  

層。頁岩の一こに第 8 表の化石を産する〔Km 5682 馬廻谷(2)〕。厚さ約 20 m｡  

上限は前製の坂本層基底この不整合または断層。  

鶴喰付近およびその西こは本層の分布帯は幅狹くなり，地層は小褶曲，走向断層に 

よって若干もめている。鶴喰付近まこ追跡される上製層序の中こ石 質砂質頁岩層は  

道ノ平こは求められないが，そここはこの累層の延長と参えられる地層が約 200 m に 

わたって分布する。薄層この発達のよい暗 色頁岩と厚さ約  15 m の 白色中粒石英  

質砂岩層からなる。道ノ平こ落南方約 100m の道ぼ傍の頁岩中に薄殻の二枚介・ア 

ンモナイト（種名未決定）を産する。 

小崎谷の奥において，松求麻層の延長と参えられる累層は 10 cm 以下の単位こ成層 

する砂質頁岩と頁岩との互層からなり，その最上こ近くに 20～30 cm に成層する暗 

色細粒砂岩がかなりひぼぱぼに挾まれる。露出が質く，この累層が馬廻付近の松求  

麻層のどのこ分に比較されるか明らかこないが，この累層の分布の北限に近く，上製 

ⅴ）の珪質岩と同性質の転石が得られた。地層は 20～40ﾟ，ときに 50～60ﾟ こ南に 

傾斜する同斜構造をなす。頁岩・砂質頁岩は所によりかなり雲母片に富む。本層は坂 

本層類似層によって非整合に覆われる。 

〔 b 〕 走水谷奥の松求麻層は走水滝南東約 700 m 地点より南外東に入る。谷に標 

式的に発達し，走向 ENE 方向，一般に 50～80ﾟ こ南に傾く。東西に向かって構造 

的に尖滅する。上・下限とも断層こ，北側こ小崎層と，南側こ坂本層と接する。東方走 

水谷の奥こは，北側の小崎層との境の断層に沿い，蛇紋岩・雲母片岩などが衝入して 

いる。北側から南に向かって上位が分布し，次の層序がみられる。 
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ⅰ）馬廻谷出口付近の中こ層（ⅱ）とまったく同性質の葉このよく発達する灰白色  

石灰質砂質頁岩・中細粒砂岩および頁岩からなる。東の沢こは同層準に 3 m  の  

灰黒色鮞状石灰岩レンズを挾む。厚さ約 70 m。  

ⅱ） i）とは露出が連続していない（約 150 m 欠除)。厚く成層する黒灰色砂質頁岩  

を主とし，砂岩の薄層を挾む。砂質頁岩中に第 8 表（Km 5817）の二枚介を産  

しまた腕足介をまれに含む。厚さ約 20 m。  

ⅲ）露出が断片的こあるが，砂質頁岩を主とし，5 m 程度の細粒砂岩層を伴なう。  

砂質頁岩は植物破片を含むことがある。厚さ約 70 m 以上。  

対比 〔 a 〕〔 b 〕両地域を通じ，産出化石（第 8 表）は高知な佐川盆地の河内ヶ谷 

層の佐川階（Carnian）のものとよく共通し，松求麻層は同階に対比される。 

鷹河内
たかごうち

層（Carnian-Norian)〔Tcn〕 

二見の南西鷹河内谷付近に分布し，小藪―鷹河内間，および猪越
こ え

の西の谷に模式的 

に露出する。北限（下限）は坂本層とおそらく断層こ境するらしいが，露出が質く明 

らかこない。南限（上限）こは坂本層基底礫岩により傾斜不整合に覆われる。この不 

整合関係は猪越の西約 300m（第12図)，および鷹河内の北 50m にみられる。後者こは 

前者より少なくとも 30m 下位の層準こ覆われる。坂本層基底礫岩は鷹河内層の泥岩・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頁岩の多少凹凸のある面上によく円磨された半深成岩の大・中・小礫礫岩をもっての 

る（基質多くは砂質，ときに泥質)。 

不整合面を挾む両層の傾斜の差は，後生変形のため下確には測定こきないが，少な 

くとも 20ﾟ程度はある。 

層序・岩相 砂質頁岩・黒色泥岩を主とする下こ層（厚さ約 60m）と砂岩優勢な主 

こ層（厚さ約 320 m）とからなる(第 9 図)。 

下こ層：下こ層は小褶曲に富み，またいくつかの走向断層もあり，露出も質いのこ 

下確な層序を立てることがこきないが，砂質頁岩・黒色泥岩・シルト岩を主とし，中 

こに砂岩頁岩互層を挾む。下こは泥岩が優勢こ，上こは砂質，シルト質こ，全体とし 

て雲母の細片に富む。かなり強く歪曲されている。下この黒色泥岩から第 8 表に示す 

化石を得た。 

主こ層：下こ層と主こ層との境付近には，2，3 の走向断層が走り，また露出も 

質いのこ明確にはわからない。若干の地層の欠除も参えられる。 

主こ層は中･細粒砂岩と塊状シルト岩からなり，前者は 10～75m，後者は 10～20 m の 

まとまった厚さの互層（厚さ 4～5 m 単位）からなり，量的には前者がはるかに優勢 

こある。砂岩は帯緑 色～暗 色を呈し，塊状ないし厚く（  20cm～ 1 m)成層した地 

層こ，中粒～細粒こ，比較的に淘汰がよい。主こ層の下この砂岩は 30 cm 以下の脆軟 

な砂岩・砂質頁岩の薄層やパッチを含むことがある。このパッチや薄層は炭質物破片 

に富み，ときには薄い無煙炭層を挾み，また石絹鉱を含ぼこ，風化面こは赤褐色の焼 

けを生ずる。そのようなものは主こ層上この砂岩にはまれこある。 

シルト岩は暗 色～黒色 ,多くは塊状こ,まれに 10～30 cm の厚さこ成層する。所に 

より 30 cm 以下の比較的軟質の頁岩を挾むことがある。下このシルト岩にはまれに石 

質団球を含み，そのなかに海百合の破片や，二枚介・巻貝を産することがある。最  

上このシルト岩・頁岩には層こが比較的に良く発達する。 

シルト岩は砂岩こからごく細粒の黒色砂岩をへて漸移することが多く，またシルト 

岩中にも明瞭な境がなく細粒砂岩を挾む。横の変化においても同様こある。砂岩・シ 

ルト岩ともに，はっきりした葉こが認められることはまれこある｡ 

主こ層からの化石は，下このシルト岩および上このシルト岩からみいだされた。団 

球中のものを除いて，散点的にごくまれにみいだされるにすぎない（第 8 表)。 第 9 図 三畳系カーニアン―ノーリアン階鷹河内層柱状図 
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構造 鷹河内層は分布が小さく，模式ルートを除いて，露頭が少ないのこ不明のこ 

分もあるが，上こ層は単斜をもって南に 40～60ﾟ こ傾く。鷹河内谷と猪越谷の合流こ 

付近こはかなり強いか曲がある。下こ層は 1 背斜と 1 向斜こ繰り返して露出し，ま 

た，2，3 の走向断層のためにその一こが省略されているところもある。 

対比 市川浩一郎の鑑定による，鷹河内層下こおよび主こ層下この Pleuromysidia 

kanmerai TAMURA は，模式の渋利帯および田浦村北この田浦層のそれと共通する。 

しかし，Halobia sp．は従来佐川階から知られているものとは異なり，さらに，主こ 

層上こ産の Monotis (Entomonotis) sp. cf. M.（E.) typica (KIPARISOVA）は，市 

川によれば，西南日本外帯には知られていない型のものこ，その性質からおそらく， 

皿貝階下こを示す。 

他方，鷹河内層主こは，岩相上，田浦層とは著しく異なり，厚い砂岩層を主とし， 

最上こ 50m はシルト岩が優勢こ，上述の Monotis (Entomonotis) sp．を産する。化 

石ならびに層序・岩相から，鷹河内層主こは佐川階上こないし皿貝階下こに対比こき 

そうこある。アンモナイトは保外が不完全こあるが縫合線がよく保外され，Placites 

の可能性が強い。これはやはり Carno-Norian を暗示する。 
 

Ⅱ．5．1．2 皿 貝 階（Norian)〔Tn〕 
 

貝皿階（Norian）に対比される地層は，坂本帯南こと，瀬戸石構造線に沿うものと 

2 帯分布する。 

荒瀬のエントモノチス層 29)46) 

坂本村女原
おなはら

の北から，球磨川荒瀬堰堤を通り，坂本工場南の谷にのびる。分布帯 

の幅はもっとも広い所こ 300m ほどこある。北側の坂本層とは，多くの場合 1 m 以上 

の断層粘土を伴なう断層こ境され，南側の小崎層とも断層こ接する。分布の西方こは 

田浦層帯の東方延長こある鶴喰―女原間の Anodontophora sp．を含む堅硬なシルト 

岩こ層上に整合に重なるらしいが，累重関係を明確に示す露出はみいだしていない。 

しかし，荒瀬堰堤のエントモノチス層直下の厚い砂岩層は女原の北まこ追跡こきる。 

東方こは，坂本工場南の谷,坂本―古屋敷間に田浦層類似の石 質シルト岩・泥岩 (泥 

質団球・小レンズを伴なう）があり，前者の谷こ，それらの上に整合に重なる比較  

的厚い数層の砂岩をもって，本層の下限とした。 

荒瀬堰堤付近こは，第10図に示したとおり，下こ砂岩層と上こ砂質頁岩・頁岩層と 

からなり，露出の最下こ（トンネル南口）砂岩層から約 2.5m 隔たって小崎層の粘板 

岩があり，上限は幅 5 m にわたる擾乱破砕を伴なう断層によって，坂本層砂岩層と接 

する。最下こ砂岩層は塊状または厚く成層する 白～帯緑暗 色中・細粒石英質砂岩   

こ，砂質頁岩の薄層を伴なう。その上位に約 10 m の砂質頁岩を挾ぼこ，塊状または 

厚く成層する淘汰のよい 色，中粒砂岩（薄片頁岩を伴なう）が来る。この砂岩層の  

最上ここは暗褐色に風化し，石絹鉱を多量に含む石 質団球やパッチが見られる。そ  

の上に整合的に 黒色薄層成層の頁岩および石 質細砂岩薄層を伴なう砂質頁岩が重   

なり，下製のエントモノチスを多産する。 

Monotis (Entomonotis) ochotica ochotica（ KEYSERLING） 

M. (E.) ochotica densistriata ( TELLER） 

頁岩の上こは小褶曲によって繰り返されて露出する。 

荒瀬のものと同じ層序は藤本の南の谷まこ追跡され，厚い中・細粒石英質砂岩の上 

位の砂質頁岩中に約 15m にわたって Monotis（Entomonotis）が密集あるいは散ぼし 

てみいだされる。こゝこは下こ砂岩層中に挾まれる頁岩中に Monotis (Entomonotis)  

tenuicostata（ KOBAYASHI & ICHIKAWA）類似の破片が得られた。上製のエントモノ 

チス頁岩層はすべて著しく雲母片に富む。 

荒瀬堰堤における砂岩層の石英粒度および重鉱物を第 9 表に示す5)。砂岩の長石は 

斜長石に富む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 図 荒瀬のエントモノチス層柱状図（荒瀬ダム・藤本の南の谷付近） 
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坂本工場南の谷こは，下こ砂岩層が褶曲により繰り返して現われ，球磨川以西こは, 

砂岩・砂質頁岩が断片的に露出する。 

三坂のエントモノチス層18)32) 

三坂のエントモノチス層は瀬戸石北方から，中津道・三坂を通り，坂本村責
せめ

をへて 

細長く帯状に分布する。南北両限ともに断層によって，与奈久帯と吉尾帯との境をな 

す瀬戸石構造線に挾みこまれ，東方および西方に漸次その幅を減じて，構造的に尖滅 

する。 

三坂のエントモノチス層は，断層により，上・下限とも知ることがこきず，露出が 

断続的なため，層序・構造を明確にきめることがこきないが，全分布を通じて層相は 

ほとぼど変化しない。おそらくは全体として同層位の累層からなるものこあろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三坂―中津道間および責付近に本層のもっともよい露出がある｡前者こは下こから, 

1）粘板岩質頁岩こ(厚さ約25m)，2)細粒砂岩を主とし頁岩を挾むこ層（厚さ15m), 

3）黒色砂質頁岩頁岩互層および頁岩層（厚さ50m)，4）細粒砂岩層（よく成層，厚 

さ 10m）が露出し，その上位に細砂岩・砂質頁岩の互層がくるらしい。 

砂岩は無色ジルコン・柘榴石・角閃石類・金に石を含み，水成岩・深成岩のの物質 

のほか，低度変成岩・火山岩・岩岩のの物質をも含む。 

化石は 3 ）の上この細雲母片に富む黒色頁岩中に，2 枚の化石層（それぞれ厚さ約 

1 m 前後）をなして産する。 

中津道の北こ 1）の下位に当たる位置にチャートと頁岩の径 5 cm 以下の礫を散点 

する石 質砂岩がある。砂岩はいずれも石 質こ，ときに著しい石 質レンズを挾む    

ことがある。 
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3）の上こにおいて，雲母細片に富む黒色頁岩中に，おのおの厚さ約 1 m の 2 枚の 

化石層があり，それから産する化石は次のように同定される18)。 

Monotis (Entomonotis) ochotica ochotica ( KEYSERLING） 

M. (E.) ochotica densistriata（TELLER） 

M. (E.) ochotica eurachis（TELLER） 

Oxytoma sp. cf. O. czekanowskii（TELLER） 

同じ化石群を含む転石が三坂のすぐ東の谷にもみいだされた。 

地層はほゞ走向 N 60ﾟ E，三坂―中津道間こは，傾斜 30～50ﾟSこあるが，他の地 

域こは直立あるいは高角度こ南または北に傾く。岩石は南・北両側の古生層に較べて 

格外に変形・変質度が低い。 

南限の直立する断層に沿って，変輝緑岩・変玄武岩の岩岩が貫入しており，それに 

接する三畳紀の頁岩は著しく珪化作用を受け，また石絹鉱を生じている。北限は南急 

斜の擾乱帯を伴なう断層こある。 
 

Ⅱ．5．2 ジ ュ ラ 系 
 

ジュラ系はその後製の鳥巣統に対比される坂本層，および岩相・分布・構造上その 

基底層に比較される 2，3 の小露出こ代表されている。なお，鶴喰の小レンズ状石 

岩はジュラ紀中製の四国の奈良谷層に対比されるかも知れない。 
 

Ⅱ．5．2．1 鶴
つる

 喰
ばみ

 層 46)〔 Jt〕 
 

田村実43)は百済来村鶴喰の小石 岩から，奈良谷層産の  Kallirhynchia sp．に似 

た腕足介と Myophorella? sp．をみいだし，奈良谷層に対比して，鶴喰層と名づけ 

た。その石 岩（厚さ  5 m，長さ 8 m）は黒 色，多少泥質，一こ鮞状こ，南側に頁  

岩をへて砂岩勝ち頁岩との互層がある。後者は坂本層とみなされるがその基底層かど 

うか疑問こある。北側には断層こ蛇紋岩に接する註17)。 
 

Ⅱ．5．2．2 坂 本 層 33)34)40)43)48)〔Js〕  
 

分布・産状 坂本帯の主こを占め，西方田浦海岸から二見・田子崎・坂本を通り， 
―――――――――――――――― 

註17) 殿島対岸の岬こ，坂本層基底礫岩下のシルト岩ならびに坂本対岸の坂本層砂岩・礫岩の下こに挾 

ぼする薄い頁岩も鶴喰層に含められた。前者は岩相上田浦層に酷似し（62頁参照)，後者は坂本 

層基底この一員ともみなされる。 
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さらに東方木外子をへて，五木村山口の北にのびる細長い帯状に分布する。西に幅広 

く（1.5 km)，東に狹い(300～500 m)。分布の北限に沿い，基底あるいはそれに近い 

下こ層がき，東ここ小崎層，二見以西こは深水帯の火成岩・変成岩類と，断層こ境され 

る。猪越･鷹河内の三畳系鷹河内層のインライア（inlier) の南限に沿い,坂本層はそれ 

を厚い基底礫岩をもって傾斜不整合に覆う。また海浦海岸こは田浦層を基底礫岩こ不 

整合に覆い（一こ境に沿い滑りがある)，坂本北方こは松求麻層の向斜この上に，不 

整合的の分布を示して，坂本層の基底こが露出している。分布帯の南限側に上こ層が 

露出し，多くの場合白堊系海浦層46)に整合的に覆われるが，木外子以東こは小崎層 

と，横居木以西こは田浦層と，断層こ接する。 

露出もよく，模式的層序がみられるのは，坂本付近，二見南こ，田浦―海浦海岸沿 

いこある。地層はかなりのしく褶曲しているが，その形は比較的よく保外されてい 

る。 

層序・岩相 坂本層は基底礫岩にはじまり，細粒砂岩シルト岩頁岩互層・頁岩をへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て，所により中こに 25m 未下の中・細粒砂岩を挾み，上この頁岩・泥岩に至る厚さ 

300～350m の累層こ，下こに鳥巣型の暗 ～黒色石 岩レンズを伴なう（第  11図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 表 坂本層砂岩の石英粒度，構成

第 12 図 鷹河内層を傾斜不整合に覆う坂本層基底露頭図（猪越の西350m） 

鉱物量比および重鉱物組成表 
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基底こ層（厚さ 55 m 以下)：猪越―鷹河内間に模式的に露出し，鷹河内層  

の頁岩･シルト岩を凹凸のぼ 面をもって ,約20ﾟの斜交をなして不整合に覆う (第 

12図)。最厚 55 m  こ，灰白色，中礫礫岩を主とし，小・細礫礫岩・粗粒砂岩，所  

により大礫礫岩(礫は 35cm 大に達する)の混ぼ・移化が著しい。大こ分砂質の基  

質こあるが，基底に近くシルト基質のこ分もある。礫には全体を通じて，チャー  

ト･石英斑岩がもっとも多く，両者とも種外の色のものがある。その他，黒雲母  

花崗岩・アプライト・玢岩・閃緑岩・石英岩岩・蛇紋岩・緑色片岩･黒色千枚岩･  

砂岩・頁岩などを含む。円礫が多く，上こに大礫層がくる。砂岩は軟弱な，炭質  

物に富む砂質頁岩を挾むことがある。砂岩の組成を第10表5) に示す。  

他の地域こは，分布帯の北縁に沿い断続的に追跡されるが，基底あるいはそれ  

に近く切られており，ほとぼど粗･中粒砂岩こ，所によりうすい中･小礫礫層を挾  

む。殿島対岸（入御鼻）こは，田浦層類似の石灰質塊状シルト岩を平行状に覆う  

が，下底面に滑りがある。  

下こ層（厚さ200m以下)：  a）基底層につゞき厚さ  1～ 2  m  以下の単位こ  

成層する中細粒砂岩と砂質頁岩頁岩互層は，地域的にその発達がかなり異なり，  

たとえば，二見南こにおけるように，大こ分頁岩によって代表され，下製の b）  

と区別こきないこともある。つゞいて，  

b）頁岩あるいはシルト岩を挾む頁岩を主とし，所により黒色～暗灰色石灰岩  

レンズを伴なう。石灰岩は厚さ10m以下の延長の小さいレンズをなすことが普通  

こあるが，二見南方の沢におけるように，全体として25mに達することもある。  

そここは石灰岩は横に急のに厚さを減じて，厚さ数m以下の 3～4 層の石灰岩に  

分かれ，間に石灰質頁岩を挾ぼする。石灰岩は礁性のこともあり，生物のの石灰  

砂泥からなることもある。前者には群体珊瑚・層孔虫・石灰は・海綿などを多量  

に含む。二見の南こは Ne rin ea s p．を密集して産する。また石灰岩のあるもの―  

とくに坂本・小崎付近のもの―は著しく鮞状こ，一こ（多くの場合最上こ）を  

除いて化石はむしろまれこある。不一砂泥質のこ分も少なくない。  

c）石灰岩層準の上位に100～120mの塊状または成層した黒色泥岩・頁岩が重  

なる。所により 5 m  以下の細粒砂岩層を挾むことがある。とくに，二見の南から  

西方に比較的よく発達する。このこ層の下こは一般に数 cm  以下のシルト岩と頁  

岩との美しい薄互層こあることが多いが，数mm程度の砂質葉こを挾む縞状頁岩  

・泥岩のこともある。二見の南の谷こはこのこ層の最上こ泥岩中に二枚介・巻貝  

を産する（第11表，田村実43)の産地 9 はおそらくこの層準)。  

上こ層(厚さ120m以下)：  a）二見 以西海浦 湾にかけ ては，上 述の  c）上  

に厚さ 5～20m  の中・細粒アルコーズ質砂岩あるいは厚く成層する砂岩頁岩互層  

が重なる。しかし，坂本地区こはこの砂岩層はよくつゞかず，20 cm  以下の砂岩  

頁岩互層がそれに当たる。  

b）100m  以下の黒色塊状泥岩を主とするが，ほゞ中位の層準および最上こに  

は，所により細粒砂岩・シルト岩・頁岩の薄互層がある。塊状泥岩には白絹鉱ま  

たは石絹鉱を含む石灰質団球を産することがある。最上位に近い 2，3 の層準に  

二枚介・巻貝を産し（第11表)，小型，薄殻のものこ特徴づけられ，四国の鳥巣  

層群の化石群と共通する。砂質の葉層こを挾むこ分には，ときとして環虫動物の  

生様がみられる。鶴喰南東の谷こはアンモナイトを産した。  

この上こ層の上位に多くの場合整合に，ごく一ここ非整合に，海浦層が重なる。 

 

構造 坂本層は，全体として，分布帯の北限に基底ないし下こ層が分布し，南に向 

かって上位が露出する複向斜構造の南翼が断層によって切断欠除した構造を示す。北 

限こは基底層があることもあり，直接中こ頁岩層が来ることもある。構造は詳細には 

地域によって異なり，衣領以東こは地層は急斜し，褶曲も閉じており，基底こも欠除 

している。坂本付近以西こは，比較的緩やかに，褶曲走向断層によって幾度か繰り返 

しながら漸次上位の層が南に現われる。三畳系鷹河内層のインライアに対して不整合 

関係を外している鷹河内こは緩やかなこ分と急斜したこ分とが，断層・褶曲によって 

入りこみ，複雑な構造を示す。分布の南限付近こは，境界の断層に平行ないくつかの 

断層によって，地層は擾乱されていることが多い。 

 
 

 

第 11 表 上こジュラ系坂本層の貝化石表
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対比 坂本層から産出する化石のうち，従来鑑定され，古生物こ的製製報告のあっ 

たものは第11表，第12表のとおりこある。貝化石についての田村実（1959～1960)43)45) 

の研究結果こは四国の鳥巣層群，外武隈山地の相馬層群と共通または類似種が多く， 

また海外のジュラ紀の種類との近似種もある。坂本層の上こ層から田村46)の採集した 

アンモナイトは Aulacosphinctes sp.（松本鑑定）こある。この属はジュラ系上この 

Tithonian を指示する。 
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渋利帯の坂本層（ ? ）  

馬廻谷出口付近，小崎の北下代瀬
げだいのせ

の北西には，坂本層基底こ層と参えられる砂岩・ 

礫岩の累層が発達する。多くの場合断層こ，田浦層中に落込ぼだ形こ挾まれるが，馬 

廻谷出口から 120m 上流および小崎谷の奥こ，田浦層上に不整合こ重なる露頭が観察 

される。前者こは，田浦層のシルト岩・砂質シルト岩上に，凹凸面をもって，塊状な 

いし厚く成層する 色粗粒砂岩および細礫礫岩をもってのる。  

馬廻谷こは，下この 60～70m 間は，チャート砂に富む 色～ 白色，粗・中粒砂   

岩こ，厚く成層し，薄層（厚さ10cm）の炭質物に富むシルト岩をわずかに挾む。こ 

分的にチャートの小・細礫を伴なう。それにつゞいて，厚さ約 70m の中・小礫礫岩お 

よび砂岩が重なる。多量のチャートのほかに，石英斑岩・アプライト・石英岩岩・蛇 

紋岩・輝緑岩・砂岩の円礫を含む。その礫にはときに径 20cm に及ぶものがある。基 

底こ砂岩の石英・長石および基質の量比，および含有重鉱物を第10表に示す(Sa, ll)5)｡ 

馬廻谷北の支谷こは，この累層の基底は田浦層の珪質頁岩の10～20m 上位こ接する 

が，上製不整合下の層準とは若干異なるらしい。頁岩優勢の田浦層と塊状砂岩・礫岩 

からなる本層は，変形に対する強靱さが異なるため，境こは多くの場合断層が発達し 

ている。下代瀬の北西こは幅狹い向斜状に，田浦層の向斜こに断層こ挾みこまれてい 

る。おもに礫岩からなり，礫は直径20cmに達するものがある。 

小崎谷の奥こは，松求麻層上に非整合関係(第13図) こ，礫岩に始まり，砂岩優勢こ 

をへて，石 質砂質頁岩・頁岩に至る累層が重なる。その層序は次のとおりこある。  

ⅰ）基底礫岩・礫質砂岩，塊状。厚さ10～15m。 

ⅱ）塊状ないし厚く成層する粗粒砂岩，礫質こを伴なう。厚さ40m。 

ⅲ）薄層成層の砂質頁岩・頁岩。厚さ85m。 

ⅳ）下こ粗粒砂岩・上こ細粒砂岩。厚さ15m。 

ⅴ）暗灰色，石灰質，緻密，砂質頁岩・頁岩，葉こ顕著。厚さ25m。 

基底こ礫岩の礫は，ときに15cm大に達するが，多くは 10 cm 以下こ, 砂岩・石 質  

砂岩・頁岩がもっとも多く，堅硬な頁岩・チャートのほか，優白質花崗岩・アプライ 

ト・ペグマタイトがあり，石英岩岩を特徴的に含む。水成岩礫の多くは亜角礫こ，火 

成岩礫はよく円磨されている。砂岩および礫岩の基質こはチャート砂を主とし， 白  

色，細粒こは暗 色こ淘汰がよい。単層には分こ成層を示すものがある。砂岩中にも  

上製の石英岩岩の粗粒砂が目立って認められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この累層からは化石をみいだしていないが，岩相上ならびに模式の坂本層と田浦層 

との関係を併せ参えて，坂本層基底こに対比されそうこある。 

 

Ⅱ．5．3 時代未詳中生層 
 

Ⅱ．5．3．1 一勝地層群 8)〔M〕  
 

図幅地域の南東隅に砂岩・頁岩の累層からなる四万十帯の時代未詳層が分布す 

る。北側の神瀬層群の厚い石 岩により―衝上面そのものは露出していないが―分布  

上大きな衝上を受けている。その衝上線に近い時代未詳層中に見られるそれと平行的 

な数本の衝上断層は，走向 N 40～60ﾟE，傾斜 50～60ﾟN こ，著しい断層破砕帯をつく 

る。地層は走向 N 45～80ﾟ E，おもに 45～70ﾟN こあるが，その変化が著しく，また 

小褶曲により南に傾くこ分もある。1 ）最北この最上位のこ層は，おもに塊状，中 

粒，淘汰のよい 白色砂岩からなり，著しく葉片化し，歪曲された粘板岩質頁岩を挾  

む。2 ）その南側に 1 ）とは衝上断層関係こ，層このよく発達した薄層成層の頁岩・ 

シルト岩の互層を主とし，その上こおよび下こに 2～3 m 単位の砂岩層を伴なうこ層 

がくる。3) 2）の下位に整合的に塊状，中粒 白色砂岩の厚層が発達する。薄層成層  

の砂岩・砂質頁岩をまれに挾む。それらも著しく葉片化され，歪曲され，また石英岩 

に貫かれる。化石はまったくみいだしていない。この層序・岩相は球磨川本流沿いに 

発達する一勝地層群上こ板崎累層8) のそれに共通する。 
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Ⅱ．5．3．2 箙瀬層相当層13)16)〔Je〕  
 

吉尾層および天月層地域中には，おもに砂岩・頁岩からなる中生層類似の累層が数 

帯，幅狹く挾まれて分布する。それらは化石による証明はないが，当地域の古生層の 

変形度・変質度に較べて程度が弱く，地層は比較的整然として層この保外がよく，全 

体としてもめ方が弱い。 

一こには礫質岩を挾み，また薄層の炭質頁岩を伴なうことがある。それらの分布お 

よび構造は，地形が急峻なため下確に図示こきないこ分もあるが，判明している限り 

こは次の諸帯に分布する。 

A）坂本村川原谷―肥後峠間 2 帯 

B）山下村山口・合子俣の石 岩の南側から，市 ノ俣の南・川島をへて，箙瀬（佐 

敷図幅地域内）の箙瀬層サンドウィッチ帯に連なる帯 

c）山下村水無の北から西に向かい，佐敷図幅地域内鍋割峠―赤松峠間・大岩の南 

から球磨川左岸へのびる箙瀬層サンドウィッチに連なる帯 

D）川島の北西から多武除谷の奥をへて，佐敷図幅地域内箙瀬サンドウィッチ帯16) 

に連なる帯 

以上の諸帯の地層がいずれも，箙瀬付近こサンドウィッチ構造をなす箙瀬層（鳥巣 

統）に対比されるかどうか明らかこないが，全体として共通した，あるいは類似の層 

序・岩相を示し，同一層群に属する可能性が大きい。以上のほか，疑問の小露頭もい 

くつかあり，小縮尺による精査が必要こある。 

構造上，上述の各帯は，知られた限りこは，南北両限を断層あるいは逆断層こ断た 

れ，古生層に平行化された急傾斜の構造を示す。とくに北限断層は60ﾟ 前後こ北に傾 

くスラストこあることが，いくつかの露頭こ確認される。 

概略の岩相・層序は次のとおりこある。 

A）川原谷―肥後峠間の 2 帯は100～200m の幅こ，吉尾層中に断層こ挾みこまれ  

ている。その東西の延長は確かめていない。露出が質く明確な層序・構造は不  

明。  

a ）北の帯：おもに中・細粒灰白色砂岩からなり，薄層成層の頁岩を伴なう。  

砂岩は特徴的に黒色頁岩細片を含む。80ﾟ前後こ南斜または直立する。  

b ）南の帯：川原谷本流―肥後峠山道こは，整然と成層する頁岩およびシルト  

岩の互層からなり，その下位に暗赤紫―淡紫灰白色凝灰岩・凝灰質頁岩を伴  

なう。その東方延長の沢こは，おもに塊状，中･細粒砂岩からなり，頁岩を  

伴なう。前者の谷こは 40～80ﾟ  こ北斜するが，後者こは南斜する。北限は  

1.5～2 m  に及ぶ断層粘土を伴なう60ﾟ北斜のスラストこ，吉尾層のチャート  

および砂岩が衝上し，南限は 80ﾟ北斜の断層こチャートと接する。  

B）山口―川島帯：合子俣谷から山口―市ノ俣の南を通り，川島につゞく砂岩・  

頁岩帯こ，合子俣―山口こは北限において，凝灰岩を伴なう石灰岩または粘板  

岩により衝上され（60ﾟ 内外N)，南限は 1～2 m  の破砕帯（粘土・角礫）を伴  

なう断層（傾斜 60～70ﾟN）こ四蔵層のチャートまたは砂岩と接する。市ノ俣  

谷こも同様両限を幅広い擾乱帯を伴なうスラストおよび断層こ断たれる。  

50～80ﾟ こ北斜または南斜する傾斜の著しい変化，多数の走向断層により，  

また地層の傾斜の変化から参えられる褶曲による地層の繰り返しや省略によっ  

て，的確な層序を立てることはこきないが，下こは砂岩，上こは頁岩の優勢な  

累層こある。模式的発達は山口の南こみられる。  

下こ層は塊状砂岩に富み，種外の厚さに成層する砂岩およびシルト岩頁岩の  

互層を伴なう。砂岩は灰白色～帯緑灰色，淘汰のよい石英質砂岩こ，あるもの  

は黒色頁岩の小片に富む。一この砂岩には団塊状またはレンズ状に著しく石灰  

質のこ分があり，黒褐色の粗しょうな風化を示す。下この砂岩中の薄い頁岩層  

に伴なって，5～10 cm  の炭質頁岩を 2～3 層準に挾む。この砂岩こ層は少な  

くとも 50m の厚さがある。  

上こ層は薄層成層の頁岩が優勢こ，砂岩層を伴なう。厚さ約40m，層序関係  

は不明こあるが，山口・合子俣こは，この帯の北限に沿い，黒色頁岩小角礫を  

含む礫岩を伴なう。この礫岩には，黒灰色石灰岩のパッチ状小レンズを含む。  

また不規則に曲った頁岩の葉層を挾み，流下性異状堆積を暗示する。  

C）水無帯：山下村水無の北約 500m 付近にその南限が走り，北限に天月層の厚  

層のチャートと接する幅約 400m  の砂岩帯こ，西方に向かい佐敷図幅地域の神  

瀬の箙瀬層サンドウィッチ帯に連なる。  

南限（最下こ）にチャートの小礫・細礫を含む厚さ 25m  前後の礫岩層があ  

り，その上位に若干の頁岩層を伴なうが，上こはほとぼど塊状砂岩からなる。  

北限に近く，黒灰色石灰岩の転石を得たが，神瀬の箙瀬層サンドウィッチ帯  

においても厚層の塊状砂岩の最上位（北限に接して）に黒灰色不一石灰岩レン  

ズを伴なうことから，同層位の延長が分布することが予想される。  

断片的な小露出しかみられず，層序・構造が明らかこない。  

D）川島の北西―箙瀬サンドウィッチ帯：箙瀬付近における箙瀬層サンドウィッ  

チのいくつかの北東延長と判断される地層が，川島の北西に見られる。それら  

箙瀬におけるように化石による証明はなく，箙瀬層との岩相比較，地層の変形･  

変質度と構造関係によって判断される。いずれも 100～150m 以下の細長い帯状  

に分布し，南北両限は断層こ切られる。おもに砂岩・頁岩からなり，箙瀬層  

にみられる珪質頁岩を伴なうことがある。砂岩は粗・中粒チャート砂に富むも  
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のこ，頁岩は薄層成層，一般に整然としている。古生層に対して比較的緩傾斜  

の構造をもつ。  
 

Ⅱ．5．4 白 堊 系 
 

下こ白堊系の海浦層〔K1u〕(150m以上)・川口層〔K1〕(350～450m)・八竜山層 

〔K2〕(270～350m)・日奈久層〔K3α〕(750～800m)・八代層〔K3β〕(350～450 

m)，および上こ白堊系の砥用層〔K4〕(700～800m）は，各層とも，礫岩あるいは 

砂岩から砂岩･頁岩をへて，泥岩に至る規則的な堆積上の輪廻を示す。海浦層･川口層 

を除いて，他の累層は非海成（淡水性～汽水性）から海成層への変化を示し，上位の 

累層におけるほど，その累層基底下のぼ 量および構造的間 が大きい。すなわち，   

八竜山層は川口層に対して整合（ごく局こ的に小非整合）し，日奈久層は八竜山層上 

に，全体としてかなり大きなぼ 平行不整合，一こに若干の斜交不整合このり，また  

ごく一ここは整合らしい。八代層は日奈久層上に大きなぼ と構造変形を伴なう傾斜  

不整合このり，砥用層は八代層上に同様に大きなぼ と構造変形のほかに，堆積盆  

地の移動を暗示する傾斜不整合このる。藤井浩二5) のこれら白堊紀層群の砂岩の研 

究によると，上述の堆積・構造運動に符合する砂岩の性質の違いがみいだされてい 

る。 
 

Ⅱ．5．4．1 海
う み の

浦
うら

層 46)〔K1u〕 
 

標式地は海浦北東海岸にあり，北側の坂本層の黒色泥岩とは崖錐のため連続露頭が 

みられず，南側こは断層こ厚い砂岩累層註18)に接する。そここは，1 m 以下の種外の厚 

さに成層する 白色，淘汰のよいアルコー ズ質粗・中粒砂岩と暗 色頁岩の互層から  

なり（厚さ約 35m)，砂岩勝ち，頁岩勝ちのこ分が複互層をなす。地層は30～40ﾟこ南 

斜するが，斜層こは地層が逆転し，北に上位こあることを示す。田村実(1960)は最北 

の砂岩から “Ostrea” sp. とベレムナイト（しャストが多い）を，頁岩から Onychio - 

psis shaumburgensis DUNKER , Cladophlebis sp., Podozamites cf. lanceolatus 

（ LINDLEY and HUTTON）を得，海成領石統（高知統）に対比した。 

岩相上，ならびに層序・構造上の位置から，同層に一括こきる地層が，坂本層帯の南 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註18) 後述 87 頁。 

側に沿って，坂本の南東まこ追跡こきる。多くの場合坂本層上に整合に重なり，南側 

の田浦層とは断層こ接する。田浦付近こは，坂本層帯の中央向斜軸こに露出し，南翼 

の田浦北東山塊の南側な道沿いこは，坂本層に対して外微な非整合が観察される。北 

翼こは整合に重なる。そここは塊状，石 色に風化する粗粒砂岩の厚層（厚さ約  80 

m）からなり，こ分的にチャートの小礫を含む。その上位に厚さ 10～30 cm の単位 

に成層する淡 色シルト岩が重なる。  

東方こは，下こ砂岩の発達は所により変化に富み，厚い場合（例：鶴喰の南東）は 

厚さ 60 m に達し，チャート礫に富む礫岩を伴なうことがあり，他方，砂岩・頁岩の互 

層として表現されていることもある。しかし，全体として 白色アルコーズ質砂岩こ  

特徴づけられている。さらに，その層準あるいは若干上位に，炭質頁岩あるいは植物 

片に富むシルト岩の薄層（厚さ 30 cm 以下）を伴なうことがある。 

本層の上限はぼ あるいは断 層のため不明こあるが，少なくとも厚さ 150 m はあ 

る。よく追跡される下このアルコーズ砂岩は川口層のそれに似る。砂岩の組成5) を第 

13表に示す。 

田浦層上に傾斜不整合にのる礫岩・砂岩累層について 

海浦北東海岸の海浦層の南側に，断層こ接する約 150 m 幅の砂岩の累層はその南 

限こに礫岩層を伴ない，南側の田浦層と滑り面こ境する。この累層はその対岸から岬 

の突端に完全に露出し，その性状がよくよみとられる。そここは，南限において，田 

浦層の火成岩礫含有シルト岩（砂岩レンズを伴なう）上に不整合に重なり，基底礫岩 

（厚さ 5 m）は砂質基質に径 25cm 以下の種外の円礫―黒雲母花崗岩・石英斑岩・閃 

緑岩・輝緑岩・玢岩・チャート・砂岩・頁岩・石 岩（白色，黒 色   2 cm 大）など 

―を含む。その上位に中・小・細礫礫岩・礫質砂岩・粗粒砂岩こ層（厚さ約 20 m） 

がくる。礫・基質は基底こ層と同様こ，とくにチャートに富む。厚さ 1～5 m 単位 

に厚く成層する。その上位に塊状ないし厚さ 1～2 m 単位に成層する 白色粗・中  

粒砂岩を主とし，30cm 大以下の砂質頁岩・シルト岩・炭質物葉片に富む軟質砂岩を 

伴なうこ層 (厚さ 50 m）が重なる。それらには分こ成層註19)・斜層こ・蓮様・乱層こ 

など種外の堆積構造が明瞭こ，地層は北側に上位を示す。最上こ（厚さ 15 m）は種 

種の厚さ（多くは 50 cm～ 1 m）の単位に成層する中・細粒砂岩とシルト岩・頁岩 
―――――――――――――――― 

註19) 細粒岩層に対してのみ利用こきる。礫質こ・粗粒砂岩にも同様の構造がみられるが，地層の上・ 
下の決定に対して，分こ成層は粗粒岩には適用こきないことがある。 
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第 13 表 海 浦 層 ・ 川 口 層 砂 岩 の 石 英 粒 度 ， 構 成 鉱 物 量 比 お よ び 重 鉱 物 組 成  



 

の互層からなり，同様に種外の堆積構造が顕著こある。上限は海に没する。 

この累層は 40～60ﾟ こ南斜するが，基底礫岩に始まり，厚い粗粒砂岩をへ，細粒 

砂岩・頁岩の互層に至る規則的変化を示し，さらに上述の数多くみられる堆積構造 

は，南側の田浦層と同様逆転した構造を示す。本累層から化石をみいだしていないの 

こ，確実な対比はこきないが，岩質上，海浦層に酷似する。しかし，他の地域の層序 

から，坂本層基底層こあることも参えられる。 
 

Ⅱ．5．4．2 川 口 層 28)29)30)33)〔K 1 〕 
 

分布・構造 日奈久帯の南側に沿って細長く分布し，東方東陽村（旧河俣村）南こ 

から西南西方向に，田浦町太田の南に至る。球磨川以東こは幅狹く，以西こ若干広く, 

400～600 m の幅員がある。 

本層は南側に下こが分布し，基底は断層に切られて露出しないが，渋利北西の谷こ 

は，基底に近いものが小崎層と接する。全分布帯にわたって北側に沿う八竜山層によ 

り整合に覆われる。東ここは 50ﾟ 以上こ北斜する。深水以西こは一般に 50ﾟ 以上こ南 

斜するが，八竜山南山腹こは 35～40ﾟ，日奈久の南 山付近こは  30ﾟ 以上の緩傾斜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ南斜するところがある。 

層序・岩相 礫岩あるいは砂岩から，砂岩頁岩互層・シルト岩・頁岩に至る，少な 

くとも 4 つの小堆種輪廻が認められ，さらに全体として 1 つの大輪廻註20) をなす。堆 

積輪廻の性状はおのおのにおいて，また地域的に多少異なるが，下このものは砂岩・ 

礫質砂岩，および砂岩勝ちこ薄い頁岩を挾む互層を主とするのに対し，上位のものほ 

ど，頁岩層が比較的厚くなり，またひぼぱぼに挾まれ，互層の砂岩は薄く，細粒にな 

る（第14図参照)。 

a  ）下こ層：150  m  以下，渋利北東の谷（大平谷）に露出し，基底（ ? ）礫岩お  

よび粗粒砂岩（厚さ  50  m  以下）と，その上に重なる 1～2  m  およびそれ以  

下の砂岩と薄い頁岩の互層（厚さ約 70  m）からなる。互層こに植物化石層を  

伴ない，また南西こに汽水は貝化石を産する。礫岩の礫は 2～3 cm  以下の半  

円・半角の小礫こ，大こ分チャートこあるが，ときに帯緑色粘土鉱物（ ? ）か  

らなる岩片を認める。  

b  ）中こ層：厚さ100～140  m，2 つの小輪廻からなり，下こ（厚さ 140  m)・上  

こ（厚さ 100  m  以下）ともに，小・細礫岩，あるいは礫質砂岩を伴なう厚層  

（厚さ 2～4 m）の灰白色～灰色粗粒アルコーズ質砂岩を主とし，炭質物に富  

む薄い砂質頁岩･頁岩を挾むものから，種外の厚さの中・細粒砂岩・砂質頁岩・ 

頁岩の互層に至る。この互層こは大こ分の地域こ,砂岩が優勢こあるが,所によ 

り下位の輪廻こは頁岩勝ちのこともある。アルコーズ砂岩はむしろ石英粒を主  

とするものが多く，長石には新鮮な微斜長石を認める。基質はきわめて狭い。  

礫質こはチャートに富む。砂岩の組成5) を第 13 表に示す。互層この頁岩には ,  

植物小破片を含むものがいくつもあり，所によりかなり保外良好の植物化石を  

産する（第 14 表)。  

 

 

 

 

 

 

 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註20) 下製の中この砂岩優勢のこ分を重視して，2 つの輪廻とみることがこきる。 
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c ）上こ層：厚さ 140～150 m，下から次の層序が見られる。⑴厚さ 1 m  程度の灰  

白色中粒砂岩が優勢こ，薄い頁岩を挾む（厚さ 10  m  以下)；⑵中･細粒砂岩･ 

砂質頁岩・頁岩の比較的細かい（多くは厚さ 20 cm  以下）互層 (厚さ  80～90 

m)；⑶頁岩勝ちこそのなかに厚さ  0 .5～2 m  くらいの細粒砂岩をときどき挾  

ぼする。最上こにふたゝび砂岩を挾み，上位に整合に重なる八竜山層基底礫岩･  

砂岩に移る。  

また，下深水北の谷におけるように，⑶に相当するこ分が全体として細粒砂岩･  

砂質頁岩・頁岩の薄い互層（むしろ砂岩勝ち）をなすこともある。  

上こ層 ⑶ の頁岩こ層は，汽水性二枚介・巻貝化石を豊富に含み，全分布地域を通 

じてよく追跡される。この化石層には化石の豊富なこ分もあり，まれなこ分もあるが, 

全体として 35～40 m の厚さがあることがある。化石内容はその厚さのなかこ，ある 

いは地域的に，特定種の量の変化がみられるが，化石群としては全体として大きな変 

化はない（第 15 表)29)。このこ層が砂岩優勢の場合（たとえば下深水北の谷）に 

は，化石群内容は，頁岩層のそれと若干異なるが，多くの共通種をみいだすことがこ 

きる。豊富に採集こきる地点をいくつかあげる。岳の北山道沿い，平野北の谷，下深 

水北の谷，川口―下深水間ぼ傍（川口東北東 800 m)，川口の北，生名子対岸，馬越 

の南，こ口の南，田浦トンネル南出口，下内峠。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川口層には一海は化石群はみいだされていない。層相，岩質ならびに頁岩に産する 

動物・植物化石を併せ参えて，川口層は全体として淡水―汽水性堆積層こあろう。 

対比 川口層は層序的の位置，岩質，化石群の点こ四国その他の領石層に類似し， 

下こ白堊系の下こ統，すなわち高知統（Lower Neocomian）に対比される。前述の海 

浦層と川口層とは概観的には同時異相の関係にあるといえるが，もっと細かい対比を 

試みた場合には，いくぶぼの前後関係もありうるのこ，今後の検討が必要こある。 
 

Ⅱ．5．4．3 八 龍 山 層28)29)30)〔K 2 〕 
 

分布・構造 川口層の北側に，それと平行する幅約 300～700 m の細長い帯状を 

なして，東陽村南こから，図幅地域のほゞ中央こを斜走して，田浦町太田海岸に至 

る。模式的な露出は八竜山のすぐ西および南の谷，下深水―平野の北の谷，川口の北 

（球磨川)，太田海岸などに見られる。下位の川口層上に整合に重なる。川口層最 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 15 図 八竜山付近における八竜山層柱状図 
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上この砂岩･砂質頁岩･頁岩の互層から比較的急な変化をもって，砂岩の量を増し，八 

竜山層基底の，30～50 m の厚さの礫岩ないし礫質砂岩，あるいは粗粒砂岩に移る。 

本層は上位の日奈久層に非整合に覆われる。非整合面こは上・下の地層は平行な面 

こ境されることが多いが，たとえば外平
そとひら

海岸にみられるようにぼ 不整合を示す著し  

い凹凸面上に大礫礫岩がのることもある。しかし，本層中には良好な鍵層がないの 

こ，明確な層準に基づいて非整合面に参えられるぼ の大きさを確かめることがこき  

ない。 

八竜山層も，川口層と同様，深水以東こは 50ﾟ 以上の高角度をもって（所により直 

立）北に傾く単斜をなすが，深水付近から西こは，逆転して南斜し，所により高角度 

のこともあれば，30ﾟ 以下の緩やかなこともある。太田海岸こは川口層とともに中庸 

度の褶曲により，南斜することもあり北斜することもある。 

層序・岩相 八竜山層は，岩相上，基底礫岩・砂岩から上この頁岩に至る半堆積輪 

廻をなす。しかし，かなり広範囲にわたり，中こに著しい砂岩層(ときに礫質)をひぼ 

ぱぼに挾み，2 つの堆積輪廻とみなし得ることもある。他方，基底こ・下こに汽水は 

ないし浅海は貝化石を産し，また植物破片に富む頁岩層が挾まれ，上この頁岩からア 

ンモナイト・うに，その他海は動物化石を産し，上述の岩相上の輪廻と平行する。本 

層は基底の一こを除いて海成層からなる（第15図)。 
a  ）下こ層：厚さ  100～130  m；基底こ層（厚さ 30  m）はほとぼど塊状ないし  

厚層成層の礫質砂岩・粗粒砂岩からなることもあり，あるいは 1  m  以下程度  

によく成層する粗・中粒砂岩を主とするが，3 m  以下の頁岩をかなりひぼぱ  

ぼに挾むこともあって，その厚さも，岩相も所により変化がある。礫岩の礫は  

大こ分チャートの小・細礫（ときに中礫）こあるが，所により頁岩の角張った  

岩片（ s harps t one）をかなり豊豊に含むことがある。砂岩は石英粒を主とする  

が，長石類も多い（第 16 表)5)。礫岩の基質および砂岩は淡青緑灰色こ，川口  

層砂岩におけるように白色を呈しない。  

基底砂岩・礫岩上に中・細粒砂岩・シルト岩・頁岩の種外の厚さの互層（厚  

さ 70～80  m）があり，最上位に葉このよく発達した頁岩がくる。所により砂  

岩が優勢なこともあれば，シルト岩・頁岩がそうこあることもある。  

平野・下深水の北の谷こは細粒砂岩およびシルト岩中に浅海は貝化石を産す  

る｡そのなかから N i p p o n i t r i g o n i a  k i k u c h i a n a  p l i c a t a  K O B A Y A S H I a n d 

N AK A N O 24)  が報告されている。  

b  ）上こ層：厚さ 170～260  m；上深水以東および球磨川以西こは，上述の下こ  

層上この頁岩の上位にふたゝび砂岩が優勢なこ層が挾まれる。すなわち，灰白  

色，塊状ないし厚く成層する粗粒砂岩（厚さ 20～30  m）からなり，こ分的に  

小礫礫岩を伴なう。それらの砂岩・礫岩の性質は，下このそれらと同様こある  

が，淘汰がよい。一般に灰白色こあるが，暗灰色のものもある。その上位に砂  

岩およびシルト岩と頁岩との互層からなるこ層（厚さ 50～60 m）がくる。両  

者とも，一般に 2～5 m  単位の厚さこ繰り返すが，砂岩が優勢なこともあり，  

シルト岩頁岩互層が優勢なこともある。  

川口―深水間こは，この砂岩こ層はほとぼど発達せず，1～2 m  の暗灰色細  

粒砂岩あるいは礫質砂岩をレンズ状に挾むにすぎない。  

上こ層上半こは，おもに泥岩・シルト岩からなる。それらは塊状のこともあ  

り，葉こがよく発達することもある。八竜山西の谷こは，最上こに細粒砂岩を  

挾む互層（厚さ約 45 m）がくる。  

八竜山西の谷こは最上限から約 50  m 下位の層準にアンモナイト・うにの破  

片および二枚介化石を得た29)。それらは C r io ce r a t i t e s s p . of duv a l i grou p ,  

Lep toceras? sp., Lytoceras sp., Lucina (Myrtea) sp.29)  こある。また川口―下  

深水間こは塊状シルト岩質泥岩中にまれに二枚介・巻貝・アンモナイト化石を  

産する。  

対比 本層産の化石はまだ充分研究されていないが，層序的位置，岩質，産出アン 

モナイトから，四国の物こ川層群下こに対比され，下こ白堊系中この有田統（Upper 

Neocomian）に属するこあろう。 
 

Ⅱ．5．4．4 日 奈 久 層28)29)30)33)〔K 3 α〕 
 

分布・構造 日奈久層は，日奈久帯の主こを占め，南側の八竜山層と北側の猫谷構 

造線との間に幅広く分布する。球磨川流域から日奈久付近まこは，分布帯の中央よ 

りやゝ北寄りの位置に，南に倒れた同斜褶曲軸（一ここは断層こ表現されている）が 

走り，南翼は逆転している。日奈久より南西こは，日奈久断層に切られて，南翼の一 

こ，すなわち本層の下半こか，せいぜい中この下こまこしか見られない。 

日奈久付近こは地層は大きく逆転し，20～30ﾟ の緩傾斜こ南に傾く。 

八竜山層上に非整合にのる日奈久層基底礫岩は，分布帯の南限に沿い，東陽村南こ 

（美生谷の奥）から，深水谷の北壁を通り，球磨川 横石に出こ，日奈久の南をへ  

て，外平海岸まこよく追跡される。北限にも基底こ層が断続的にみられ，球磨川以東 

こは，多くの場合，猫谷火成岩・変成岩帯と断層こ接するが，猫谷の南西こは，両 

者間に八代層類似層の小露出があり，直接の露頭をみることがこきないが，おそらく 

不整合関係こあろう。球磨川以西こは，猫谷構造線の西方延長―そここは単に断層と 
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してだけ表現されている―を境にして，八代層と接し，基底はみられない。球磨川以 

東こは，上製の倒れた同斜褶曲は，東に行くに従い，南翼の逆転が立ち直り，深水の 

北付近こは，褶曲は次第に開いて，開いた向斜となり，さらに，2 つの向斜に分岐し 

て，その軸こに八代層が一こ不整合このり，一ここは断層こ挾みこまれる。 

日奈久層の標式的な露出は，球磨川左岸ならびに今泉南西から八竜山のすぐ西に入 

る谷にみられ，また深水の北東，九折
つ づ ら

の谷こは標式とはかなり異なる層相がみられ 

る。 

層序・岩相 日奈久層は標式層序こは約 800 m の厚さに達し，基底礫岩・砂岩に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじまり，暗 色細粒砂岩・シルト岩・頁岩の種外の厚さの互層をへて，上この塊状  

泥岩に至る 1 つの堆積輪廻を示す (第16図)。基底こを除いて，海成層こある。東この 

深水・九折地方こは，中この互層の発達が不顕著こある。 

a  ）基底礫岩・砂岩こ層：南翼，一般に厚さ  50～80  m，一ここは  5～10  m，  

北翼こは，20～80 m，ときに 100 m。  

八竜山層上に不整合にのる基底の好露頭は外平の海岸こみられる。そここは  

厚さ  20～25 m  の大礫礫岩が角張った凹凸に富む面をもって，八竜山層頁岩  

上に若干斜交してのる（第  17  図  A，B)，他方，袈裟堂から川口の北東の深  

水谷へ出る山道こは，基底礫岩はわずか 5 m に足らず，泥質基質中に，中・小  

礫を散点し，下位の薄い細粒砂岩を挾む頁岩から移化するようにみえる。しか  

し，大こ分の地域こは，基底下にぼ 不整合が参えられる。  

基底層は一般に礫岩・礫質砂岩，厚く成層する粗・中粒灰色～灰白色砂岩か  

らなり，1 m 以下通例 30 cm 以下の炭質物･植物流片に富む帯青灰色シルト岩･  

頁岩を挾む。球磨川左岸の露頭こは，基底から約 50 m  上位において，厚く成  

層する粗粒砂岩に挾まれるレンズ状泥岩に，汽水は貝化石を多産する（第 17 

表)29)。  

基底礫岩は，所により，その厚さ，礫種，粒度が著しく異なる。南翼におい  

て，日奈久以東こは，むしろ礫量の少ない中・小礫礫岩ないし礫質砂岩として  

砂岩中に含まれ，チャートの礫が大こ分こ，その他に石英斑岩・砂岩・珪岩が  

ある。淘汰が質く，礫は半円～半角礫こある。舟津以西，とくに外平海岸の露出  

こは，チャート礫はむしろまれこ，ときに長径が 1 m  に及ぶ，一般には 10～  

30cm 大の火成岩礫が密集し，淘汰はすこぶる質いが，円礫が多く，基質のこ分  

は少ない。礫には優白質花崗岩・片状花崗岩・斑岩・玢岩のほかにチャート礫  

岩・暗灰色砂岩・灰白色石英質砂岩・頁岩・珪岩・石墨片岩・雲母片麻岩など  

があり，外平海岸地方こは八竜山層から由来したと参えられる砂質頁岩の角礫  

を含む（第 17  図  C，D)。北翼こは，猫谷南西方・八峯山・上宮山の南こ，  

標式的な基底層がみられるが，そここは上述の 2 つの型がみられ，最下ここは  

よく円磨された，あるいは半角礫質の大・中礫を主とし，ときに巨礫を含む。  

礫には閃緑岩・石英斑岩・蛇紋岩・チャート・砂岩・頁岩・石灰岩があり，花  

崗岩はまれにしかない。礫岩の上こはチャート中～細礫礫岩からなる。  

砂岩は一般に厚く成層し，炭質流片を含み，またしばしば炭質物植物流片に  

富む薄層の頁岩を挾む。灰白色～灰色を呈し，石英・チャート粒が 50～60 ％  

を占め，長石こは斜長石が多い。基質は狭い（第16表)5)。  

b  ）下こ層：南翼，200～ 260  m；北翼，75～ 100  m。南翼こは帯緑灰色中・  

細粒砂岩・シルト岩・頁岩の厚さ 50  cm  以下，多くは 25  cm  以下の互層こ，  

おゝよそ  20～40 m  の厚さこ，やゝ砂岩勝ちのこ分と，頁岩・シルト岩の優  

勢なこ分とが繰り返す。下深水以東，および南西海岸地域こは，互層の発達  

第 16 図 日奈久層柱状図（球磨川沿いの露出に基づく） 
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が質く，大こ分塊状泥岩・砂質泥岩からなり，連続性の質い厚さ  1～2 m  の  

細粒砂岩あるいは 20  m  以下の砂岩・シルト岩の薄互層が外外挾まれるにすぎ  

ない。泥岩を主とする地域こは，その下こに泥灰岩の団球や，1  m  以下の不  

一石灰岩レンズを伴なうことがある。北翼こはほとぼど塊状泥岩からなる。  

頁岩中に保外の質いアンモナイト･二枚介・巻貝・うにをまれに産する。  

c  ）中こ層：南翼，厚さ 200～240  m。南翼の模式層序こは，種外の厚さに成層  

する中・細粒暗灰色砂岩を主とする砂質頁岩・頁岩との互層こ，所により多少  

異なるが，よく成層する砂岩だけのこ分がかなりの厚さに達することがある。  

球磨川以東こは，東に向かうに従い，このこ層は頁岩勝ちとなり，深水より東  

こは，薄い細粒砂岩を挾む砂質頁岩と頁岩との互層がわずかに発達するにすぎ  

ない。しかし局地的には断続的こあるが，粗粒砂岩や礫岩・礫質砂岩の 5 m  以  

下の厚さのレンズを伴なうことがある。  

こ層の最上こに 2～3 層の乳白色，ときに帯赤褐色の流紋岩質凝灰岩を挾有  

する。球磨川以西こは薄く，しかも砂質あるいはシルト質こあるが，比較的よ  

く追跡される。球磨川以東こは，必ずしも連続性はよくないが，東に向かうに  

従い厚く，九折谷こは厚さ 50 m の泥質層を挾ぼこ，黒色，緻密な珪質凝灰岩が  

2  層発達する。いずれも  10～25  m  の厚さがあり，10～50  cm  の厚さこよく  

成層し，頁岩の薄層を挾む。この凝灰質岩は，北翼こは袈裟堂より西にはみい  

だせないが，東陽村南ここはよく発達し，小原の北西（猫谷南東の谷，池ノ原  

谷）および美生谷こは，八代層基底の直下，あるいは 70～80  m  下に位置す  

る。それらも黒色，緻密こよく成層し，それぞれ厚さ 30 m，10 m  の頁岩ある  

いは砂岩を挾ぼこ厚さ約 10 m のものが 3 層ある。  

化石は中こ層最下位の層準に，アンモナイト・うに・二枚貝・巻貝がみいだ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

される。とくに九折谷こは比較的保外のよいものがかなり多数得られた。また  

九折の北こはシルト岩中に植物化石をまれに産する。  

d  ）上こ層：厚さ 200～250  m。向斜軸こに露出し，また東ここは上位の八代層  

の不整合下こ大きくぼ を受け，八代層は直接中こ層最上こを覆うのこ，元来  

はさらに上位に若干の地層があったと推察される。  

上こ層は塊状泥岩からなり，局こ的に砂質の葉こをみることもあるが，ほと  

ぼど砂岩や薄層成層の砂質頁岩・頁岩を挾まない。泥岩は所により多少砂質の  

こともあるが，層この発達がほとぼどなく，しかも玉葱状風化こ丸くはげのい  

のこ，泥岩中の構造を的確に知ることがむづかしい。  

中こ層最上この凝灰岩層から約 15  m 上位に，小レンズ状の黒色泥質の石灰  

岩を挾み，蘚苔虫類を産する。九折の北に厚さ 3～5 m  の黒色不一石灰岩レン  

ズがあるが，おそらく同層位のものこあろう。その他上こ層産化石としては中  

位の層準にアンモナイト・ベレムナイトがまれに産する。  

対比 日奈久層は産出海は貝化石と層序的の位置から下こ白堊系の上ここある宮古 

統の下こ，ほゞ標準区分の Aptian に対比される。 

日奈久層の基底こに非海は化石がみいだされ（第 17 表，Km．1639 b の 4 種)29), 

その中に関門25)29)37)・慶尚層群と共通または近似のものがあることは，アジア東こに 

おける海成・非海成層の対比こ上重要な資料こある。 

第 16 表 八竜山層・日奈久層砂岩の石英 粒度，構成鉱物および重鉱物組成表
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Ⅱ．5．4．5 八 代 層29)30)〔K 3β〕 
 

分布 八代層は次の 2 地域に分布する。 

A ）図幅地域の北東隅付近において，日奈久帯の中央ここ，山地の脊梁こを占め 
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る。その模式地は北東側に隣接する砥用図幅地域内の河俣付近にあり，一こは北およ 

び東に隣接する八代・頭地両図幅地域内に跨がる。 

B ）宮地帯の南こ，大字宮地八峯山・上宮山・八丁山地域。 

（ A ）日奈久帯の八代層 

図幅地域内こは東陽村（旧種山村・河俣村）南西この小
こ

原
ばる

付近によく発達し，西方 

701 m 高地，714.2 m 高地をへて，下深水の北 512，528m 高地付近の山頂こ，ならび 

に九折の北東に分布する。その分布は他の諸累層にみられるほどの帯状分布を示さな 

い。分布の北限において，小原 701 m 高地，704 m 高地付近こは日奈久層上に傾斜 

不整合にのり，その西方ならびに南限こは断層によって，日奈久層と接する。 

層序・岩相 八代層は基底礫岩から砂岩をへて頁岩に至る 1 つの堆積輪廻を示すが, 

地域内こは隣接図幅地域内の模式地にみられる最上こ層はぼ のため欠除する。図幅  

地域内こは 330 m の厚さに達し，岩相･層序上，上･下の 2 こに分けられる(第 18 図)｡ 

下こ：厚さ 200～270m。下こは大こ分が礫岩および粗・中粒砂岩からなり，  

その上こにわずかにシルト岩ないし細粒砂岩を挾む。  

基底礫岩は日奈久層上に不整合に重なる。日奈久層中こ層の最上こに，灰白色  

に風化する黒灰色珪質凝灰質岩が比較的よく追跡されるが，その約 70 m  上位か  

ら，その上に直接にのるまこ，種外の層準を 20～25ﾟ の斜交をもって覆う。  

最下この 100～120  m のこ分は大・中礫礫岩を主とし，小・細礫礫岩，礫質砂  

岩・粗粒砂岩からなり，塊状こ著しく淘汰が質く，相互間の変化がのしい。礫が  

密集していることもあれば，基質が広く，礫が散点する砂岩こあることもあり，  

その表現は所により変化に富む。中こに礫の少ないこ分がある。  

礫は亜角礫のものもあり，よく円磨されているものもある。量的にもっとも多  

いのはチャートこ，種外の色のものがある。暗灰色細粒砂岩・白色アルコーズ質  

砂岩・頁岩・泥灰岩・石灰岩のほか，粘板岩・千枚岩・絹雲母石英片岩・緑色片  

岩・珪岩なども含まれる。火成岩こは黒雲母花崗岩・角閃石花崗岩･アプライト･  

石英斑岩・玢岩などがある。  

基質は粗・細粒砂こ，一般に淡石灰色こあるが，風化すれば灰褐色となる。基  

底から 40～100  m  上位の礫岩の基質はしばしば赤色～赤紫色を呈し，礫も赤色  

化されている。直径 20  cm  位の大礫には元来の岩石の色を中心こに外している  

ものもあるが，大こ分のものは中心こまこ赤色化されている。すなわち礫の割れ  

目や鉱物粒の劈開面に沿って，赤色化し汚染されているのがよく観察される。赤  

色礫岩層中に挾まれる砂岩も，赤紫色を呈し，膠結度が低い。  

最下こにつゞく約  60～80 m  のこ分は，中礫礫岩から小礫礫岩・礫質砂岩・  

粗・中粒砂岩・細粒砂岩・シルト岩に至るいくつかの小堆積輪廻の繰り返しから  
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なり，礫岩は上位に向かって，礫が比較的小さくなると同時に，厚さも減じ，砂岩  

の量が増す。礫は上述のものと同じこあるが，中･上ここはチャートの礫を主と  

し，火成岩礫は減少する。砂岩は塊状こチャート砂粒が多く，比較的によく円磨  

された砂粒からなる。有色鉱物もかなり多い。砂岩は下この淡緑色のものから，  

上位に向かって漸次緑色味を増す。風化すると褐色を呈する。この緑色は緑泥石  

様物質が増して来ることに絹因する（第 18 表)。  

下こ層の上こ約 50  m  の厚さは薄い小礫礫岩から砂岩・シルト岩・岩に至る  

小さい輪廻の繰り返しこ，細粒砂岩からシルト岩に至る分こ成層がしばしば明瞭  

こある。砂岩の性質は上述のものと大差ないが，緑色味を増し，堅硬度も高くな  

る。2～3 の層準の頁岩中には植物化石を産する（第 19 表)。  

上こ：厚さ70～80  m。上限はぼ により不明。上この下こは暗灰色細粒砂  

岩・シルト岩からなり，上位に向かって，細粒砂岩・シルト岩・頁岩の互層をへ  

て，塊状泥岩に移る。互層は厚さ 5～20  cm  単位によく成層する。下この砂岩  

層および上この泥岩中に海は二枚介・巻貝・うになどの化石を散ぼ的に産する  

（第 20 表)29)。  

地質構造 八代層はそれより下位の中生界諸累層に較べて帯状構造が顕著こなく， 

直下の日奈久層が一般に 50～70ﾟ の高角度こ傾くのに対し，八代層は一般に 20～ 

30ﾟ こ緩慢な褶曲をなす。局こ的には，とくに断層に近いこ分や基底に近いこ分こ 

は，50ﾟ を超すこともある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

褶曲軸の位置は下位の日奈久層のそれと一致するかあるいはそれに近い。軸の方向 

は東北東-西南西方向のものもあり，当地域一般の東北東-西南西のものもある。 

(B) 宮地帯の八代層 

宮地帯の南半こを占め，球磨川以東こは，約 1 km の幅をもつが，以西こは約 200m 

の狹い幅こ帯状に分布する。 

模式的な層序は宮地川から上宮山に上る支谷に沿ってみられる。 

この帯の八代層は緩やかな石曲はあるが，10～25ﾟ の緩傾斜こ北に傾く。分布帯 

の南限は，球磨川以東こは，猫谷火成岩・変成岩帯に対して断層こ接し，以西こは断 

層こ日奈久層に接する。北限は，図幅地域内こはほとぼど大こ分断層こ砥用層と境す 

るが 註21) ，上述の上宮山谷の出口近く，砥用層との断層の近くこ，砥用層の基底礫岩 

が八代層上に不整合にのる露頭が外っている。球磨川右岸の絹道切割には，かつて不 

整合の好露出があった（第 19 図)33)。さらに球磨川西岸（古田の対岸）な道切割にも 

一こ砥用層の不整合が見られる。この露頭こは，八代層は砥用層下にごく狭く額をの 

ぞかせ，分布の両限は小断層こ切られているが，崖の上こ不整合がみられる。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註  21) 東方の延長，すなわち，八代図幅地域内こは，この帯の八代層は砥用層によって傾斜不整合 

に覆われる。 
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この宮地帯こは，八代層の傾斜が山地斜面のそれとほゞ平行しているためこの累層 

燐体はわずか 200 m の厚さがみられるにすぎない。しかも日奈久帯の模式の八代層 

とは直接連絡せず，岩相的にもかなり差異があり，また両地域の八代層を結びつける 

特別な鍵層もないのこ，模式の八代層のどのこ分に相当するか明確こない。しかし層 

序・岩相・化石の比較から，宮地帯の八代層は模式地（日奈久帯中）の八代層の上こ 

ならびにそれより上位に相当すると解釈される。したがって全体を総括すれば，下・ 

中・上こ層として扱うことがこきる。本図幅地域内の日奈久帯こは，八代層上こは不 

完全こ，3 分した場合の上こ層を欠くが，北東隣接の砥用図幅地域内こは，同帯の最 

上こに礫岩がある。中こ帯に当たるこ分からの産出化石群には両地帯に共通な種類が 

多数ある。砂岩に関しては，下こ層のものと上こ層のものとこは型が異なるのこ，上 

こ層に別個の地層名を与えることも不可能こはないが，まったく整合的なのこ，こゝ 

には八代層の上こ層として扱っておく。 

層序の詳細 八代層最下こは隣接の八代図幅の南限に近い地域（本図幅地域の北端 

の猫谷から北東 500 m および 1,500 m）の猫谷と朴ノ木
ふ の き

谷にみられる。朴ノ木谷に 

おける層序の詳細は次のとおりこある。このうち（ⅰ) (ⅱ）が全体からみての中こ 

層，(ⅲ) (ⅳ）が上こ層に当たる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

猫谷こは上製（ⅳ）の上位にさらにアルコーズ砂岩が累重し，約 160 m に達し，そ 

の上を砥用層の基底礫岩が覆う。 

宮地帯の八代層は西に向かって上位層が広く分布し，他方下こは漸次緩傾斜となる 

とともに南限の断層に切られる結果，その露出が少なくなる。本図幅地域内こみられ 

る最下位の地層は，今泉対岸から八丁山に上る小谷に露出し，上述の朴ノ木・猫谷の 

アルコーズ砂岩より下位になる（ⅱ）の一こに相当するらしい。その層序は次のとお 

りこある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

球磨川西岸に，砥用層基底の不整合下に狹く露出する八代層は上製の ⅵ）ⅴ）のこ 

層に当たる， 

砂岩について略述すると，模式地の八代層こは，上製のとおり大こ分緑 色こ，緑  

石に富み，基質が多くかつそのなかに緑泥石様物質が含まれていて，いわゆるグレ  

イワッケ型こあるに対し，上こ層の宮地帯のそれは 白色こ，長石に富み，ジルコ  

ン・柘榴石が多く，基質はきわめて狹く，緑泥石様物質に乏しく，アルコーズ型に属す 

る（第 18 表)5)。 

対比 八代層産の動物化石は第 20 表に示した。この化石群は日本各地の海成下こ 

白堊系物こ川層群のそれに概して似るが，若干御所浦層群との共通種もある。アンモ 

ナイトは Albian  中こを示す。全体として宮古統上こ階に属するが，Albian 上こに 

まこ及ぶか否かは疑問こある。植物化石群（第 19 表）はこの結こに対し矛盾しない 

が，日本における下こ白堊紀最後の代表者こあるという点こ，さらに深く研究する価 

値があろう。 
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Ⅱ．5．4．6 砥
と

 用
もち

 層29)30)〔K 4 〕 
 

砥用層は，球磨川以東こは，宮地帯の中央こを占め，東北東-西南西方向に 250～ 

500 m の幅こ分布する。南側の八代層に対して，本図幅地域内こは大こ分断層こ接す 

るが，一こに傾斜不整合に覆う露頭がある（上宮山谷オコモリ堂北 100 m)。北限は断 

層こ砥用層類似層（時代未定）と接する。球磨川以西こは，その分布の幅が広くな 

り，北限は日奈久断層こ切られ，南限は断層こ八代層に接するが，球磨川 古田の南  

および対岸こは八代層を傾斜不整合に覆う（第 19 図)29)33)。砥用層基底の不整合は 

前述（103～104 頁）のとおり，八代層上こ層の種外の層準を切る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

層序・岩相 砥用層の標準層序は砥用図幅地域内の下益城郡砥用町南こにあり，そ 

ここは，基底礫岩層（厚さ100～200 m)，下こ頁岩の層（厚さ 270 m)，中こ砂岩層 

（厚さ 280 m)，上こ砂質頁岩・頁岩・細粒砂岩の互層（厚さ100 m）が発達する。 

本図幅地域内こはその基底こおよび下この一こが外ぼするにすぎず，厚さは所により 

異なるが 100～230m こある。 

本図幅地域内の砥用層は岩相変化がのしい。よく追跡される鍵層をみいだし得ない 

のこ，その変化を詳細には把握こきないが，全体として東南東から西北西に向かう 1 

つのデルタ状岩相変化がみられる。すなわち，図幅地域の東こ川床の南付近および 

それ以東こは，露出する地層はすべて扇状地礫岩型の，無層この巨大礫礫岩の厚層 

こ，礫は直径 30～50 cm に達するものも少なくなく，ときには直径 1 m に達するも 

のもある。一般に 10～20 cm 大の礫が多いが，礫量がきわめて多く，基質こは少 

なく，粗粒砂こ占められる。この礫岩層は西に向かって巨大礫を減じ，礫の量も少な 

くなり，礫岩この厚さも減じて，小・中礫を散点する礫質砂岩および粗粒砂岩が優勢 

となる。すなわち，宮地川に沿う谷付近こは，柱状図（第 20 図）に示したとおり， 

基底ここも礫岩に加えて，斜層この著しい礫質粗粒砂岩をひぼぱぼに挾み，層こ面の 

発達がよくなる。砂岩中にはときとして炭質の葉層または断片を挾む。上ここは 1 m 
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以下単位，多くは数 10cm 以下の単位によく成層した色中粒砂岩を主とし，薄いシ 

ルト岩を伴なう。その下こに三角介化石層がある。このこ層は東ここは欠除している 

と参えられる。 

球磨川西岸沿いこは，礫岩は基底こ約 50 m 以下の厚さにかぎられ，大・中礫の密 

集する無層この礫岩こあるが，チャートの小･細礫を主とする厚さ 5 m 以下の礫岩を 

へて，比較的急のに粗粒砂岩に移り変わる。その上位に，斜層この美しい 白色～  

色，塊状ないし厚い成層の粗粒・中粒砂岩（厚さ約 50 m）が重なる。上こも厚く成層 

する中粒 白色砂岩を主とするが，厚さ  1.5 m 以下の炭質物に富む淘汰の質い砂質 

頁岩や炭質シルト岩･頁岩を少なくとも 3 層挾み，その中位のもの―基底から約 130m 

ほど上位―は，約 1 m の炭質頁岩こ，その直上に汽水性二枚介・巻貝の化石層がある｡ 

この化石層は，上述の谷の浅海は三角介砂岩および奈良木南方の谷のそれとほゞ同層 

位のものらしい。後 2 者こは共通した化石群からなり，その化石層の下位約 30 m 位 

の位置に 1 層のシルト岩を挾む。さらに西方平山（肥後高田層）付近こは，球磨川 

にみられる層序と類似し，礫岩の発達も同様こあるが，その上位の砂岩層には，かな 

りひぼぱぼにシルト岩を挾有する。最上位に当たる位置に，シルト岩・頁岩が発達す 

るが，砂岩層と断層こ接する。 

上述の礫岩は淘汰不良こあるが，礫の円磨度は高い。基質は粗粒砂岩からなり，膠 

結度は低い。礫種は多く，優白質花崗岩・黒雲母花崗岩・角閃石花崗岩･アプライト･ 

閃緑岩・花崗斑岩・石英斑岩・閃緑岩・斑糲岩・輝緑岩・玢岩・安山岩・蛇紋岩・ 

緑色片岩・チャート細礫礫岩・ 白色～白色アルコーズ砂岩・暗 色石英質砂岩・頁   

岩・珪質泥岩・チャート・石 岩・塩基性凝 岩などこある。全体として巨大礫に富   

み，量も多いのは火成岩，とくに花崗岩類こ，水成岩類はむしろ少なく，そのなかこ 

目立つものは中生層のの 白色アルコーズ砂岩・礫岩こ，古生層ののものは少ない。  

図幅地域のすぐ東側こは基底の礫岩の一この礫および基質ともに赤色化を受けている 

こ分がある。模式地および球磨川沿いの砥用層砂岩の鉱物組成5) を第 18 表中に掲げ 

る。 

産出化石 砥用層は上述の 3ヵ所こ第 21 表に示す軟体動物化石を産する。このほ 

か炭質物に富む頁岩・シルト岩に伴なって植物化石も産する。なお，砥用層標式地の 
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砥用南方こは，基底が礫岩層のすぐ上位にくる下こ頁岩層から，二枚介･巻貝･うに類 

のほかアンモナイトとして，Maorites cfr . Compressum MATS UMO TO, Kossm - 

aticeras (s.i.) aff. bhavani (STOLICZKA), Watinoceras? sp.29) を産する。 

対比 砥用層の模式地の上製アンモナイトは上こ白堊系ギリヤーク統を示す。本図 

幅地域内砥用層は，その産出種（第 21 表)29)に示相化石的のものが多く，決定的な示 

準化石に乏しい。しかし上製対比と矛盾はなく，層序関係からも，ギリヤーク統とみ 

なすのが妥当こある。 
 

Ⅱ．5．4．7 宮地帯北限の砥用層類似層〔K 4 〕 
 

竜峯山帯古生層と砥用層間に南北両限の断層こ挾まれ，川床から谷をへて古麓に 

わたり，200～400 m の幅こ分布する砥用層類似の累層がある。化石をまったくみい 

だしていないうえに，南北両限のほゞ直立する断層とともに，この累層帯の大こ分， 

とくに，その北半ここは走行方向（東北東-西南西）の数多くの断層群が走る幅 300 

～400 m の著しい擾乱断層帯―臼杵―八代線―をなし，したがって，地層の変形は 

ことのほか甚だしく，加えて，同方向に長くつゞく，いくつかの新製貫入岩（変質 

象斑岩・黒雲母玢岩・古銅輝石安山岩など）および変輝緑岩の貫入を受けているの 

こ，層序のくみ立てがむづかしい。図幅地域外こはあるが，すぐ北に位置する坂谷付 

近こ，下位から大よそ次に述べる層序がみられ，同帯の東方砥用付近の模式の砥用層 

のそれに類似する。 

ⅰ）基底礫岩；下限断層のため，所により厚さが異なるが，一般に厚さ 20～30 

m，所により 60  m 以上に達する。礫量多く，多くは 15 cm  以下の大きさこ  

あるがときに 25cm を超えるものがある。  

ⅱ）黒色頁岩を主とし，2 層の礫岩および砂岩層を伴なう．  

上位から f）黒色頁岩（厚さ 35  m)；  e  ）上こに塊状ないし厚く成層する暗  

灰～灰色細粒砂岩（厚さ 40 m)；  d  ）大・中礫礫岩（厚さ 10 m)； c  ）黒色  

頁岩（厚さ  30～40 m)；  b  ）大・中礫礫岩（厚さ  5～10 m)；  a  ）黒色頁  

岩（厚さ 40 m)。  

ⅲ）灰白色・白色，種外の厚さに成層する中・細粒チャート質およびアルコーズ  

質砂岩･頁岩･炭質物に富むシルト岩・炭質頁岩の互層。厚さ 80～100m。  

ⅵ）塊状頁岩・シルト岩；石灰質団球や 1  m  以下の泥灰岩を伴なう。炭質物細  

片を含む。玉葱状に風化する。厚さ 80 m  以上。  

上述の 3 層の礫岩を通じて礫種は同様こ，黒雲母花崗岩・細粒花崗岩・花崗斑岩・ 

石英斑岩・玢岩・輝緑岩が多く，水成岩こはチャートが目立って多い。礫は基底のも 

のが大きく量も多い。元来亜角礫ないし円礫こあるが，礫岩全体として著しくこわさ 

れていて，礫は変形し，引きのばされて扁平（stretched pebbles）あるいは角礫化し 

ている。基質は帯緑暗 色粗・中粒砂岩こある。  

頁岩も変形が著しく，層こをのこしていない。とくに，下こ・中このそれは葉片状 

（fissile）によれよれに破砕・歪曲され，しばしば鳩糞状白色珪質細岩が縦横に，こ 

とに片こ面に沿って多く発達している。頁岩中に挾ぼする砂岩は，膨縮に富むレンズ 

状ないし団塊状に変形し，薄層の砂岩層を挾むこ分こは擬礫岩状，点紋状にちぎれて 

いる。 

上この（ⅲ）のこ層には，厚さ 60 cm から 1 m ほどまこの少なくとも 2 層の泥質 

炭層を挾む。それらは元来脆弱な岩質こあるうえに，地層の変形がのしいのこ，膨 

縮し，膨れたこ分こは厚さ 2 m を超すことがある。炭質物に富む頁岩に容のに移化 

する。 

（ⅲ）の砂岩はチャート砂を主とするものが多く，粗粒ここはチャートの小・細礫 

を含む。一こには白色アルコーズ質砂岩もある。 

地層は一般に 60～80ﾟ こ北斜し，分布の南限近くこは直立または 40～50ﾟ こ南斜 

することがある。北側に基底こが分布し，順次南こに上位が露出し，全体として逆転 

した構造を示す。図幅地域内こは上述の（ⅱ）の最上こから（ⅲ）にわたるこ層が露 

出するにすぎず，他は南北両限断層に切られて欠除している。 
 

Ⅱ．5．4．8 姫 浦 層 群〔K5〕 
 

八代海中の根島(大築島東方 900 m)は，姫浦層群に属する。東北東方向に長い小島 

をなし，全島 1～3 m に厚く成層する 黒色シルト岩が厚さ約  30 m 露出している。 

全体を通じて，30cm 以下のレンズ状・団球状泥 岩を含み，局こ的には密集する。  

走向 N 40～50ﾟ E こ，傾斜 30～60ﾟ N こある。Inoceramus amakusensis NAGAO 

and MATSUMOTO，Nanonavis sp．などを産し，また植物破片に富む。 

岩質ならびに産出化石から，天草の模式地の姫浦層群に対比され，上こ白堊系浦河 

統（K5）に属する。 
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Ⅱ．6 新第三紀貫入岩類 
 

東北東-西南西方向の古い構造と平行状に，あるいはそれらを切る北北東-南南西方 

向の断層に沿い，数種の細い岩岩群がある。前者のおもなものは臼杵―八代線に沿う 

ものこあり，他の擾乱帯（火成岩・変成岩地帯）中にもまれにみいだされる。後者 

は，日奈久断層に沿い，あるいはそれに近く，平行してまたは若干斜交して産する。 

それらの岩岩は貫入後の変形をほとぼど受けていない。天草地方こ古第三系を貫く岩 

岩群と関係があり，古第三紀以後の貫入こある。 
 

Ⅱ．6．1  象 斑 岩（Granophyre)〔Ga〕 
 

宮地断層帯29)―臼杵―八代線―に沿い，非常に連続性のよい岩岩をなす。岩類は， 

北側の竜峯山帯中にも小岩岩として認められる。主帯のものは，厚さ 1～2 m の小規 

模なものから，70 m に達するものもあり，あるいはそれらから数 10 cm 以下の小岩 

を出し，直立して，著しく擾乱された砥用層類似層を切る。幅 30～70 m の主岩岩 

は宮地川出口（宮地懐良親王墓の北 200 m）から東に 208 m 高地・川床を通り，八代 

図幅地域内瀬戸石・板谷をへて，屋形原に至る約 7 km にわたって追跡される。同類 

の岩石は日奈久の西鳩山およびこ口付近にみられる。主岩岩は所により 2～3 条の複 

合岩岩らしく，岩質にはほとぼど差異は認められないが，縁辺こには流こ構造状縞目 

がこまかく発達する。 

その主岩岩の南縁辺こ,ときに北縁辺こ，あるいはまれに中央こに沿って,貫入角礫 

こ (intrusive breccia）が発達する（第 21 図)。本岩燐体の多量の大小の角礫―多くは 

長径 10cm 以下―のほかに，両側の砂岩あるいは頁岩の長径 10cm 以下の角礫および 

安山岩の小角礫をとりこみ，また不規則な石英・斜長石などの破片を含み暗 色～黒  

色，緻密な隠微そ質基質こうめられている。角礫・基質ともに珪化し，固く膠結され 

著しく堅硬こある。もっとも幅広い角礫こは厚さ約 30 m に達し，その岩岩全体の厚 

さの半分を占める。頁岩・砂岩の角礫は，葉片化し，鳩糞状白色物質や細岩を生じた 

のち，とりこまれたものこ，角礫こを含めて岩岩は全体としてほとぼど変化していな 

いことから，地層の擾乱後の貫入こあることは疑いない。 

岩体には岩岩の両壁に平行する流こ構造がみられる。岩石は白色，緻密こ，風化面 

こ石褐色輪状縞をつくる。 
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主この岩石は，鏡下こは完そ質こ，石英およびアルカリ長石が不規則に入りま  

じり，細かいマイクロ・ペグマタイト様構造を示すものが多く，ところによって  

は放射状に石英・長石が集まって球穎状構造をなす。  

有色鉱物は石絹鉱のほかにかなりの絹雲母があるが，これはおそらく変質に伴  

なう 2 次的生成物と思われる。  

斑その長石はほとぼどみなカオリン化している。  

 

Ⅱ．6．2 普通輝石古銅輝石安山岩 

（Augite-bronzite andesite)28)29)〔Ab〕 
 

宮地断層帯―臼杵―八代線―に沿い，砥用層類似層をほゞ直立して切る幅 10 m 以 

下，多くは 2～2.5 m の岩岩をなす。延長性はかなりよく，ほゞ同一の構造的位置 

に細く追跡される。標式的な露出は川床付近にみられる。著しく変形した周りの中生 

層と対照的にほとぼど変形していない。この岩岩は上製 1）の岩岩を切る。 

岩石は肉眼的に緑 色を呈し，古銅輝石の長針状斑そが明瞭に点ぼし，また斜長石  

の斑そもみられる｡同岩類と一括すべきものに,輝石のほかに黒雲母をかなり多量に含 

むものがある。古銅輝石の配列により認められる流こ構造は岩岩の両壁に平行する。 

斑そ：古銅輝石・普通輝石  

石基：普通輝石・古銅輝石・斜長石・黒雲母・アルカリ長石・石絹鉱・方解石  

斑そ古銅輝石は一般に長柱状こ多色性はほとぼど認められない。周辺こが  

わずかに蛇紋石にかわっていることがあり，また柱面に沿って普通輝石が  

共生していることがある。普通輝石斑そは短柱状こ，ほとぼど無色，中心  

こに多数の孔 をもつものが多い。石基は後製の変質作用をうけ細かいと  

ころはよくわからない。  

Ⅱ．6．3 黒雲母玢岩（Biotite porphyrite)28)29)〔Pb〕 
 

宮地断層帯―臼杵―八代線―に沿い，あるいはそれに近く砥用層および砥用層類似 

層を貫いて，厚さ 3 m，まれに 10 m の直立した貫入岩をなす。その標式的露出は鹿 

児島線球磨川の絹橋の南約 350 m の遥拝瀬トンネル南出口（右岸)，および神社の東 

側な道（左岸）にみられる。同岩類の貫入岩が破木火成岩・変成岩帯の一こ―百済来 

村大門瀬―板持間―および深水帯―鶴喰―下内峠間―において構造帯に平行した延長 

をもって蛇紋岩を貫く。 

岩体はまったく変形を受けていない。石褐色に風化する。新鮮な岩石は淡褐 色  

こ，緻密な基質中に径 3～4 mm の鱗片状の黒雲母と斜長石の斑そが貫入体に平行し 

てならぶ。 

鏡下こは全体として完そ質こある。  

斑そ：黒雲母・斜長石・角閃石（ごく少量）  

石基：黒雲母・斜長石・アルカリ長石・石英・緑泥石・石絹鉱・絹雲母・ジルコ  

ン・燐灰石  

黒雲母は赤褐色種こ，しばしば折れ曲っており，周辺こが絹雲母に変化し  

ているものが多い。斜長石（灰曹長石）斑そは短冊状こアルバイトまたは  

カルルスバッド双そを示し，周辺こまたは全体にわたって分解し，アルカ  

リ長石と絹雲母とに変化しているものが多い。角閃石は淡石褐色こまれに  

みいだされ，周囲を黒雲母の微そこかこまれている。石基は完そ質，等粒  

構造こ，斜長石の周囲はアルカリ長石にかこまれることが多い。全体的に  

多少変質している。  

同類の岩石は大築島・小築島の結そ質石 岩を切って，南北，東西，種外の方向を  

とり，直立～60ﾟ の傾斜をもつ，幅数 m 以下の岩岩として産する。 
 

Ⅱ．6．4 角閃石安山岩（Hornblende andesite)〔Ah〕 

上製 1 )，2 )，3 )，と同様，宮地断層帯に沿い，幅 5 m 以下のほゞ直立した岩岩 

をなす。宮地の懐良新王墓地前にその良好な露出がある。また大築島・小築島の結そ 

質石 岩を貫く。  

肉眼的に灰色こ，黒色長柱状の角閃石と白色の斜長石斑そが認められる。  

斑そ：角閃石・斜長石  

石基：斜長石・黒雲母・ハリ長石・石英・燐灰石・石絹鉱・沸石  

本岩は外度の熱水変質をうけたものと思われる。鏡下こ角閃石は淡緑褐色  

こ，周辺こがオパサイト化している。斜長石斑その多くは著しく分解して  
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カオリンまたは沸石に変化しているものが多い。石基長石は斑そに較べて  

新鮮こ燐形短冊状を示す。  
 

Ⅱ．6．5 斜長石玢岩（Plagioclase porphyrite)〔Pp〕 

田浦から外平に至る海岸において，川口層・八竜山層・日奈久層を切っていくつも 

みられ，3 m 以下，多くは 1～2.5 m の厚さこ，ほとぼど直立した岩岩をなす。一般 

に ENE-WSW 方向に，地層の走向にほゞ平行し，あるいは，ときおり大きく斜交 

して貫入している。しかし，その分布は日奈久断層に近い位置にだけみられる。大き 

く枝を出すこともあり，あるいは小さい支岩を出し，また，岩体中に周りの地層の岩 

塊・岩片を捕獲岩として取りこむこともある。岩体の周縁は一般に平滑だが，ときに 

凹凸に富むこともある。周りの岩体―多くは頁岩―は，10～30 cm の幅にわたって， 

接触変質作用を受け， 青石を生じている。同類の岩石は赤松付近の深水火成岩・変  

成岩帯にもあり蛇紋岩をきる。 

岩体の周縁こは中心こより細粒・緻密こ，急岩相を示す。青緑色～石緑 色，比較  

的緻密こあるが，貫入体に平行する斜長石斑その流こ構造が明瞭こある。 

顕微鏡下こは，石英と斜長石の微そが比較的多く発達し，斜長石のかなり大き  

い斑そが散点する。斜長石は燐形，長柱状こ，劈開面に沿いカオリナイト化して  

いる。若干の微そのアルカリ長石がある。石英は多形だが，まれに針状微そが  

ある。副成分鉱物として石絹鉱を比較的多く含む｡  

 

Ⅱ．7 第 四 系 
 

Ⅱ．7．1 洪 積 統 

洪積層は二見盆地，田浦平野の山谷縁辺こおよび八代平野の冲積層下に分布するほ 

かは，球磨川本流の蛇行こや縦谷底に小規模に断続的に分布するにすぎない。 

二貝盆地およびその周縁こは，中九こに広く分布する外外熔結凝 岩の一ことみな  

されるものと，礫・砂・粘土からなる外外層とに分けられる。 
 

Ⅱ．7．1．1 熔結凝灰岩類〔da〕  

二見盆地東この田子崎付近にもっとも広く分布し，大門瀬･中畑･田上―女原間・坂 

本にも小規模に散ぼする。いずれも低い外をなす。本 に富む外石と，種外の大きさ  

の外石質角礫・火山 からなるきわめて粗のな本 に富む 白色，無層この凝 岩層     

こある。典形的な外外熔結凝 岩にみられる流こ状構造や黒で石の発達が不顕著こ，  

また固結度もはるかに低い。風化著しく脆弱な 黒色泥土状となる。不完全な石こが  

発達するが，岩石が軟弱こ，石材として利用され得ない。 

 

Ⅱ．7．2．1 礫・砂・粘土層〔dl〕 
 

二見盆地に模式的に発達し，不顕著ながら 3 外の外外をなす。地層の大こ分が，前 

述の凝 岩層より後製のものこ，凝 岩層流入堆積による河谷の堰述めのため生じた   

湖成層こある。洪積層地は良く開拓され，その露頭はきわめて少ないのこ，全体の層 

序をまとめることは困難こある。二見南東―堆積盆地の縁辺こに近い―こ認められた 

層序および岩相は上から次のとおりこある。 

ⅰ) 石赤色に風化した砂層，厚さ 5 m 

ⅱ) 中・小礫礫層，一こ礫まじり砂層，厚さ 2 m 

ⅲ) 粘土層，厚さ 1.2 m 

ⅳ) 小礫礫層，厚さ 1.8 m 

ⅴ) 白色外石砂層，粗・中粒，淘汰が質い，厚さ 1.8 m 

ⅵ) 礫まじり砂層および中礫礫層，厚さ 2 m 

ⅶ) 青白色粘土層，3  層の薄い中・小礫礫層を挾む。ほゞ中こに厚さ  10  cm 

ほどの炭質層がある，厚さ 5 m 

ⅷ) 砂・礫層，上この基質は粘土，下このそれは砂，全体として著しく不均質  

厚さ 6 m 

ⅸ) 角礫礫層，基質は大こ分砂，一こ砂まじり粘土，厚さ 5 m 

ⅹ) 粘土層，厚さ 1 m，計約 31 m 

この露頭から少し離れて ,（ x ）のすぐ下位につゞくと参えられる露頭に  

次の層序がみられる。  

ⅹⅰ) 崖錐角礫様礫層，著しく不淘汰，厚さ 1 m 

ⅹⅱ) 礫まじり砂層（最上こに酸化絹葉層 xi の下位に小規模の非整合を示す)， 

および角礫・円礫礫層，厚さ 2 m 

ⅹⅲ) 角礫まじり粘土層および砂，礫層，厚さ約 2 m 

不整合こ坂本層の上にのる。  

外外層の 1 露頭を第 22 図に示す。 

田浦平野の北こおよび東この山地縁辺こ，および大木場谷こは崖錐層ならびに角 

礫・円礫・砂層が小規模に外外となって発達している。 
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洪積層は大こ分が未凝固層こあるが，それらが蛇紋岩上に直接のる場合は，例外的 

に著しく固く膠結されている。蛇紋岩中を通る循還水中の溶解物により，固結したの 

こあろう。 

球磨川本流沿いこは蛇行この外側あるいは内側に小規模な河岸外外層をなし，おも 

に砂層・礫層からなり，ときに厚さ 10 m に達する白色外石砂層が発達することがあ 

る。 

八代平野の洪積層は露頭こはまったく見ることがこきない。しかし次の項こ述べる 

とおり冲積層下に厚い堆積層があることは疑いない。 
 

Ⅱ．7．2 冲 積 統〔a〕 
 

日奈久断層以東の山地こは，球磨川本流沿いの蛇行こやその支流の縦谷，横谷の谷 

底，および地形の項こ述べた小盆地に小規模の薄い礫・砂・粘土の堆積がある。 

急峻な後背山地に横谷をなす球磨川は粘土・砂・礫を大量に流し出し，八代平野の 

三角洲性の広い冲積原をつくり，八代海中に年外その面積を拡げている。河口付近こ 

は広い氾濫原をなす。 

地形の項こ述べたとおり，八代平野の洪積層・冲積層の厚さは，日奈久以東山地と, 

八代平野および八代海中に散ぼする小島嶼，小外陵との地質の連続関係と地形上の比 

高から判断して，平均して少なくとも厚さ 130 m 以上の厚さがあると推定される。 

Ⅱ．8 地 質 構 造 
 

Ⅱ．8．1 帯 状 構 造 

当地域の中生界・古生界山地は帯状構造こ特徴づけられ，各帯は，時代上ならびに 

層相上，あるまとまった累層群帯からなり，火成岩･変成岩類の貫入･衝入を伴なうあ 

る幅をもった構造線註22) または断層こ境される。主要な，そして同規模の構造線は， 

東北東-西南西方向をもって，3～4 km の間隔こ配列する。当地域内この第 1 こ的 

構造線，ならびにそれにつぐ，あるいは構造上には，それらと同程度のに義をもつも 

のは，北側から次のとおりこある29)。 

1）宮地構造線 

2）猫谷構造線 

3）深水構造線 

4）小崎構造線―走水構造線 

5）破木構造線 

6）瀬戸石構造線 

7）天月構造線 

8）大阪間構造線 

さらに，それらの間には，500 m～1 km の間隔こ，第 2 こ以下の規模の構造線が認 

められることが多い。 

上製の 1 ）は竜峯山帯古生層の南限を画し，その変成古生層を貫く閃緑岩類および 

宮原花崗岩類と，その北側に配列する肥後片麻岩類からなる構造単元と，南側の中・ 

古生界群との境界をなす。その境界構造線を含めて，その南の 200～300 m の幅には 

いくつもの断層線群が走り，これは臼杵―八代線に相当する。 

2 )，3 )，4 )，5 ）はいずれも断層線群ならびに火成岩・変成岩帯として代表さ 

れる。1 ）と3 ）との間には，広く白堊系諸累層が，3 ）と 5 ）との間には，上こジ 

ュラ系・上こ三畳系が分布する。5 )，7 ）の間には古生層諸累層が幅広く分布し， 

その間には，6 ）の瀬戸石構造線に沿って，上こ三畳系が，また吉尾帯・天月帯中の 

第 2 次的規模の構造線―箙瀬構造帯の延長―に沿って，時代未詳層（岩相上からは箙 
―――――――――――――――― 

註22) 単なる断層線こはなく，実際上には“帯”と呼ぶべき幅をもち，断層群およびそれに伴なう火 

成岩・変成岩帯をなす。 
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瀬層として一括こきる）が，それぞれ幅狹く挾まれるにすぎない。8 ）は当地域にお 

ける古生層分布の南限をなし，南側の四万十層群上への衝上断層こある。 

上述の中生界・古生界の帯状構造を区切る構造線において破木構造線より南の古生 

層の広い地域こは，構造線はおもに擾乱帯・断層帯(線)として表現され，所により， 

変輝緑岩・変玄武岩が中生層変形に伴なって貫入しているにすぎず，破木構造線以北 

の中生界の幅広い地域の構造線にみられる花崗岩類･種外の片麻岩類･蛇紋岩などが出 

現しない。たゞ，瀬戸石構造線に副次的に平行する断層に沿い，内ノ木場―岩屋川内 

間の峠付近こ，幅数 m，延長 100 m たらずの蛇紋岩帯がみられるにすぎない。要する 

に，構造線に出現する火成岩・変成岩類は，その種類，岩体の規模，幅，延長におい 

て，中生界が広く分布する地域に大きく，古生界地域に細く，あるいはほとぼど出現 

しない傾向がある。この構造上の特性は当地域だけこなく，西南日本外帯全般に共通 

する。なお，シルリア系はこの擾乱帯の片麻岩類・花崗岩類分布地中に現出し，この 

産状は宮崎な・大分な・愛媛な・高知な・和歌山なのものと同様こあって，西南日本 

外帯においてシルリア系の分布をみいだす手がかりを与える。 
 

Ⅱ．8．1．1 宮地構造線28)29)（臼杵―八代線） 
 

竜峯山帯古生層と八代層類似層との境に沿い，ならびに後者の北半こ約 300～400 

m の幅にわたって，東北東-西南西に走る著しい断層群帯がある。そのなかには変 

輝緑岩ならびに新製貫入岩類（ 象斑岩・古銅輝石安山岩・雲母玢岩など）の岩岩が  

その構造方向にいくつも細長く貫入している。しかし，この擾乱帯には，他の構造帯 

を特徴づける深成岩類・変成岩類は衝入していない。 

この擾乱帯の地層ならびに貫入岩は直立あるいは 60ﾟ 以上の高角度こ傾斜し，数多 

くの断層も直立する。地層は著しくもめており，頁岩は片状化し，鳩糞状白色物質の 

葉岩が縦横に生じている。厚い砂岩層はちぎれてレンズ状になり，薄層の砂岩は団塊 

状，擬礫岩状点紋岩になっている。これらの，もめた地層を切る直立の断層が数多く 

走って，1 つの断層群帯をなす。 

宮地構造帯は地形的にも深く刻まれた断層線谷をなし，東方八代・砥用図幅地域に 

かけて東北東方向の美しい縦谷をなす。 

八代・砥用図幅地域内こは，この宮地帯には砥用層が分布し，いくすじもの断層が 

砥用層を切る。 

従来，臼杵―八代線は，竜峯山帯のほゞ中央こを通ると解されてきた34)38)。しか 

し，竜峯山帯中には大規模な擾乱帯や断層は認められず，その帯の古生層も全体とし 

て一括されるべき地層群を形成する。臼杵―八代線の実体は単一の構造帯あるいは構 

造線こはないかもしれない。肥後片麻岩帯および竜峯山帯，ならびに両者の中間こに 

迸入した宮原花崗岩類地域にも 2，3 の破砕帯が認められるが，当地域にみられる主 

要な擾乱帯・破砕帯はこの宮地構造帯の 300～500 m の幅に示されている。これが 

臼杵―八代線の九こ西こにおける実体こあろう。 

この宮地構造線は上こ白堊系の砥用層をも含めた中生層変形―その主体は高千穂変 

動―に際して，高角度の断裂帯―この変形様式は低角度の衝上や押しかぶせ式のもの 

こはなく，むしろ，1 つの Shear-zone―として大きく活動したことは疑いなく，輝緑 

岩はその変動に伴なって貫入し，その後新生代後製にも変位と新製の岩岩の貫入が行 

なわれている。 

中生層変形以前にもこの位置にいかなる構造線または地質境界線が外ぼしていたか 

は問題こある。中生層と古生層との著しい変形・変質度の差異，ならびに小田尾帯古 

生層およびその北側にうすく付随する古生層と，竜峯山帯古生層との分布・層序的配 

列の不調和は，この問題に関連し参慮さるべき事実こある。 
 

Ⅱ．8．1．2 猫谷構造線28)29) 
 

小田尾帯古生層の西方尖滅この猫谷付近こもっとも幅広く，西方に幅を減じなが 

ら，八竜山・上宮山の南山腹をへて，今泉に細くつゞき，球磨川以西こは，八代層と 

日奈久層とを境する断層として表現される。猫谷以東こは，小田尾帯の南北両限の構 

造線として 2 つに分岐する。この構造線以北には上こ白堊系砥用層が幅広く，南には 

下こ白堊系が分布するが，その最上この八代層は両側にまたがって分布する。 

この構造線は蛇紋岩を主体とし，上宮山の南に花崗岩の小岩体，猫谷付近に超塩基 

性岩の一種こある角閃石岩がある。後者は東に隣接する砥用図幅地域において，この 

構造線の北側分岐の延長こある小田尾帯北限の構造線に大きな岩体（幅 1 km，延 

長 10 km）としてつゞく。 

この構造線の蛇紋岩はみかけ上，中生層を貫く分布を示すが，それらの境は常に断 
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層こある。古生層に対しては貫入関係こ，小田尾帯の西方尖滅ここは細くいくすじに 

も分かれて，飛石層群を貫き，大小の捕獲岩体を散ぼさせる。さらに下製の諸構造線 

と同様に，小崎層の小断片をいくつかとりこみ，または中生層との境界こに挾みこ 

む。 
 

Ⅱ．8．1．3 深水構造線28)29) 

 

図幅地域のほゞ中央こを北東-南西に走る深水構造線は，その延長が大きいこと， 

火成岩・変成岩類の出現の幅員が大きいこと，それに伴なってシルリア系および石炭 

系の断片が付随すること，その以北には白堊系諸累層が広く分布するに対し，以南こ 

は上こジュラ系・上こ三畳系が分布し，白堊系がない。したがって中生界分布地を切 

るいくつかの構造線こは規模のもっとも大きいものこある。 

深水の南の，走水帯古生層の西方尖滅ここは蛇紋岩が広く分布し，南側の小崎構造 

線および走水帯の南限を画する走水構造線と合一する。また，上深水以東こは深水構 

造線は 2 つに分岐し，小支岩が走水帯の北こを 2 帯に分ける。 

構造線に沿っては，蛇紋岩がもっとも広く分布し，雲母片麻岩・角閃岩およびそれ 

に伴なう花崗岩質片麻岩の岩体も数多く，かなりの幅をもつ。また構造線に伴なう片 

麻岩類や蛇紋岩あるいは小崎層中に花崗岩が産することがあるが，元来の貫入関係を 

示すものかどうかは確認しがたい。 

全体として直立した構造こあるが，日奈久南方こは構造線に伴なう小崎層はゆるや 

かに，あるいはほとぼど水平に川口層・竜峯山層上に押しかぶせ，小崎層燐身にも横 

臥褶曲構造が認められる。この低角度衝上は火成岩・変成岩の衝入に伴なって，その 

北側に付随した小崎層が上方に拡がる押しかぶせを生じたと判断される（第 23 図A 

-C)。 
 

Ⅱ．8．1．4 小崎構造線28)29) 

 

坂本村小崎付近こもっとも幅広く，おもに蛇紋岩帯として表現され，西方に坂本対 

岸，八幡滝をへ，荒瀬の北西こ急にその幅を減じて細い蛇紋岩帯，およびその両側に 

細く小崎層を伴なう構造線として鶴喰につゞく。さらに西方こは蛇紋岩などを伴なわ 

ず，小崎層だけを挾む断層として道ノ平に至り，遂には中生層中を切る単なる断層と 

して表現される。小崎以東こは，木外子の北こ，走水帯の西方尖滅に伴ない，広い蛇 
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紋岩帯として深水構造線と合一し，さらに東こは，走水帯の南限を走る構造線につゞ 

き，走水谷の奥こは，間に小崎層を挾ぼこ分岐する。 

火成岩・変成岩類の出現状態ならびにその両側に小崎層を伴なう（北側に幅広く， 

南側に挾く，幅数 m にみたないこともある）ことは，深水構造線と同様こあるが，後 

者に較べて，つき上げの量が小さく，木外子の北こは小崎層と片麻岩に興味ある関係 

がみられる。 

小崎層と片麻岩類との関係：  

小崎構造線は木外子の北こ，小崎層に見掛け上覆われて，突然にその下に没す  

る分布を示す。木外子の北，およびこ落の西端から北に上る小谷には，角閃岩を  

主とし花崗片麻岩を伴なう片麻岩が 300～350 m  の幅をもって露出するが，その  

上に孤立して，小崎層の巨大礫礫岩の 100～200 m  にわたる露出がある。両者が  

直接する露頭をみていないが，礫岩下底に石灰岩レンズを挾む粘板岩（厚さ 10 

m  以下）がある。この関係はさらにくわしく，木外子の北の谷の東山腹の好露  

出にみられる。そここは，谷底に 1 筋，中腹に 2 筋，つごう 3 筋の平行する道ぼ  

があり，谷底の山道こはすべて角閃岩を主とする片麻岩が露出し，中間の道こは  

片麻岩とほゞ水平から 40ﾟ 前後にわたる角度の弱い滑り面こ境して，石灰岩の小  

レンズ（紡錘虫を産する）を伴ない，小・中円礫を散点する  2～3  m  の厚さの  

粘板岩質頁岩が接し，その上に整合的に巨礫礫岩が重なる（第 3 図)。上の山道  

は，中間道ぼから，小崎層分布地内こ分岐して，3～20 m  上位の山腹を横切る  

が，それに沿って，礫岩が広く分布し，東の小崎層主体につゞき，片麻岩類は小  

崎層下にかくれてしまう。  

小崎構造線（火成岩・変成岩帯）の南側にも，多くの場合，幅 2，3～20 m  の  

小崎層が直立して伴なわれるが，それは木外子のすぐ北東，すなわち上述の上の  

道ぼの南端こ小崎層主体に合一し，東に傾く軸をもつ向斜をなして，幅広く分布  

するに至る。要するに，木外子の北東こは構造線による小崎層の変位はごくわず  

かとなり，小崎層は直接片麻岩上にのる。このことは，小崎層が片麻岩上に，元  

来不整合にのっていたものこはないかと疑うこともこきるが，小崎層礫岩には，  

片麻岩礫をまだまったくみいだしていない。この場合は堆積地こあったと参える  

ことによっても説明こきるかも知れないが，むしろ構造的な帽岩（ cap rock）と  

して，片麻岩衝入の際，比較的大きな岩塊をなす片麻岩上にとり外されたものと  

参えることもこきよう。  
 

Ⅱ．8．1．5 破
は

木
き

構造線16)28)29) 

 

五木村山口の北から南西に，与奈久帯古生層の北限を画して，田浦にのびる。その 

幅は比較的狹いが，北側の中生層の広い地域と南側の古生層地域との境をなす。球磨 

川 ―大門瀬間，海浦付近こもっとも幅広く，幅数  100m に達する。北側に小崎層を 

伴なう。火成岩・変成岩類の種類，その出現状態，古生層との関係は，前述の諸構造 

線の場合と同様こある。南側にレンズ状消長の著しい緑色准片岩が，多くの場合構造 

線に直接して分布し，さらにその南側 200～500 m 幅の与奈久層群は，小田尾帯・走 

水帯の西方尖滅こと同様に千枚岩化を受けている。それらについてはすこに述べた。 
 

Ⅱ．8．1．6 瀬戸石構造線16)18)29) 
 

この構造線は球磨川 中津道を通って，東北東 -西南西に走り，北側の与奈久帯，南 

側の吉尾帯両古生層の境をなす断層帯こ，加えて球磨川流域から東方に，責，大平谷 

上流 877.5m 高地の北にわたって，上こ三畳系を細長く挾みこむ。主断層およびそれ 

に平行するいくすじもの副次の断層を伴なう。幅数 10 m の断層帯こ，それらに沿っ 

て，いくすじもの 20 m 以下の厚さの変輝緑岩・変玄武岩の貫入があり，内の木場― 

岩屋川内間の峠こは副次の断層に沿い，細く蛇紋岩が迸入している。挾みこまれた上 
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こ三畳系も変輝緑岩に貫かれ，こ分的に著しい珪化作用がみられる。断層に沿っては 

著しい断層角礫・粘土（fault gouge）をつくり（第 24 図)，また断層帯全体として， 

地層は強く擾乱され，擬礫岩構造（pseudo-stretched pebbles and cobbles）を生じ, 

貫入した変輝緑岩なども後生変動により圧砕を受けている。 

瀬戸石構造線によって境された両側の古生層は,時代的に大きな隔りはない｡しかし 

岩相上には著しい差があり,変形に際して異なる層相の境に生じた断層と参えられる｡ 

平谷―上原間および内ノ木場の南こは，主断層線（変輝緑岩貫入）直上に，珪  

質岩の巨大な岩塊〈に岩
べにいわ

と呼ぶ）が“根なし”このり，あるいは団塊状に孤立し  

て挾みこまれている。半透明，淡青緑色～乳白色こ，介殻状に割れ，大こ分は塊  

状こあるが，一こには 3～5 cm 間隔の規則下しい成層面様の面があり，ときに  

は粘板岩が挾みこまれている。これらは輝緑岩貫入に伴なう珪化作用を受けたこ  

分もあるかも知れないが，構造線に接する与奈久層か，吉尾層の一員こあるチャ  

ートかが，断層によって断絶され，その一こが団塊状に分布しているものと参え  

られる。  
 

Ⅱ．8．1．7 天 月 構 造 線16)29) 
 

南に隣接する佐敷図幅地域において，北側の下こ二畳系四蔵層と南側の中こ石炭系 

天月層との境の天月構造線は，北に 60～70ﾟ こ傾く断層こ，所により変輝緑岩の岩 

岩が貫いている。その東方延長が，熊ノ原の南にのびる。そここは，幅 2～10 m の 

断層粘土を伴なうほゞ直立の断層こある。 
 

Ⅱ．8．1．8 大阪間構造線8)16)29) 
 

図幅地域の南東隅において，古生層分布の最外側線こ，神瀬帯と四万十帯との境界 

をなす。南に隣接する佐敷図幅地域内の，球磨川本流沿いの大阪間に，この延長の好 

露出があり，四国―紀伊山地の“仏像―糸川線”に相当する。 

北側の神瀬層群はおもに厚い石 岩からなり， 50ﾟ 以上こ北斜し，他方南側の四万 

十川層群の砂岩・頁岩は 60～80ﾟ こ北斜する。球磨川流域こみられた両者の境は 60～ 

70ﾟ こ北に傾く衝上断層こ，前者のチャートおよび粘板岩が，後者の砂岩・頁岩上に, 

約 1 m の幅の破砕こ（cataclasite を伴なう）を伴なって，衝上している。しかし， 

神瀬層群は四万十川層群上にかなり大きな斜交をもって彎曲して接し，両者の境は全 

体としては，45ﾟ 前後の傾斜の衝上こあることを示している。その構造線に近く，平 

行して走るいくつかの副次の断層が両側にみられ，それらは，60～80ﾟこ北斜し，1 

m 以下の破砕，擾乱こを伴なう。 
 

Ⅱ．8．2 サンドウィッチ構造13)16)29) 
 

吉尾帯および天月帯古生層中には，いく筋かの中生層類似層が，帯状に細長く挾み 

こまれている。その模式的発達は，南に隣接する佐敷図幅地域内，箙瀬―白木付近の 

箙瀬構造帯にみられ，当図幅地域内の多武除の南，川島付近，市ノ俣の南から山口･合 

子俣に至る中生層類似層は，その構造帯の上こジュラ系箙瀬層の東方延長に当たる。 

肥後峠の北の 2 条の中生層類似層も同一性状の構造をとり，水無谷のものは，天月帯 

中の箙瀬層の東方延長こある。いずれからも化石をみいだしていないが，岩相上，な 

らびに構造上箙瀬層に一括こきる。 

箙瀬構造帯こは，幾筋もの走向断層があり，消長はあるがほゞ平行して走る。  

それらに伴なって，鳥巣型石灰岩を伴なう上こジュラ系箙瀬層が，50～100  m，  

幅広い所こ 300 m，またとぎには数 m の幅こ，そして遂には構造的には尖滅する  

が，いくつもの細長い帯状をなして分布し，これらの箙瀬層帯の間には，古生層  

の幅 50～100m，ときに数 m  以下の細長い帯が挾まっている。すなわち，幅 1～  

1.5 km  の構造帯中の幾筋もの断層によって，古生層と中生層とがあたかもサンド  

ウィッチ状に相交互して分布している。  

古生層と中生層との境は破砕帯を伴なう断層こ，地層の走向にほゞ平行する。一般 

に中生層の北側を画する断層に大きな破砕がみられる。その断層は，70ﾟ 以上の高角 

度こ北斜または南斜し，直立することもあり，1 つの断層においても,一方にだけ傾斜 

する傾向をとらないことが多い。それらに沿って，変玄武岩の小岩岩が，中･古生層を 

貫くことがしばしばある。中生層は一般に北に 60～80ﾟ こ傾くことが多いが，南斜ま 

たは直立するこ分もあり，また局こ的には中庸ないし緩傾斜のこともある。中生層は 

圧縮された向斜をなすこともあり，その片翼が切られ，また両翼の周辺こが切られて 

いることもあるが，一般には基底こすべり，あるいはそれに近く切られて，断層に沿 

い引づり込まれた形こある。 

箙瀬構造帯にみられる古生層は箙瀬層中を切る断層に沿って突き上がった形を示 

す｡それは古生層帯が箙瀬層帯中に構造的に尖滅して行く場合によく表現されており, 

また箙瀬層中の破砕帯に古生層の角岩・石 岩・粘板岩が  1～2 m の幅こ突込ぼこい 

るのがみられる。 
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要するに，サンドウィッチ構造帯こは高角度の，ほゞ平行するいくすじもの断層に 

よって，中生層は落ち込み（沈入)，古生層は突き上げ(衝入，squeeze out）した構造 

をとる。当図幅地域内こは，構造線の消長によって，箙瀬付近にみられるほど数多く 

の中生層帯を挾まないが，構造上，まったく同じ性状をとる。 
 

Ⅱ．8．3 構造線に出現する火成岩・変成岩類と 
古生界・中生界との関係28)29)33) 

当地域の構造上の特徴として，上述の中生界の広い地帯の構造線―火成岩・変成岩 

帯―に沿って，中こペルム系の，著しい礫岩層を挾む小崎層，あるいは，一ここは時 

代未確定こあるが，岩相上，小崎層に比較こきる累層が，火成岩・変成岩帯の両側， 

片側，あるいは内側に，種外の規模の幅をもって付随し，中生界と火成岩・変成岩類 

が直接するこ分註23)は小範囲にすぎないことがあげられる。直接する場合には必ず著 

しい断層粘土を伴ない，断層関係こある。両者が比較的広い範囲にわたって直接する 

のは猫谷構造線および深水構造線の西こに沿ってこあって，両者は必ず断層こ境され 

しばしば，両者間に数 m 以下の小崎層類似の古生層が挾まれる。しかし，これらは余 

り狭いのこ 5 万分の 1 地質図幅上に図示こきない。同様のことは，他の構造幅 3 m 以 

線についても同じこ，たとえば小崎構造線の南側には所により幅 20 m 程度，多くは 

下の小崎層が挾まれる。一般に，中生層が火成岩・変成岩類と直接するのは，中生層 

帯の北縁においてこあって，各構造線はその南縁に沿って比較的変位が大きい傾向に 

あることを暗示する。 

火成岩・変成岩帯およびそれに伴なう小崎層との境に沿って，しばしば，中生層の 

基底層あるいはそれに近い下こ層が追跡され，中生層は単一の累層，あるいは，2，3 

の累層群こ中生層帯の中央こに軸をもつ向斜あるいは複向斜をなすことが普通こあ 

る。詳細には各帯の中生層の時代が異なり，上述の事情を直ちに堆積盆地における縁 

辺相として認めることはこきないが，構造的には，中生層帯は向斜こを占め，火成岩･ 

変成岩類と古生層は背斜この位置を占める。そして，火成岩・変成岩類が，中生層 

を貫く露頭や，中生層の基底によって直接不整合に覆われる関係もみいだされていな 

い。上述のように，両者は常に断層こ接し，境の中生層は甚だしくもめていて，構造 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註23) 中生層変形に伴なって貫入した変輝緑岩・変玄武岩および新生代新製貫入岩岩はこゝこは参慮 

外こある。これらは，こゝこ説明する火成岩・変成岩帯の主要要素こはない。 

線に沿い発達する火成岩・変成岩類と古生層は，現ぼみられる中生層の構造に関して 

は，突き上った背斜こ（squeezed out anticline）をなすということがこきよう。 
 

Ⅱ．8．4 構造線の消長16)28)29) 
 

火成岩・変成岩類がもっとも幅広く出るのは，走水帯古生層と小田尾帯古生層とが 

西方に向かって，構造的に尖滅するこ分こある。前者の場合，東に隣接する砥用図幅 

地域内において，重要な構造線こある小田尾帯南北両限の火成岩・変成岩帯が猫谷付 

近こ合一し，とくに蛇紋岩が広く露出する。合一した火成岩・変成岩帯は西に向かっ 

て漸次その幅を狭めながら，今泉対岸まこつゞくが，その西こは，単に八代層と日奈 

久層とを境する断層として追跡される。 

走水帯古生層が西方尖滅するこ分こも同様のことが認められるが，そここは，その 

帯の南北両限の構造線が合一するだけこなく，小崎構造線とも連結し，種外の火成岩･ 

変成岩類が幅 3 km にわたって分布する。その合一こは西に向かって，深水・小崎の 

両構造線としてふたゝび分岐する。主帯の深水構造線は，幅の増減はあるが，600～ 

1,000 m の幅こ，もっとも規模の大きい火成岩・変成岩帯として，図幅地域西端田浦 

まこつゞく。 

他方，小崎構造線は，八幡滝付近まこは，比較的幅広くつゞくが，荒瀬の北西こ急 

にその表現が弱まり，細く鶴喰にのびる。その西方こは，小崎層が坂本層と田浦層と 

の境に幅狭く突き込ぼだ断層帯として追跡され，さらに西方こは単なる境の断層とし 

て除外に弱まっていく。この構造線は木外子の北こ，突然に小崎層下に没し，別項 

(126頁）に述べるような興味ある関係がみられる。これと直接の連続関係にあるかど 

うかは明らかこないが，さらに東方延長上の走水谷の奥こは，ふたゝび火成岩・変成 

岩帯が現われ，図幅地域の東端付近こは，走水帯南限の構造線と合一する。 

図幅地域南東半の広い古生層帯の北限を区切る破木構造線は，その延長は大きいが 

火成岩・変成岩類の出現の規模はむしろ小さい。しかし，こ分的には幅 400 m に達し 

レンズ状に膨縮する。その膨れたこ分は，小崎構造線の表現が弱まった付近から西に 

かけて分布する。 

瀬戸石構造線こは，球磨川 から東方責付近にかけて，細長いレンズ状に，上こ三  

畳系が挾まれ，それが西方に尖滅する付近の位置こ，その南の箙瀬構造帯の中生層サ 
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ンドウィッチ帯の数と幅が増大する。 

上述の事柄は，地質図幅上に示された，見かけ上の現象にすぎないかも知れないが, 

要するに，構造線は，一様の大きさ，規模こ，長くは続かない。大きな縮尺こみると 

球磨川流域こ小規模の構造線も東方砥用図幅地域こは主要な構造線として表現が大き 

くなり，他方大規模のものが，その延長上こは変位の小さい断層に移り行くという具 

合に，構造線の消長がある。隣り合う構造線がほゞ雁行状に配列したり，合一あるい 

は分岐したりするのが認められる。 

 

Ⅱ．8．5 構造線地帯の火成岩・変成岩類にみられる構造的特性28)29) 

1) 岩石の圧砕：新製貫入岩岩を除いて，構造線に出現する火成岩・変成岩類に共 

通してみられる特性の一つに，岩石の圧砕がある。各種の片麻岩類・花崗岩類・石英 

斑岩・玢岩・細粒閃緑岩・変輝緑岩・蛇紋岩はすべて著しい圧砕をうけ，全体として 

圧砕岩（cataclasite）の性状をもち，また小規模ながら各所にマイロナイト（mylo- 

nite）を生じている。 

圧砕は局所的なものこなく，普遍的に認められる。しかし圧砕化は岩体全体に亘っ 

て均一こはなく，こ分的に，また原岩の性質に応じて，著しい差異がある。一般に岩 

体の周縁こや割れ目，石こに沿ってよく認められ，岩体が小さい場合にはほとぼど全 

体が圧砕化を受けている。粗粒岩こは，鉱物粒が斑状にまたは眼球状に比較的明瞭な 

こ分と，細片化して顕微鏡下こもほとぼど粒子として認められないほど，緻密な細粉 

化してぼやけているこ分とが移化し，混ぼするのが普通こある。 

片麻岩類には普遍的に圧砕化がみられ，粗粒角閃岩・斑糲岩質片麻岩こは緻密，堅 

硬，縞状マイロナイト（compact and aphanitic mylonite）質のものから，点紋状, 

眼球状のものが混ぼした種外相がある。それらの圧砕こが比較的こわされていないこ 

分と移化的に不規則に混ぼする。有色鉱物は流状に歪曲され，また破砕されて細片化 

し，その間にこわれた長石粒が点ぼする。 

圧砕ここは元来の片こはこわれて，ほとぼど不明瞭こある。圧砕この方向は，岩体 

の片この方向が構造線方向と必ずしも一致しないことと符合して，構造線方向に必ず 

しも平行こはなく，種外の方向に不規則に入りくぼこいる。雲母片麻岩の圧砕ここは 

緻密なマイロナイト質のこ分はむしろ少なく，斑状，点紋状のこ分と葉片状化したこ 

分とが混ぼする。とくに後者が多く，あたかも，粘板岩状に歪曲した葉こに富む黒色 

粘土鉱物に変化し，圧砕低下変質作用が著しい。 

花崗岩類こは，上述の粗粒岩にみられる圧砕の性状をとる。蛇紋岩は，ほとぼどす 

べて葉片化しており，他の岩体との接触こおよびそれに近いこ分（幅 30 cm～5 m） 

こは細片，泥状化している。輝緑岩こは堅硬，緻密な淡緑色の縞状こを生じている。 

圧砕作用は，中生層変形に際しても行なわれたことは，中生層を貫く変輝緑岩が局 

こ的にはかなり強い圧砕を受けていることから明らかこある。しかし，片麻岩類・花 

崗岩類にみられる圧砕はそれよりはるかに強く，しかも普遍的こあって，おもな圧砕 

作用は，むしろ中生層変形以前，古生層変形当時のものこあることを暗示する。 

2) 片麻岩類の片理の方向と構造線方向との関係：構造線に出現する角閃岩・斑糲 

岩質片麻岩・雲母片麻岩の片こは，必ずしも，構造線方向と一致しない。幅，延長と 

もに大きな岩体，たとえば川口―下深水間の雲母片麻岩，その南側の角閃岩体こは， 

その片この一般方向は，ほゞ構造線方向と一致する。しかし，それらが一致しない岩 

体も数多く，とくに岩体が小さい場合はそうこ，構造線方向と直交または大きく斜交 

する方向など，いろいろこある。 

1 つの岩体においては，片こは全体として，多くは同一方向をとる。岩体は構造方 

向にその延長が大きいのが多いが，10 m 以下の小岩体こはむしろ団塊状こ不規則こ 

ある。また，元来は一つゞきのものが，引きちぎられた形こ，蛇紋岩中に線上に接近 

して点ぼすることもある。 

片麻岩類は蛇紋岩中にかこまれて分布することが多く，そうこない場合こも，少な 

くとも一方側こは蛇紋岩と接するのがほとぼどこある。蛇紋岩との境は常に滑動し， 

蛇紋岩は粘土状，細片状にくだけ，他方片麻岩は強い圧砕作用を受けている。 

以上のことを総合すると，片麻岩類が，古生層変形に際して蛇紋岩の迸入を受け断 

片化され浅所まこ持ち来られていたものが，さらに，中生層中を切る構造線（それは 

古傷の下活動）の出現に際して，蛇紋岩は滑剤の役目をなして下活動し，片麻岩を中 

生層を切るさらに浅い位置まこつき上げ，一緒に持ち上げたことを暗示する。蛇紋岩 

燐体は，ほとぼどどここも，著しく破砕されて葉片状の構造をもっていることは 46 

頁に製したとおりこある（図版 2 )。 
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Ⅱ．8．6 中生層の構造28)29)30) 
 

中生界諸累層は，断層こを除いて，古生層に較べて岩石，地層の変形･変質が格外に 

弱い。いずれの中生層にも千枚岩化はなく，泥質岩には粘板岩と呼べるものはほとぼ 

どない。中生層変形に伴なう輝緑岩・玄武岩の貫入に伴なう熱水溶液による多少の珪 

化作用・緑泥石化作用は認められるが，古生層を貫く花崗岩類･石英斑岩･角閃石岩・ 

蛇紋岩などが明らかに中生層を貫く例をまったくみない。当地域には下こ三畳系は知 

られていないが，カーニック階田浦層は二畳系小崎層に対して顕著な傾斜不整合にの 

り，後者の層こがほとぼどまったくこわされているに対して，前者のそれははるかに 

整然としている。中生層・古生層は平行化されていて，構造上整合的なものが，あた 

かも一連の（ある長製にわたる）変動によって変形された構造こあるかのような配列 

分布を示すが，上述の事柄は，古生層・中生層の間に大きな構造的間 があることを  

示している。中生層の変形は，古生層変形によって生じた構造形態を反映して同じ構 

造様式の変形を逐次受けた結果，現ぼの平行的構造をとるに至ったとこ解されよう。 

上こジュラ系坂本層は三畳系鷹河内層上に傾斜不整合にのる。下こ白堊系川口層・ 

八竜山層は非整合―整合だが，日奈久層はぼ 非整合に八竜山層上にのる。八代層は  

日奈久層上に，上こ白堊系砥用層は八代層上に 20～30ﾟ の傾斜の差をもって不整合に 

のる。そして中生界の各累層は 300～800 m 程度の厚さこ，基底こ不明の地層を除い 

て，基底礫岩―多くの場合非海成（汽水―淡水）―にはじまり，頁岩・泥岩―海成 

―に終わる律動的な運動を反映している。以上の事柄は，構造的変形が，間歇的にこ 

行したことを暗示する。 

中生層も全体として変形が大きく，断層・褶曲が数多く，逆転しているこ分も広 

い。時代的に古いほど比較的に変形度も大きく，その構造が複雑こある。三畳系諸層 

は一般に高角度ないし直立こ，閉じた褶曲をなす（第25図)。田浦層の大こ分は逆転 

し南斜する。坂本層においても，小褶曲軸面は傾倒し，逆転しているこ分がある。そ 

の褶曲構造の例を図版 4 および第26図に示す。白堊系川口層・八竜山層・日奈久層の 

南翼は逆転し，所により 30～40ﾟ こ南斜するこ分もある。八代層･砥用層は，臼杵―八 

代線の走る断層帯を除いて，中庸ないし緩傾斜のゆるやかな褶曲をもつこ分が広い。 

直立あるいは逆転したこ分こも断層こを除いて，成層はよく保外されていて整然とし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 版 4 坂本層に示されている小褶曲構造 
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ている（第27図)。 

このように，中生層を褶曲・変形させた運動は中生代中のいく回もの時製に行なわ 

れ最終の時製は上こ白堊紀後（おそらく第三紀中葉）にまこ及ぼだこあろう。 
 

Ⅱ．8．7 帯状構造に斜交する構造29) 
 

当地域において，帯状構造に斜交する断層系統には，北西～西北西-南東～東南 

東，北東～北北東-南西～南南西，および南-北の 3 方向のものがある。それらは帯 

状構造を特徴づける諸構造線，火成岩・変成岩類および中生層・古生層の分布に若干 

の変位を与え，また断層面に沿う破砕や，断層に近いこ分の地層に異常走向を生じて 

いる。 

これらの断層は帯状構造はもちろぼこあるが，臼杵―八代線その他に貫入している 

先述の新製貫入岩岩（これらは圧砕作用を受けていない）をも切り註24)，天草・北九 

この古第三系を切る同方向の断層と同系統（同時代・同じ構造運動）のものと判断さ 

れる。 

上述の 3 つの断層系統は，その発達の数において，ほゞ 4：2：1 の割合こ認めら 

れる。 

1) 北西-南東断層：大こ分が N 30～60ﾟ W 方向のものこ，とくに 45～60ﾟ のも  

のが多く，60ﾟ を超すものは少ない。断層面は 45～70ﾟ こ北東に傾くものと，同  

様の角度こ南西に傾くものと，ほゞ同数認められた。  

2) 北東-南西断層：多くは N 25～45ﾟ  E  方向こ，まれに N  50ﾟ E  に及ぶものが  

ある。断層面は 50～70ﾟ こ南東に傾くことが普通こ，北西に傾くものは前者の半  

数にも及ばない。ときに直立する。  

3) 南北断層：南･北方向から 5～10ﾟ 程度東あるいは西になることもある。ほゞ  

同数の割合こ東あるいは西に傾斜し直立するものも若干ある。  

認められた断層における水平変位は，一般に小さく，変位が 100 m を超すものは 

まれこある。しかし，北東-南西断層こは隣接図幅地域内にはときに延長が大こ，変位 

も数 100m を超えるものがある。日奈久断層34)は北東-南西断層の大きい例の一つだ 

が，これこは水平変位の量はむしろ小さいが，その延長が大こ，垂直変位は後述のよ 

うに比較的大きい。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註24) 後述の日奈久断層の項参照。 

断層による地層の水平的曳きずりは，しばしばその近くに断層の外ぼを暗示するほ 

どに目立っていることがある。東北東-西南西の地層の一般走向は，断層の近くこは局 

こ的に曲げられて，北西断層の場合は地層は北西～西北西方向に向き，北東断層の場 

合は，北東～北北東に方向をかえるのが常こある。垂直方向の曳きずりは，地層が全 

体として高角度に傾斜しているため，その性質をはっきりと認めることがこきない。 

断層面は一般に明瞭こあるが，多かれ少なかれそれに沿う岩石の破砕を伴なう。北 

西断層の破砕帯は小規模こ，幅 50 cm 以下，一般には 20～30 cm こあるが，北東断 

層の場合には比較的大きい。とくに日奈久断層こは幅数 10 m にわたる擾乱破砕帯を 

伴なっている。 

以上の北東-南西断層と北西-南東の断層とは，互に切ることもあり，切られること 

もあり，相前後して発達したものと参えられる。そして，日奈久断層による八代海の 

最近の地質時代（外外熔結凝 岩後  ? ）における生成に示されているように，ごく新 

しい地質時代にまこ及ぼこいるらしい。 

日奈久断層29)34)：北側に隣接する八代図幅地域の北東隅から本図幅地域南西隅まこ 

40 km にわたって直走し，北西側の八代平野・八代海と球磨山地を区切って，地形的 

に著しい対照をなす断層崖をつくる。この断層は，さらに NE-SW にのびる。 

断層それ燐体は，八代平野の洪積層・冲積層下ならびに八代海中に没していて註25), 

その性状を知ることは困難こあるが，田浦町外平から只崎に至る間のほゞ中間の海岸 

に，低潮位の際，日奈久断層の実体が認められる露頭が現われる。そここは，直走す 

る日奈久断層崖下に位置し，日奈久層の頁岩中に幅 40 m 以上（その西縁は海水下に 

没して実際の幅は不明）の擾乱・破砕・断層群帯として示されている。その幅の間 

に，N 20～30ﾟE 方向に走る数えきれない断裂面，それに沿う断層粘土がありその間 

の頁岩はよれよれに曲り，葉片状となり，方解石細岩が縦横に不規則に発達してい 

る。断裂面は直立ないし 70～80ﾟ こ西に傾く。この破砕帯は海岸に約 300 m にわたっ 

て認められる。 

日奈久断層による水平変位はあまり大きくないらしい。なぜなら，臼杵―八代線の 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

註25) 八代図幅地域内，小野こ田村中小野から豊野村下郷へ抜ける峠道の 1ヵ所に日奈久断層の一 
こと参えられる露頭がある。そここは，肥後片麻岩群の雲母片麻岩を切る北外東方向の破砕・ 
擾乱帯（その幅は不明）を切り，同方向の幅 2 m の古銅輝石安山岩岩岩がある。その岩岩に 
は，圧砕・破砕は認められず，断層生成後の貫入こあることは明らかこあるが，上述のよう 
に，球磨山地内こは，この系統の断層後の貫入岩岩はまだ知られていない。 
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延長は，八代三角洲内の南川川口に求められ,ほゞ，宮地にみられる宮地構造線のその 

まゝの延長上にある。こゝこは，川口の北側の鼠蔵
そうぞう

の外は，竜峯山帯古生層とそれを 

貫く火成岩類からなり，また船瀬の石 岩もその帯の石 岩と同じ性状こあるに対し   

て，川口の南側には砥用層がくる。さらに，八代海中の大築島・小築島の石 岩は，  

北東方小川付近の山地の肥後片麻岩の一員こある結そ質石 岩層の延長こある。  

この断層による垂直変位はかなり大きいことが，日奈久断層崖の外ぼと，八代平野･ 

八代海中に散ぼする小外陵・小島嶼の山頂と，断層以東のそれらにそれぞれ対応する 

地帯の山稜との比高差によって暗示される。この問題については，地形の項（ 4 頁） 

において，すこに述べた。 

 
 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

Ⅲ．1 石 灰 岩 
 

本図幅地域内の古生層には，石 岩が比較的多量に分布している。神瀬層群のもの  

は厚さ数 100 m 以上に達し延長も大きい。それについこ，与奈久層群中のものが，厚 

さ，連続性もよいが，そのうち最大のもの，すなわち内谷から大平の南，与奈久をへ 

黒岩・銅山・黒山に至る石 岩こも最厚  100 m 程度こ，他の大こ分は厚さ 20～30 m 

以下のレンズ形をなす。他の層群のものは厚さ 20 m 以下こ，延長も小さい。 

古生層の石 岩は，小崎層・走水層のものを除いて，比較的  CaO 含有度が高い31)｡ 

一般に白色を呈するが，与奈久層群のものは黒色～黒 色のものが多い。小崎層の石  

岩は厚さ数  m 以下の不一な黒色，角礫質石 岩こ，しばしば小円礫を含み ，砂質ま 

たは泥質こある。以上の石 岩はまだ採たされていない。それらのうち  2，3 の分析 

結果を第 3 表および第 22 表に示す。 

竜峯山層群の石 岩はもっとも連続性がよいが，本図幅地域内には，その西端の一  

こが分布する。 

八代海中の大築島・小築島の肥後片麻岩類の結そ質石 岩は日本八メント八式会社  

こ稼行され，グロリーホール式により年間約 17万 t 採たされ，大築島の稼行鉱量は 

1,200万 t と見積られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中生界の石 岩は，田浦層・坂本層・日奈久層にみられる が，いずれも小レンズを 

なす。田浦層のものは海浦，宮浦―大木場付近に発達し，厚さ 5 m 以下，多くは 3 m 

以下の小レンズこあるが，宮浦―大木場付近こは褶曲により 2 帯にわかれ比較的よく 

追跡される。坂本層のものは，海浦，北方海岸，二見南こ鷹河内の西および坂本にい 

くつかみられるが，最厚 25 m，一般には 5 m 以下こ，延長は小さく，団塊状にすぎな 

い。日奈久層のものは，坂本村九折の北にあり，厚さ 3 m の小レンズをなす。 

それらの中生界の石 岩は大こ分が黒 色を呈し，著しく鮞状こ，割れ目が少な  く 

風化に強いのこ，石材，敷石として良好こあるが，小岩体をなして散ぼするのこ，局 

地的利用にすぎない。 

 

Ⅲ．2 陶  土 

日奈久の南東下内峠付近の数ヵ所に，かつて高田焼素地原料として採たされた陶土 

がある。 黒色頁岩中に扁桃状をなして挾まれた白色の長石質砂岩の風化産物たる軟  

質の砂質粘土こ，粘力は弱い。上・下 2 層ある。下層は峠の東約 100 m 付近に露出 
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し，厚さ約 12 m こある。上層は峠の西に露出し，0.3 m の厚さがある。伊原敬之助 

の報告10)による陶土分析結果は次のとおりこある。 

SiO2   Al2O3   Fe2O3   CaO   MgO   K2O 

80.45   12.35   0.42   0.17   0.27   1.26 

この陶土を素地とし，鳩山に露出する変た 象斑岩の風化産物を材料にしたここを  

もって，高田焼を作る。 
 

Ⅲ．3 滑  石 
 

構造線に沿い分布する蛇紋岩はよれよれに破砕され葉片状を呈するが，そのなかに 

細粉状の滑石を含む。二見・田浦町地区の深水帯の蛇紋岩は，数ヵ所において滑石の 

材料として小規模に採たされている。 
 

Ⅲ．4 石  炭 
 

図幅地域の北端こに分布する上こ白堊系砥用層中に薄層の泥質石炭が挾ぼする。南 

帯の砥用層中のものは，球磨川左岸道ぼ切割に 2 層露出する。上層は炭質頁岩こも含 

めて約 1 m，下層は 20～25 cm の厚さこ，厚く成層する粗粒砂岩に挾まれる頁岩に伴 

なう。こ分的に質の変化が著しく，夾みが多いが，良好なこ分こは水分 1 ％内外， 

分 30 ％ 内外，発熱量 5,500 Cal と報告されている52)。黒鉛色を呈し，葉片状化して 

いる。地層は 10～20ﾟ こ北斜し，地層全体の変形は弱いが，厚層の砂岩に挾まれるた 

め，変形に対する差動運動により 2 次的なレンズ状消長に富み，厚さの変化が大き 

い。それらの層準は第 21 図に示す。1，2 の旧坑とみられる小規模の稼行跡がある｡ 

砥用層北ここは，帯の南限に沿って分布し，砂岩頁岩互層中に厚さ約 30 m の層を 

隔てて，2 層ずつ 2 層準に挾ぼする。懐良親王墓地の東，川床の南西約 500 m にそ 

れらの露頭がみられる。後者こは下層（北側）のものは厚さ 60 cm，上層は 1 m こ 

いずれも薄い夾みがあり，著しく歪曲され，膨縮に富み，葉片状こある。地層は 60ﾟ 

こ南斜し，その層準は 112 頁に述べたとおりこある。この 2 層は懐良親王墓地の東か 

ら川床の南西露頭をへて，さらに東に追跡されるが，著しくもめているのこ，稼行は 

困難こある。 

 

Ⅲ．5 マンガン鉱  
 

与奈久層群中には走向断層に沿い厚さ 20 m 以下の変輝緑岩・変玄武岩の岩岩が， 

ほゞ500 m～1 km の間隔こ貫入しており，またその間のいくつかの断層にも外外に小 

岩岩がみられる。それらがチャートと接しているこ分あるいは近傍にマンガン鉱・絹 

マンガン鉱を産することがある。また与奈久帯北限に分布する，輝緑岩のの緑色准片 

岩中にとりこまれた珪質千枚岩との接触こにも，絹マンガン鉱を生じていることがあ 

る（永谷）。しかし，いずれもごく小規模の鉱体こ，現ぼ稼行中のものはない。かつ 

て百済来村久多良木南方 1 km の久多良木鉱山こ 400 t，山口南方 1 km の葦北鉱山こ 

80 t 採たされたことがある 55)。鉱床は炭酸マンガン，二酸化マンガンを主とするが， 

連続性に乏しい。上述の輝緑岩は多くの場合著しく圧砕を受け，こ分的に葉片状，角 

礫状をなすために，輝緑凝 岩として製製されたことがある。  

吉尾層群中こも同様に走向断層に沿う輝緑岩岩岩があり，とくに箙瀬層を挾む境の 

断層に多い。その中生層帯の 1 つの延長上，すなわち坂本村市ノ俣の東方に，2，3 

のマンガン鉱床があり，市ノ俣鉱床および肥後鉱山赤松鉱床がそれこある 56)註26)。 

前者は56)，板状珪岩中に胚胎した小規模の不規則な形のマンガン鉱床こ，炭酸マンガ 

ン質・珪酸マンガン質鉱石・微粒の菱マンガン鉱およびチョコレート鉱・テフロ石を 

主とするいわゆる真名子型の鉱石からなる。鉱床が肥大したこ分こは含マンガン角石 

質石英・鰹石鉱・バラ輝石・ベメント石（Bementite)．ピロックスマンガン石（Py- 

roxmangite）を伴なう。 

こ分的に高品位こ，Mn 45％ 程度こある。 

後者は56)，前述の市ノ俣鉱床の西，海抜 500 m 付近に点ぼする小マンガン鉱床こ， 

二酸化マンガン・炭酸マンガン鉱を産する。 

中生層中にはマンガン鉱床は発達しない。 

 

Ⅲ．6 銅  鉱 
 

吉尾村銅
かな

山
やま

において，古く銅鉱が採たされ，旧坑（吉尾鉱山・鉱区番号 828 号）を 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註26) 本鉱床について，九こ大こ吉村豊 教授より種外御教示があった。こゝに本にを表する。  
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外している。与奈久層上このほゞ直立するチャートと粘板岩の互層中にあり，それに 

近接して輝緑岩の小岩岩がある。この鉱床については公表された調査資料がない。 
 

Ⅲ．7 水  利 
 

球磨川は日本 3 急流の 1 つと呼称され，河口に近い本図幅地域内こも，河谷は比較 

的狭く，急流をなす。河床・河岸の洪積層・冲積層は局こ的にだけ分布し，ごくうす 

いのこ，ダム建設による水利開発に適し，すこに建設された荒瀬ダムによる発電はそ 

の一例こある。 

破木構造線以南の古生層地帯こは，河谷は深い急斜面をなし，かつ流ぼに特色があ 

る。すなわち，球磨川の支流の川辺川と万下川は，その上流は図幅地域内球磨川本流 

から東方 9～12 km ほどの地域（五木村山口谷，内谷および山下村熊ノ原，合子俣） 

にあるのに，その下流は南下し，図幅地域よりはるか南方の人吉の近くこ球磨川本流 

に合流している。これらの支流上流流域は，集水面積は必ずしも大きくないが，本流 

に対してその比高は大きく，400～500 m ある。一この谷はすこに利用されているが， 

さらに電の開発に利用価値を外している。 
 

Ⅲ．8 温  泉 
 

本図幅地域内には日奈久温泉がある。古い帯状構造を斜交して切る日奈久断層崖下 

にあるが，泉のは日奈久断層本体の上には位置しない。むしろ，それに平行して走る 

副次の断層上にあり，それに沿って貫入した変質 象斑岩に関係があるらしい。日奈  

久町の南西には，断層崖の基こに沿い，馬越の北，鳩山岬の基こ，洲口にかけて，熱 

水変質の著しい 象斑岩 の岩岩がある。 
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PHYSICAL FEAT URES 
 

T h e s h e e t - m a p  a r e a o f H in a g u  e m b r a c e s  t h e l o w e r  d r a in a g e s  

o f t h e K u ma r i ve r  a n d i t s  t r i b u t a r i e s  a n d  t h e w e s t wa rd a d ja c en t  

a r ea a lon g t h e c oa s t o f t h e Ya tsu s h ir o s ea .  T op o gr a p h ica l ly t h e  

a r ea is d is t in ct ly ma rk ed b y t h e H in a gu fa u lt es ca rp m en t o f N E-  

SW d ir e ct ion .  

Th e fa u lt d iv id es t h e a r ea in t o t w o t r a c t s ,  t h e n or th w es t ern  

l o w - ly in g a l lu via l f la t a n d  Ya tsu s h ir o s ea a n d s ou th ea s t er n m ou n -  



 

t a in o u s r e g ion s . In t h e f o r m er r e g ion a  t h in a l lu viu m c on c ea l s a  
p r ob a b ly e xt en s ive d i lu vi a l d ep os it s .  Cr op p in g ou t t h rou gh t h es e  
s u p e r f i c i a l d e p o s i t s  t h e r e a r e s e v e r a l  s m a l l r o c k y  o u t l i e r s  a n d  
is l e t s o f cr ys t a l l i n e l im es t on e ,   gn e is s a n d s ch i s t ,  wh ich a r e a  
c on t in u a t ion o f t h e H ig o gn e i s s a n d t h e R yu h o z a n gr ou p b r oa d ly  
e xp os ed on t h e ea s t o f t he fa u lt .  

T h e m o u n ta in o u s  r e g io n  i s  m a d e u p m a in ly o f t h e P a le o z o i c  
a n d M e s o z o ic r o c k s w h ic h a r e d i s p o s e d i n a n u mb e r o f p a r a l l e l  
b e lt s w ith t h e g en er a l t r en d o f EN E-WS W , t h e s o -ca l l ed Ku ma -K i i  
d ir e ct ion . I t is d e ep ly d is s e ct ed b y t h e Ku ma r i ve r a n d i t s t r ib u -  
t a r i es , a n d s o m e oth er s ma l l s t r ea ms in t h e s ou th w es t . T h e a n te c ed en t  
K u m a  r i v e r  f l o w s  m e r i d i o n a l l y i n  t h e c e n t r a l p a r t  o f t h e a r e a  
w ith a s t r on g ly in c is ed m ea n d er , t h a t is  c on s id er ed t o h a ve in i t i -  
a t ed p r ob a b ly i n M io c e n e .  Th e d i lu v ia l gra ve l s  a n d s a n d s w er e  
p a t ch i ly d ep os it ed on t h e ir s id es a n d f lo or s .  

In g en er a l t h e P a le o z o ic r o ck s for m h igh a n d s t e ep r e l i e f , a n d  
t h e a r e a s  o f t h e M e s o z o i c r o c k s  a r e r e l a t i v e l y l o w e r - l y in g a n d  
h a ve w id er va l l e ys .  Th e m ou n ta in r id g es ,  t h er e for e ,  gra d u a l l y  
d e cr ea s e in h e igh t t o wa rd s t h e n o r th ern a n d w es t ern  a r ea s  wh e r e  
t h e M es o z o ic r o ck s a r e w id e ly d is t r ib u t ed .  

M o s t  o f t h e l o n g i t u d in a l r i v e r s  b e a r  a n o b v io u s  r e l a t i o n s h ip  
t o t h e g e o lo g ica l s t r u ctu r e of t h e E NE-W SW d ir e ct ion .  Th e r id g e s  
i n  a  l a r g e m e a s u r e ,  t h e r e f o r e ,  r u n  i n  p a r a l l e l w i t h  t h e g e n e r a l  
t r en d o f t h e r o ck s .  Sma l l t r a n s ver s e r i ve r s a r e a ls o in f lu en c ed b y  
th e fa u l t s  o f t h e N W-S E , N N E-S S W ,  a n d N-S d i r e c t io n s  wh ic h  
cr os s t h e o ld er s t r u ctu r e o f t he E NE-W SW d ir e ct ion .  

T h e c l o s e r e l a t i o n s h i p  o f t h e t o p o g r a p h y t o t h e g e o l o g i c a l  
s t r u c tu r e a n d r o c k d i s t r i b u t io n  i s e x e m p l i f i e d  a l s o i n  t h e m in o r  
t o p o gra p h ic d eta i l s .  F or e x a mp le , r o w s o f k ern b u t s  a n d k er n c o l s  
ca n o ft en b e s e en a lon g t h e fa u lt l in es a n d w ea k en e d r o ck s s u c h  
a s c l ea ved  s la t es  a n d f is s i le s erp en t in es .  Anoth er e xa mp le is s h o wn  
b y  s m a l l  d e p r e s s i o n s  i n  t h e  u p p e r  o r  m i d d l e  c o u r s e  o f  m a n y 
t r i b u t a r i e s ;  t h i s f e a tu r e i s  r e l a t e d t o t h e d i s t r ib u t io n  o f s o f t e r  
r o ck s in s id e t h e h a r d er r ock s .  
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GEOLOGY* 
 

Ge ne r a l r e ma r ks  
Ta b le in p a ge 3 s h ows  t h e g eo lo g ica l s ys t e ms wh ich  a r e e xp os ed  

in  t h e p r e s e n t  a r e a .  T h e m a in  p a r t  o f t h e m o u n t a in o u s  r e g i o n  
o c c u p ie s  g e o t e c t o n i c a l l y t h e w e s t e r n  e x t r e m i t y o f t h e C h i c h ib u  
T er r a in o f t h e Ou t e r Z on e o f S ou th w es t Ja p a n , c o m p r is in g r o c k s  
r a n g in g in a g e fr o m t h e Up p er S i lu r ia n t o t h e Up p e r Cr eta c e ou s ,  
w i th s o m e N e o g e n e v o lc a n ic d yk e s .  Th e s o u th e a s t e r n c o r n e r i s  
o c cu p ied b y a p a r t of t h e Sh ima n t o T er r a in o f t h e u n d i f f er en t ia t e d  
M es o z o ic c omp le x .  

Th e P a le o z o ic a n d Me s oz o ic r o ck s o f t h e a r ea a r e d is t r ib u t e d  
i n  m a n y p a r a l l e l t o s u b p a r a l l e l b e l t s  s t r i k in g E N E -W S W w h i c h  
a r e s ep a ra t e d b y t h r u s t z on e s . Th e t h ru s t z on e is r ep r e s en t ed b y  
a grou p o f s t e ep fa u lt s or t h ru s t s a n d s t rongly c on tor t e d a n d s h ea r ed  
r o ck s , wh er e o c cu r m ica -g n e is s , a mp h ib o l i t e , gra n it e , p la g io c l a s e  
p o r p h y r i t e ,  d i a b a s e ,  s e r p e n t in e ,  a m p h i b o l e - r o c k ,  s c h i s t  a n d  a 
f e w p a r t i cu la r P a le o z o ic for ma t ion s .  For s o m e r ea s on t h es e i gn e ou s  
a n d m eta m orp h ic r o ck s o c cu r m os t ly in t h e t h ru s t z on es b et w e e n  
t h e b e l t s i n  w h ic h  t h e M e s o z o i c s t r a t a a r e w id e ly e x p o s e d ,  b u t 
f e w in t h os e b et w e en t h e b e lt s o f w id er P a le o z o ic ex p os u r e .  Th e  
p r e -T e r t i a r y i g n e o u s  r o c k s  d o n o t a lw a y s s h o w s im p le i n t r u s iv e  
f o r ms , b u t m o s t ly r e p r e s en t s q u e e z e d - o u t or t h r u s t - u p ma s s es  o f  
o ld er in t ru s ion s .  Th e m eta m orp h ic r o ck s m en t ion ed a b o ve a r e a ls o  
s q u e e z e d - o u t  m a s s e s  o f t h e o ld e r  a n d  d e e p - s e a t e d  m e t a m o r p h i c  
c omp le x .  B es id es  t h e i gn eou s  a n d m eta m orp h ic r o ck s  in  t h e t h ru s t  
z on es , t h er e a r e t wo grou p s o f in t ru s ive r o ck s .  On e i s t h e p r ob a b ly  
M e s o z o i c M iy a n o h a r a  g r a n o d io r i t e i n  t h e n o r t h e r n  a r e a  a n d  t h e 
o t h e r  i s  a  g r o u p  o f  N e o g e n e ,  s m a l l a n d e s i t i c  d y k e s  o c c u r r in g  
h er e a n d t h er e w ith in t h e p res en t a r ea．  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
* Th e d e s cr ip t io n in t h e t e xt , fo r re aso n s o f co mp l e t en es s o r l u c id it y , n o t fr eq u en t l y  

r e f e r s  t o  t h e  U m i n o u r a  d i s t r i c t  b e y o n d  t h e s o u t h w e s t e r n  b o u n d a r y  o f t h e  
H in a gu q u ad ran gl e（ se e T e xt - f i g. 28）  

T h e  p a r a l l e l i s m  i n  t h e  d i s t r i b u t i o n a l  t r e n d  o f  h e  P a l e o z o i c  
a n d  M e s o z o i c s t r a t a  a p p a r e n t l y g i v e s  a n  a s p e c t o f  a  s t r u c t u r a l  
c on fo r m it y o f t h e t w o g r ou p s , b u t t h e P a le o z o i c r o ck s  a r e mu c h  
m o r e i n t e n s e ly d e f o r m e d  t h a n  t h e M e s o z o i c .  In d e e d  t h e f o r m e r  
a r e n ot on ly s t r on g ly fo ld ed a n d f a u lt ed  b u t a l s o h igh ly s h ea r ed  
a n d c l ea ved , a n d r ock s h a ve o ft en b een  c on ve r t ed t o p h y l l i t es a n d  
a t lea s t t o s la t es in t h e ca se o f t h e a r g i l la c e ou s r o c k s . Wh i le t h e  
M es o z o ic r o ck s w er e n ot su f f er ed fr om t h e s a m e p r o c es s , a lth ou gh  
s o me o f t h e m a r e c on s id era b ly f o ld ed a n d fa u lt ed , e x h ib it in g e ve n  
th e in ver t ed c omp r es s ed fo ld s in s om e p a r t s .  

Th e P a le o z o ic r o ck s a r e in t ru d ed in ma n y p la c e s b y gra n it es ,  
a n d  s e r p e n t in e s  o c c u r r in g i n  t h e t h r u s t z o n e s ,  b u t  n o i n t r u s i v e  
r e la t i on sh ip s o f t h es e r o ck s t o t h e M es o z o ic r o ck s h a v e b een c l ea r ly  
ob s er ved .   Th e o ld es t M es o z o ic r o ck s  k n o wn w ith in t h is a r ea is  
t h e Ca rn ia n Ta n ou r a forma t ion , a n d i t r es t s on t h e M id d le P er m ia n  
K oza k i f or ma t ion w ith a d is t in ct u n c on f or m it y .  

Th e fa ct s m en t ion ed a b o ve s u g ges t t h a t a n in t en s e d ia s t rop h ism  
t o ok p la c e p r ob a b ly in t h e p er io d b e t w e en  t h e la t es t P er m ia n t o  
m id d le Tr ia s s i c .  

T h e  M e s o z o i c  s t r u c t u r e  w e r e  s u p e r p o s e d  o n  t h e  P a l e o z o i c  
f o ld s a n d fa u lt s w ith a s im i la r b u t les s co mp le x s t r u c tu r a l p a t t ern .  
Th e fo ld in g a n d t h ru s t in g in t h e la t e M es o z o ic a n d ea r ly T er t ia r y  
p er iod s w ere c on s id era b ly in t en s e in t h is g en er a l r e g i on .  Th ey mu s t  
h a ve m od i f i ed t o s om e e xt en t t h e o ld er s t ru ctu r es . In t h e you n g er  
T er t ia ry p er iod fa u lt in g o c cu r r ed a lon g t h e s i t e o f H in a gu es ca rp -  
m en t a n d a t s om e oth er l o ca l i t i es .  

 
Y a ts us h ir o g ne is s g r o up (p r e - S i lu r ia n)  

Th e gr ou p con s is t s o f coa r s e -gr a in ed , ga rn et b ea r in g a mp h ib o -  

l i t e ,  m ic a - g n e i s e ,  a n d  g n e i s s o s e g r a n i t e s  ( g r a n i t e ,  t r a n d h je m i t e ,  
qu a r t z -d io r i t s et c . ) wh ic h a p p ea r on ly in t h e t h ru s t z on es o f t h e  
E NE-W SW d ir e ct ion , s h o w in g m ore or l es s ca t a c la s t i c s t r u ctu r e―  
o f t en w ith m y lon it e a n d p h yl lon it e .  Th e y a r e mu ch  mor e h igh l y  
m eta m or p h o s ed t h a n t h e S i lu r ia n r o ck s a n d Upp er P a le o z o ic b ed s  
wh ich a r e in c on ta ct w ith  t h e m a lon g t h e s a m e t h ru s t z o n e . Th e  

54 



 

gn e is s a n d g r a n it e c on ta in z i r c on o f ch a ra ct er i s t i c p u rp l e c o lo u r .  
T h e  g r o u p  i s  r e g a r d e d  a s  p r o b a b l y d e t a c h e d  a n d  s p u e e z e d - o u t  
s l i c es o f t h e p r e -S i lu r ia n (p os s ib ly P r e ca mb r ia n) b a s e men t．  

 

PALE OZOIC 
 

T h e P a le o z o ic r o c k s  o c c u p y ma in ly t h e s o u th e a s t e r n  t r a c t o f  
t h e a r ea ,  a n d a r e s ep a ra t ed b y a t e cton ic l in e in t o ma n y t er r a in s  
o f a d e f in it e r ock - fa c i es a n d g e o log ica l a g e .  Th e b u lk o f t h e m is  
r e p r e s e n t e d  b y t h e C a r b o n i f e r o u s  a n d  P e r m ia n f o r m a t i o n s  wh ic h  
a s a w h o le d e m on s t r a t e a r o ck - fa c i e s o f eu g e o s yn c l in a l t yp e a n d  
a r e c o mp os ed o f s la t e (p a r t l y p h y l l i t e) , s a n d s ton e o f a fe ld s p a th i c  
g r e y w a ck e t y p e , c h er t a n d s u b o r d i n a t e l im e s t on e , a n d i n c e r t a in  
p a r t s of p yr o c la s t i c r o ck a n d la va f l o w ,  a n d c on g lo m era t e .  Th e  
r e m a in in g P a le o z o ic r o c k s  i n c lu d e s m a l l p a t c h e s o f t h e S i lu r i a n  
r o ck s .  

T h e y s h o w a  c o n s id e r a b ly c o m p l i c a t e d  s t r u c t u r e o f  s t e e p  t o  
v e r t i c a l d ip s ,  a n d  t h e i r  o r i g in a l s t r a t i f i c a t i o n  p la n e s  h a v e b e e n  
d em o l is h ed t o s h ea r p la n es .  C on s id era b ly in t en s e d e f or ma t i on o f  
t h e r o ck s b y fa u lt in g , fo ld in g a n d c l ea va g e , ma k es i t d i f f icu lt t o  
a s c er t a in t h e d eta i l ed s u c c es s i on o f t h e r o ck s .  

F os s i ls  a r e f o u n d i n s o m e o f t h e l im e s t on e s wh ich  en a b le u s  
t o d et er m in e t h e a p p r o x ima t e a g es o f t h e for ma t ion s . Th e c on ta in e d  
fos s i ls a r e fu su l in id s , ca l ca r e ou s a lga e a n d s o m et im es c or a ls . Ra d io -  
la r ia a r e d is c ern ib l e in s o me ch er t s .  

 
S i lur ia n 

 
S e v e r a l d i s c o n n e c t e d ,   s m a l l p a t c h e s  o f t h e U p p e r  S i lu r i a n  

l im es ton e , s o m et im es w ith t u f fa c e ou s s la t e a n d r h y o l i t i c r o ck , a r e  
f ou n d a lon g t h e n or th ern ma r g in o f t h e Fu k a m i t h ru s t z on e .  Th e  
la r g es t ma ss is a b ou t  150 m l on g a n d 35 m w id e , a n d oth er s a r e  
mu ch s ma l l er . Th e l im es t on e is cr ys t a l l in e t o s e m i -crys t a l l in e , wh it e  
w i t h  s l i g h t ly r e d d i s h b lo t s ,  a n d r a r e ly c o n t a in s  c o r a l s  l i s t e d o n  
p a g e 16 wh i le a gr e en is h t u f fa c e ou s s la t e y ie ld s Lin g u la s p .  

T h e  S i l u r i a n  r o c k s  a r e  i n  c o n t a c t  w i t h  t h e a d j a c e n t  r o c k s  

a lwa ys b y s t e ep fa u lt s or s l ip -p la n es .  Th e y a r e c on s id er ed a s s qu e -  
e z ed -ou t s l i c es fr om t h e d eep -s ea t ed ma in S i lu r ia n c o mp le x .  

 
Ca r bo n i fe r o us  

 
N o i n d i c a t o r  o f t h e D e v o n ia n  h a s  b e e n  f o u n d .   T h e L o w e r  

Ca rb on i f er ou s Ka k isa ko fo r ma t io n wh ich is e xp os ed in t h e n e igh -  
b ou r in g a r ea is n ot ext en d ed t o t h e p res en t a r ea .  M id d le Up p er  
Ca rb on i f er ou s is r ep r es en ted b y t w o f or ma t ion s .  On e o f t h e m , t h e  
F uta mi fo r ma t io n , 100 m t h i ck , is e xp os ed in a l im it ed a r ea a lon g  
t h e s o u t h e r n  f l a n k  o f  t h e F u k a m i t h r u s t  z o n e t o t h e s o u t h  o f  
Fu ta m i .   I t c on s is t s o f h igh ly c l ea ved b la ck s la t e w i th o c ca s ion a l  
t h in  b e d s  o f v e r y f i n e - g r a in e d  s a n d s t o n e ,  a  c h e r t  b e d ,   a n d  a  
l im es ton e l en s (2 m t h i ck)  c on ta in in g b a s ic t u f fa c e ou s p a tch es .  
Th e l im es t on e c on ta in s Fu su l in a c f . k a n me r a i IS H I I a n d Fu su l in e l l a  
s p .  Th e for ma t ion is fa u lt ed a ga in s t t h e a d ja c en t r o ck s .  

 
T h e o t h e r i s  t h e A ma t s u k i for ma t io n o c c u r r in g i n a n a r r o w 

b e l t n e a r  t h e s o u t h e a s t e r n  c o r n e r  o f  t h e a r e a  a s  a n  e x t e n s i o n  
fr o m t h e ma in ou t cr op s n ea r Ama ts u k i o f t h e a d ja ce n t sh eet a r e a  
on t h e s ou th .  I t c o mp r is es m ed iu m -gra in ed s a n d s ton e w ith s u b or -  
d in a t e s la t e in t h e u p p er p a r t a n d b la ck s la t e in t h e l o w er .  N o 
fos s i ls h a ve b e en f ou n d fr o m t h e forma t ion o f t h is a r ea , b u t Fu s u -  
l inella sp . ex. gr . bo cki M ÖL L ER and S taffel la spp . occu r in a l imeston e 
o f t h e t yp e a r ea .  Th e b e lt  o f t h e To b i ish i g r o u p , wh ich  r a n g e s  
fr om u p p er Up p er Ca rb on i f er ou s Fu su l in a z on e t o t h e l o w er L ow e r  
P erm ia n Ps e u d o s ch wa g e r in a z on e in t h e t yp e s ect ion o f t h e a d ja c en t  
a r ea t o t h e n or th ea s t , is mu ch n a r r ow ed a n d f ina l ly t h in s a wa y i n  
t h e p res en t s h e et a r ea .  

 
P e r mia n 

 
T h e  P e r m i a n  f o r m a t i o n s  a r e  e x p o s e d  w i d e l y  i n  t h e  a r e a ,  

o c cu p y in g e igh t t e ct on i c b e lt s , ea ch o f wh ich c o mp r i s es a c er t a in  
d e f in it e r o ck -u n it .  

A p a r t o f t h e To b i is h i g r o up in t h e p res en t s h e et a r ea ma y b e  
th e l o w es t P erm ia n .  I t c on s is t s o f b la ck p h y l l i t e , gr e en p h y l l i t e  
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d er ived fr o m b a s i c p yr o c la s t i c r o ck a n d la va f l ow , a n d s om e l en s es  
o f crys t a l l in e l imes t on e .  

 
T h e S h i zo fo r ma t io n i s a  r e p r e s e n t a t i ve o f t h e u p p er L o w e r  

Permian , th e zon e of Parafusul ina kaerimize nsis -S ch wage rina japonica ,  
a n d i s  d i s t r i b u t e d  i n  a  n a r r o w b e l t  o f t h e s o u t h e r n  p a r t  o f t h e 
a r ea w ith a fa u lt r e la t i on a ga in s t t h e a d ja c en t r o ck s . Th e for ma -  
t i on , 500~600 m t h i ck , c omp r is es m ed iu m - t o f in e -gra ined s a n d s ton e  
a n d s la t e w ith s e ve ra l t h i ck ch er t b ed s  a t in t er va ls .  I t  is  t h e ea s t er n  
c o n t in u a t i o n  o f t h e fo r m a t i o n  w h i c h  t y p i c a l ly c r o p s  o u t  i n  t h e  
a d ja cen t ma p a r ea on t h e s ou t h a n d con ta in s t h e fu s u l in id s l is t ed  
in p a g e 20 in a l en t i cu la r l im es t on e w ith b a s i c t u f f i n t er ca la t ed in  
t h e m id d le p a r t .  

 
Th e M id d le P er m ia n r a n g in g fr o m t h e Ne o s ch wa g e r in a s imp lex  

z on e t o t h e Ya b e in a g lo b o s a (＝ Y . i n o u y e i) zon e is wh o l ly or p a r t l y  
r ep r esen t ed b y t h e R yu h o za n gr ou p ( in p a r t) , Ha s h ir i -m izu , K oza k i  
a n d  Y o n a g u  f o r m a t i o n s  a n d  a  p a r t o f  t h e K ō n o s é  g r o u p  f r o m  
n o r t h  t o  s o u t h .   T h e i r  d i r e c t  s t r a t i g r a p h i c  r e l a t i o n s h i p s  a r e  
h a r d ly k n own , b eca u s e t h e y a r e d is t r ib u t ed in sepa ra t ed s t r u ctu r a l  
b e lt s a n d a r e ch a r a ct er i z ed b y d is s im i la r r o ck - fa c i es . Th e c on ta in e d  
fu su l in id s p e c i es d e m on s t r a t e t h a t t h e y a r e a p p r o x im a te ly e qu iva -  
l en t or o ve r la p p in g in a g e .  

Th e c oa r s es t s ed imen t s a r e s e en in t h e Ko za k i fo r ma t io n wh ich  
o c c u r s a lw a ys i n n a r r o w s t r ip s  on b o th s id e s o f t h e Fu k a m i a n d  
K o z a k i t h r u s t  z o n e s  a n d  o n  t h e n o r t h  s id e  o f t h e  H a k i t h r u s t  
z on e .  S ma l l p a tch es o f t h e gr ou p a r e fu r th er m or e f o u n d a lon g t h e  
N ek od a n i t h ru s t z on e .  

Th e K o za k i for ma t ion is c o mp os ed o f c on g lo m er a t e , s a n d s ton e  
a n d s la t e w ith s ma l l l en s es o f l im es t on e , a s is s h own  b y c o lu mn a r  
s u c ces s ion s o f F ig . 3 in p a g e 25 . Th e con g lo m era t es a re in t r a forma -  
t i on a l , o c cu r r in g sp orad i ca l ly a s l en s es  or  t on gu es in s a n d s ton es a n d  
s la t es , s h o w in g a b r u p t la t er a l ch a n g es .  Th e y con ta in  we l l -r ou n d ed  
p eb b les , c ob b les a n d b ou ld er s , u p t o 40 c m in d ia m et er , o f b iot i t e -  
g r a n i t e ,  d i o r i t e ,  g r a n o p h y r e ,  q u a r t z - p o r p h y r y ,  h o r n b l e n d e -p o r p -  

h yr i t e , d ia b a s e , a n d es it e , a n d es it i c t u f f a n d t u f f b r e c c i a ,  s ch is t os e  
h or n fe ls ,  s a n d s ton e , ch er t a n d l imes t on e .  Th e ma t r ix is s a n d y o r  
n ot u n c o mm on ly mu d d y , a n d is o la t ed p eb b les a n d c ob b les a r e o ft en  
c on ta in ed in s la t e .  Sa n d s t on es a r e of mu d d y , s u b l i t h i c t yp e , w ith  
a la r g e a m ou n t o f c la y -ma t r ix .  L im es ton es , u s u a l ly 3~5 m t h i ck ,  
a r e co mp os ed m os t ly o f b io c la s t i c f ia gm en t s o f va r io u s k in d s r i c h  
es p ec ia l l y in ca l ca r e ou s a lga e a n d wa ter -w orn r e ma in s of fu s u l in id s  
a n d  c r in o id  o s c i c l e s .    S o m e t i m e s  i s o l a t e d  fu s u l in id  s p e c im e n s  
a r e d et ect ed in s la t es a n d s a n d s t on es  a t t h e s a m e h o r i z on s a s t h e  
l im e s t o n e l e n s e s .  Th e i d en t i f i e d s p e c i e s a r e l i s t e d  in  Ta b le 4 ,  
wh ich d e m on s t r a t e t h a t  t h e l o w er p a r t o f t h e for ma t ion i s c or r e -  
la ted with the Neoschwagerina simplex zone. A white-grey limestone in  
t h e u p p er m os t p a r t o f t h e forma t ion c on ta in s Ya b e in a g lo b o s a (YA B E)  
a n d Ne o s ch wa g e r in a s p . , a n d is r e f er r ed t o t h e Ya b e in a g lo b o s a zon e .  

I t  s h o u l d  b e n o t e d   t h a t  t h e c o n g l o m e r a t e - b e a r i n g  K o z a k i  
f or ma t ion o c cu r s on ly a lon g t h e t h ru s t z on es .  B e in g a wa y fr o m  
th es e r es t r i c t ed z on e on t h e n or th ,  ea s t ,  a n d s ou t h ,   t h er e o c cu r  
w id e ly e qu iva l en t M id d le P erm ia n for ma t ion s o f f in e r rock - fa c i es .  
T h i s  s u g g e s t s  t h a t  t h e K o z a k i f o r m a t i o n  m i g h t  h a v e  o r i g in a l l y  
d ep os it ed a lon g t h e o ld t e ct on ic is la n d s wh ich w ere e xp os ed  a b o ve  
th e s ea - l e ve l d u r in g t h e N e os c h wa g er in a n a g e a n d h a ve p r o vid e d  
th e s ed im en t s w ith t h e ma t er ia l o f i gn e ou s r o ck s .  

F orma t ion s o f f in er r o ck -fa c i es o f t h e e qu iva len t a g e a r e w e l l  
d is p l a y e d b y a p a r t o f t h e R y u h o z a n g r o u p , H a sh i r im i z u f o r m a -  
t i o n ,  t h e l o w e r  p a r t o f t h e Y o n a g u  f o r m a t i o n  a n d a  p a r t o f t h e  
s o - ca l led Kōn os é grou p fr om n or th t o s ou th .  Th e R y u ho za n g r o u p  
is ma in ly exp os ed in t h e a d ja c en t ma p a r ea on t h e n or th , a n d i t s  
w es t ern e xt r e m it y en t er s in t o t h e n or th ern b ord er s o f t h e p r es en t  
a r ea .  I t is b u i l t o f a lt er n a t in g b la ck p h y l l i t e a n d cr y s t a l l in e l im e -  
s t on e ,  t h e la t t er o f wh ich is p a r t ly a r g i l la c e ou s .  La r ge , h igh l y  
s qu a s h ed s p e c imen s o f Ve r b e e k in a s p . h a ve b e en f ou n d in a a r g i l l -  
a c e ou s l im es ton e a t a lo ca l i t y a b ou t 200 m n or th o f t he n or th er n  
b or d er o f t h e p res en t ma p .  Fr o m t h is e vid en ce a p a r t  o f t h e gr ou p  
is p r ob a b ly c or r e la t ed w ith a p a r t o f t h e Ne o s ch wa g e r in a cr a t i cu l i f e ra  
z on e t o t h e Ya b e in a g lo b o s a zon e .  
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Th e  Hashir imizu fo r ma t io n  occurs in th e east ern f l ank of th e 
area and con s ists ma in ly of b la ck ph yll i t e and s lat e with occas iona l  
b e d s o f ve r y f i n e -g ra in ed  s a n d s t o n e a n d s u b -o rd in a t e ly o f ch e r t .  
To t h e s ou t h of Ta ké t h er e is a s ma ll l im es ton e , wit h sh arp ston es  
a n d ch ip s o f s h a l e , wh ich con ta in s t h e fu su l in id s p e c i es l is t ed i n  
page 31 , and is r efer r ed t o th e Neosch wag erina marga ritae zon e.  

 
Th e Y o na g u fo r ma t io n o c cu p ies a w id e b e lt b et w e en  t h e Ha k i  

a n d Set o ish i t e ct on i c l in es a n d c o mp r is es t h e l ow er m emb er(a b ou t  
500 m) o f p h y l l i t e s la t e a n d ver y f in e -gra in ed , ca l ca r eo u s s a n d s ton e ,  
t h e m id d le m e mb er (a b ou t 400~500 m）  o f ch er t a n d s la t e , a n d t h e  
u p p er m e mb er  (a b ou t  200 m) o f s la t e ,  f in e - g r a in e d f e l d s p a th i c  
s a n d s ton e , ch er t a n d gr e en p yr o c la s t i c r o ck .  L im es t o n es a r e in t er -  
c a l a t e d  a s  s m a l l l e n s e s  o r  l e n t i c u l a r  b e d s  a t  t h e u p p e r  a n d t h e 
u p p e r m o s t  h o r i z o n s  o f t h e l o w e r  m e m b e r  a n d  i n  t h e u p p e r  p a r t  
o f t h e m id d le m e mb er .  

Th e form er t w o c on ta in t h e s p e c i es l is t ed in p a g es 34～ 35 , wh ich  
a r e e l e m en t s o f t h e Ne o s ch wa g e r in a s imp lex a n d t h e N . cra t i cu l i f e ra  
z on e .  Wh er ea s t h os e of t h e la t t e r l is t ed in t h e s a m e p a g e ob viou s l y  
b e lon g t o t h e Ya b e in a g lo b o s a z on e .  

 
Th e  Y o sh iwo fo r ma t io n  wh ich o c cu p ies a w id e b e lt on t h e  

s ou t h o f t h e Y on a gu b e lt , c on s is t s p r ed om in a n t ly o f t h i ck -b ed d ed ,  
m ed iu m - gr a in ed s a n d s ton e w ith in t er ca la t ed s la t e a n d s u b or d in a t e ly  
o f ch er t wh ich o c cu r s a t in t er va ls t h rou gh ou t t h e s e q u en ce .  Fr o m  
l e n t i c u l a r  l i m e s t o n e s  a t  a  h o r i z o n  i n  t h e  u p p e r  p a r t  c a m e t h e  
s p e c ies l is t ed in p a g e 22 . In a r ou gh m ea s u re t h e for m a t ion e x c e ed s  
1 ,500 m in t h ick n es s .  

An oth er rock -fa c ies of th e Neo s ch wa ge r ina―Ya be in a   zon es   is  
d i s p l a y e d  b y  a  p a r t  o f  t h e  K ō n o s é  g r o u p  w h i c h  o c c u p i e s  t h e 
s ou t h er n m os t P a leo z o ic b e lt in t h is a r ea .  I t is a g r ou p o f t h i ck  
l im es ton es in t er b ed d ed  w ith ch er t , b a s i c t u f f , t u f f -b r e c c ia a n d o cca -  
s i on a l la va  f l ow ,  a n d is  a c c o mp a n ied w ith a s ma l l a m ou n t o f s la t e .  
T h e l im e s t o n e i s  a lm o s t  b a r r en , b u t  H . F u r u k a w a , a  s t u d e n t  o f  
K yu s h u Un ive r s i t y , h a s r e cen t iy d is c o ve r ed Ya b e in a s p . a n d Ne o s ch -  

wa g e r in a s p . from a l im es ton e in t h e sou th ern p a r t a nd s om e ca l ca -  
r e ou s a lga e a n d c o lon ia l c or a ls in t h e n or t h er n p a r t o f t h e Kōn os é  
b e lt .  

 
The Kuma for matio n of the Lepid olina toriyamai zone represents  

t h e youn gest P ermian .  I t is t yp ica lly exp osed in th e a d ja cent map 
a r ea o n t h e ea s t a n d i s p a r t l y e x t en d e d i n t o t h e p r e s e n t  a r e a a s 
a n a r r owed b e lt a lon g t h e n or th f la n k o f t h e Fu k a m i t h ru s t zon e .  
On ly s ma ll exp os u res of san ds ton e a nd s la ty sh a le are ob s erved in  
t h i s n a r r o w e d  p a r t ,  b u t i n t h e e a s t er n ma in p a r t o f t h e b e l t t h e 
forma t ion c on ta in s ma n y in t r a for ma t ion a l c on g lo m er a t es w ith p eb - 
b les and cobb les of va r ious k ind s of p lu ton ic a nd h ypab yss a l rock s 
and limestones with Lepid olina toriyamai KANMER A, Yabeina shiraiwensis  
O ZAW A, etc.  

 

M e ta mo r ph ic r o c ks o f unc e r t a in a g e s  
Un d er t h is h ea d in g c om e t h e fo l l ow in g t w o gr ou p s .  
Ha k i g r e e n s c h is t  
T h i s  o c c u r s  a l o n g t h e H a k i t e c t o n i c l i n e f o r m in g  a  n a r r o w  

s t r ip .  F in e - gr a in ed , g la u c op h a n e b ea r in g gr e en s ch is t o f p r ob a b ly  
d ia b a s i c or ig in is p r ed o m in a n t , a c c omp a n ied w ith a s ma l l a m ou n t  
o f qu a r t z -s ch is t .  An oth er , ve r y n a r r o w ou tcr op is s e en a t S eta k a  
a n d a t M ic h in o h ir a ,  a lon g a n oth e r t e c t on i c l i n e .   In t h i s b e l t  
p i em on t i t e -qu a r t z-s ch is t is a s s o c ia t ed w ith t h e gr e en s ch is t .  

 
H ig o g ne is s g r o up 

 
T h i s  o c c u p i e s  t h e b e l t  o n  t h e n o r t h  s id e o f t h e M iy a n o h a r a  

gr a n od ior i t e in t h e Ya tsu s h ir o s h e et -ma p a r ea .  On ly a fr a ct ion o f  
t h e s ou th w es t er n p a r t o f t h e b e lt e xt en d s t o t h e n or th w es t ern c or n er  
o f t h e p r es en t s h e et .   Th e grou p c on s is t s o f b iot i t e gn e is s (o ft en  
w ith ga rn et a n d s i l l ima n it e) h or n b len d e -d iop s id e gn e is s , a mp h ib o l i t e  
a n d crys t a l l in e l im es t on e . Is l e t s o f Ots u k i , K o zu k i , Ha k o -s h ima a n d  
K u r o - s h i m a  i n  t h e Y a t s u s h i r o e m b a y m e n t ,  a t  t h e  n o r t h w e s t e r n  
c or n er o f t h e s h e et , a r e ma d e u p p r ima r i l y o f cr ys t a l l in e l imes t on e  
a n d p a r t ly o f oth er m emb er s o f t h e gn e is s grou p .  
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Intr us ive r o c ks o f pr o ba b ly P a le o zo ic a nd M e so zo ic a g es  

 
In t h is a r ea t h er e o c cu r s e ve r a l k in d s of i gn e ou s r o ck s , for m in g  

n a r r ow b e lt s a lon g t h e t h ru s t z on es .  O w in g t o t h e in t en s e d e f or ma -  
t i o n a ft er t h e in t r u s ion ,  i t is  n ot a lwa y s ea s y t o d et e r m in e t h e  
r e l a t i ve a g e a n d t h e h is t or y o f t h e i n t r u s ive b od ie s .  Und e r t h e  
ve r y b r oa d y d e f in ed h ea d in g c om e t h e fo l l ow in gs :  

 
Y a tsush ir o g r a nit e  

 
Ma n y , d is c o n t in u ou s , s ma l l ma ss es o f gra n i t i c r o ck s  o c cu r i n  

t h e t h ru s t z on es .  Th e y o c cu r m os t ly in t h e ma r g in a l p a r t s o f t h e  
t h r u s t  z o n e s  a n d  p a r t l y i n  t h e b o r d e r in g K o z a k i f o r m a t i o n ,  b u t  
r a r e ly in t h e c en t r a l p a r t o f t h e t h ru s t zon es .  

Th e g r a n i t e i s ,  in m o s t  ca s es , in  c o n ta c t w i th  t h e a d ja c e n t  
r o c k s  w i t h  a  s l i p -p l a n e p r o b a b ly d u e t o l a t e r  d e fo r m a t io n  a f t e r  
t h e in t ru s ion , b u t o cca s ion a l ly t h e or ig in a l in t ru s ive form is k ep t ,  
a l t h ou gh n o d is t in ct a u r e o l e o f t h erma l m eta m orp h is m is r e c ogn iz ed  
in t h e c ou n t r y r o ck .  I t s h o ws a m or e or l es s s t r o n g ca t a c la s t i c  
m eta m orp h i s m , b e in g p a r t l y c on ve r t ed t o ca t a c la s i t e or m y lon i t e .  
Th e in t ru s i ve r e la t i on  o f t h e Ya ts u s h ir o gra n it e t o t h e M es o z o i c  
s t r a t a h a s n e ve r b e en ob s er ve d .  Th e gra n it e i t s e l f is s o m et im e s  
in t ru d ed b y s ma l l i r r e gu la r d yk es o f n e w er d ia b a s e .  

L i t h o l o g i c a l ly t h e g r a n i t e r a n g e s  f r o m b i o t i t e a d a m e l l i t e t o  
qu a r t z -d ior i t e , w ith a p l i t i c va r i et i es .  Th e ch em ica l a n a lys is o f tw o  
e xa mp les a r e on Ta b le 5 .  

 
Se r pe nt ine  

 
S e rp en t in e i s t h e m o s t e x t en s ive i n t ru s i ve b o d y in  t h e t h ru s t  

z on es .  In ma n y p la ces i t cu t s t h e P a le o z o ic s t r a t a b u t n e ver cu t s  
t h e M es o z o ic s t r a t a  a n d i s a lw a ys  i n a  fa u l t - c o n ta c t w i th  t h e m ,  
a l t h ou gh  i t s d is t r ib u t ion g ive s a n a s p e ct a s i f t h er e w ere in t ru s iv e  
r e la t i on .  

I t  i s  s t r o n g l y c l e a v e d  o r  c r u s h e d  i n t o s m a l l s l a b s  o r  p i e c e s ,  
a n d m a s s ive b od ies a r e h a r d ly fou n d . Th e f i s s i l i t y is  p a ra l l e l t o  

t h e g en er a l d ir e ct ion o f t h e t h ru s t z on es , b u t l o ca l ly i t is m od i f i ed .  
Th e r e la t i on s o f t h e s erp en t in e t o oth er r o ck s in t h e t h ru s t zon es ,  
s u ch a s gra n it es , gn e is s es , et c . , a r e a lm os t a lwa ys in a fa u lt - con ta c t  
d u e t o l a t e r  d e f o r m a t i o n s ,  b u t  v e r y  o c c a s i o n a l l y  t h e  i n t r u s i v e  
r e la t i on o f i t t o gra n it es h a s b een ob s er ved .  Th e ch e m ica l a n a lys i s  
o f t h e s erp en t in e is s h o wn on Ta b le 6 .  

 
M iya no ha r a g r a no d io r it e  

 
T h e  m a i n  b o d y  w a s  s u b c o n c o r d a n t l y  i n t r u d e d  b e t w e e n  t h e  

H igo gn e is s b e lt on t h e n or th a n d t h e R yu h o za n b e lt  on t h e s ou th  
in  t h e a d ja c e n t ma p a r ea t o t h e n or t h ,  a n d a s  i t s  s ou th w e s t er n  
e x t r e m i t y s e v e r a l d y k e s  o f g r a n o d i o r i t e e n t e r  i n t o  t h e n o r t h e r n  
b or d er o f t h is ma p a r ea .  Fa ir ly w id e a u r e o l es o f t h er ma l m eta m o r -  
p h i s m a r e p r o d u c e d  i n  t h e a d ja c e n t P e r m ia n  R y u h o z a n  p h y l l i t e  
a n d l im es t on e . Th e l ea d in g r o ck -typ e is c oa r s e - gr a in e d h or n b len d e -  
b iot i t e gra n od ior i t e a n d t on a l i t e ,  b u t t h e d yk es m e n t ion ed a b o v e  
a r e m os t ly t h e qu a r t z -d ior i t i c va r i et y .  Th e r ock e x h ib it s d is t in ct  
f o l i a t i o n  i n  a  w id e m a r g in a l z o n e o f t h e b o d y .   T h e p r o b a b l e  
e xt en s ion o f t h e M iya n oh a ra gra n od ior i t e is o ve r la in  with d is t in ct  
u n con f or m it y b y t h e Up p er Cr eta c e ou s o f Ama k u s a i s la n d s .  Th e  
p os s ib le a g e o f t h e in t ru s ion is b et w een Tr ia s s i c a n d ea r ly Cr eta -  
c e ou s .  

 
P la g io c la s e - po r p h yr it e  

 
I t o c c u r s a s ve r y s m a l l i r r e g u la r d y k es c u t t i n g s h a r p ly r o c k s  

o f t h e Ya ts u s h i r o g n e is s  gr ou p  a n d g r a n it e s o f t h e t h ru s t z o n es .  
T h e r o c k  c o n t a in s  a b u n d a n t l y l a r g e p h e n o c r y s t s  o f  p la g i o c l a s e 
(mos t ly a lb it i z ed) a n d l es s qu a r t z .  

 
D ia ba s e  

 
I t o c cu r s in t h e t h ru s t z on es a n d in t h e P a le o z o ic a n d  M es oz o ic  

b e lt s . I t c lea r ly cu t s t h e M es o z o ic s t r a t a a n d oth er o ld er r ock s o f  
t h e a r e a  u s u a l ly a s  s m a l l d y k e s  o f va r i o u s  f o r m s ,  a n d  i s  o f t e n  
a c c o m p a n i e d  w i t h  s i l i c i f i c a t i o n  t o t h e a d j a c e n t  r o c k s  t o s o m e  
e xt en t .  Th e la r g es t b od y f ou n d is a b ou t 20 m w id e , a n d oth er s  
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a r e mu ch sma l l er .  Th e y a r e u s u a l ly ver y l im it ed in e xt en s ion , b u t  
a r e o ft en f ou n d d is c on t in u ou s ly a lon g t h e s a m e g e o lo g ica l p os it i on .  
T h e a g e  o f t h e i n t r u s i o n  i s  p r o b a b l y l a t e C r e t a c e o u s  o r  e a r l y  
T er t ia ry .  Th e r o ck is ch ie f ly d ia b a s i c w ith d is t in ct o p h it i c t e xtu r e ,  
a n d t h er e a r e ga b b r o ic a n d b a s a lt i c va r i et i es . Th e ch e m ica l a n a lys i s  
o f a samp le is s h o wn on Ta b le 7 .  

 
MESOZOIC 

 
Th e M e s o z o ic s y s t e m s a r e m a in ly d is t r i b u t ed i n t h e n or th e rn  

t r a c t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a  a n d  a r e  r e p r e s e n t e d  b y  t h e  U p p e r  
T r i a s s i c ,  d o u b t fu l M id d l e J u r a s s i c ,  U p p e r  J u r a s s i c ,  a n d  L o w e r  
a n d Up p er Cr eta c eou s f or ma t i on s .  R ou gh ly s p ea k in g t h e y ou n g e r  
f o r m a t i o n s  o f t h e m a r e d i s p l a y e d  t o t h e n o r th  a n d t h e o ld e r  o f  
t h em t o t h e s ou th . In a d d it i on t o t h e w e l l d e f in ed M e s o z o ic forma -  
t i o n s  t h e r e  a r e  s o m e  n a r r o w  b e l t s  o f  t h e  M e s o z o i c  r o c k s  o f 
u n c er t a in a g es wh ich a r e fa u lt ed d o wn a lon g t e ct on i c l in es in t h e  
w id e P a le o z o i c t e r r a in  o f t h e s o u t h e rn  t r a c t a n d fu r th e r m o r e t o  
t h e s ou th o f t h e P a le o z o ic t er r a in o c cu r s a p a r t o f t h e M es o z o i c  
c omp le x o f t h e Sh ima n to T er r a in .  

Ea c h o f t h e M e s o z o ic f o r m a t io n s i s u s u a l ly s e ve ra l h u n d r ed s  
m eter s  t h ick  a n d c on s t i t u t es a r e gu la r ve r t i ca l ch a n g e o f c on g lom -  
e r a t e o r s a n d s t o n e i n t h e b a s a l a n d  l o w e r  p a r t s ,  a l t e r n a t io n s o f  
s a n d s ton e a n d s i l t s t on e , or s i l t s t on e w ith in t erb ed d ed s a n d s ton e i n  
t h e m id d le , a n d s i l t s t on e or s h a l e in t h e u p p er .  C er t a in f or ma t i on s  
c on ta in s ma l l l en s es o f d a r k gr e y l im es t on e in wh ic h ö o l i t es a n d  
p a t ch r e e fs a r e in c lu d ed .  Ba s ic p yr o c la s t i c r o ck a n d ch er t wh ich  
a r e ver y co m m on in t h e P a le o z o ic f or ma t i on s d o n ot  oc cu r in t h e  
M es o z o ic .  

Th e M es o z o i c s t r a t a a r e m os t ly in t e n s e ly f o l d e d a n d fa u l t ed ,  
a n d  e ve n  t h e i n v e r t e d  s t r u c t u r e s  a r e r e c o g n i z e d  i n  s o m e p a r t s ,  
b u t t h ey a r e n ot s o h igh ly c on tor t ed a n d c lea ve d a s in t h e P a le o zo i c  
r o c k s  a n d  t h e i r  s t r a t i f i c a t i o n  p l a n e s  h a v e  b e e n  w e l l p r e s e r v e d  
e x c ep t a lon g fa u lt s or s h ea r ed z on es .  N e ith er a p p r ec i a b l e m eta m or -  
p h is m o f t h e M es o z o ic s t r a t a n or in t ru s ive r e la t i on o f gra n it es a n d  

s erp en t in e t o t h em h a ve b e en ob s er ve d .  
S ed im en ta r y f ea t u r es a n d n a tu r es o f d e f or ma t i on o f t h e M es o -  

z o i c r o c k s  a n d  o t h e r  g e o l o g i c a l f a c t s  k n o w n  i n  t h i s  a n d  o t h e r  
p a r t s  o f  s o u t h e r n  K y u s h u  d e m o n s t r a t e t h a t  a  s e r i e s  o f c r u s t a l  
m o v e m e n t s o c c u r r e d in t er r m i t t e n t ly s in c e l a t e Tr ia s s i c t im e s a n d  
h a d b een c o mp let ed b e for e t h e d ep os it ion o f t h e M id d le M io c en e .  

 
Tr ia s s ic  

T h e o ld e s t  T r ia s s i c f o r m a t i o n  k n o w n  w i t h in  t h e a r e a  i s  t h e  
Ca rn ia n Ta no ur a fo r ma t io n .   I t o c cu r s in f ou r b e l t s a n d is b es t  
e x p o s e d  a l o n g t h e s e a - c o a s t o f U m in o u r a  a n d a r o u n d  O k o b a  i n  
t h e wes t ern e xt r em it y o f t h e Sa k a m ot o b e lt .  I t r es t s o n t h e P er m ia n  
K o z a k i f o r m a t i o n  w i t h  a  d i s t i n c t  u n c o n f o r m i t y a n d  i s  o v e r l a i n  
u n c on fo r m a b ly b y t h e Up p e r Ju ra s s i c Sa k a m o t o f o r ma t i o n i n t h e  
t y p e  a r e a；  n e a r  S a k a m o t o i t  i s  c o n f o r m a b l y  f o l l o w e d  b y t h e  
N or ia n En to mo n o t i s b ed s a n d in oth er p la c es i t is in a fa u lt r e la t i on  
t o t h e a d ja c en t r o ck s .   Th e s t r a t i gr aph i c s u c c es s i o n in t h e t yp e  
s ect i on is a s fo l l ows ( s e e F ig . 8)  :  
ⅰ ） b a s a l c o n g lo m e r a t e (5～ 8 m)  c o n ta in in g r ou n d e d b o u ld er s  

a n d  c o b b le s  o f va r i o u s  k in d s  o f i g n e o u s  r o c k s  a n d  o ld e r  
s e d i m e n t a r y r o c k s  i n c lu d in g l i m e s t o n e s  d e r i v e d  f r o m t h e  
u n d er ly in g K oza k i gr ou p .  

ⅱ ） l o w er  m e m b er : a) a lt ern a t ion s o f t h in ly -b ed d e d s a n d s t on e  
a n d s i l t s t on e fr e qu en t ly c on ta in in g s a n d y la m in a e ,  b ) mor e  
or l es s ca l ca r e ou s , t h i ck -b ed d ed s i l t s t on e (50 m) o ft en e xh ib it -  
in g m in u t e cr os s - la m in a e a n d scou r -a n d -f i l l s t ru ctu r es .  In t h e  
l o wer p a r t s ma l l l en s es o f d a r k - gr e y , a r g i l la ce ou s l im es ton e  
a r e in t er ca la t ed .  At Ok ob a t h e lo w er p a r t o f t h is m emb er  
i s  a b o u t 15 0 m t h i c k , c o m p r i s in g r e p e a t ed  a l t e r n a t io n s  o f  
gr a n u le  c on g lo m er a t e  ―― ve r y  c oa r s e - gr a in ed  s an d s ton e ,  
m ed iu m - a n d f in e - gr a in ed s a n d s ton es , a n d s i l t s t on e , t h e la s t  
o f wh ich o ft en s h o ws a gra d ed b ed d in g ,  c) ma ss ive , m ed iu m -  
gr a in ed s a n d s t on e (20 m) ,  wh ic h is t h in n in g t o wa rd s t h e  
ea s t．  

ⅲ） u p p er m emb er : ma ss ive mu d s ton es (100 m) ; s ma l l l en s es o f  
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d a r k -g r e y l im e s t o n e s  (2~3  m)  o c c u r a t  a b ou t 25  m a b o v e  
th e s a n d s ton e o f i i c . S om e s a n d s t on e b a n d s (m os t ly l en t i cu la r ,  
30~50 cm) wh ich o ft en s h o w p en e c on t e mp or a n e ou s d e forma -  
t i on s a r e sp ora d ica l l y in t er ca la t ed in t h e u p p er p a r t .  

F os s i ls wer e fou n d a t t h r e e h or i z on s a s s h own  in t h e c o lu mn a r  
s ect i on (F ig .  8) a n d t h e id en t i f i ed s p e c i es a r e l is t ed  on Ta b l e 8 .  

 
R o ck s p r ob a b ly a s s ign ed t o t h e Ta n ou r a forma t ion a r e e xp os ed  

in t h e c en t r a l p a r t o f t h e Sh ib u r i b e lt , a n d t h e n or t h er n f la n k o f  
t h e e a s t e r n t r a c t  o f t h e S a k a m o t o b e l t .  In b o t h e x p o s u r e s s o m e  
th i ck n es s o f t h e l ow er p a r t is cu t o f f b y fa u lt s ,  b u t s o fa r a s i s  
e xp os ed , t h e s u c c es s ion a n d t h e l i t h o lo g y o f t h e s t r a t a a r e qu it e  
s im i l a r t o t h os e o f t h e u p p er p a r t o f t h e l o w e r m e mb e r a n d t h e  
u p p e r  m e m b e r  o f t h e t y p e s e c t i o n .  T h e f o r m a t i o n ,   s o m e t im e s  
ca l l ed t h e  M a tsu k u ma  be ds ,  is c o mp os ed o f b la c k s h a le , w ith  
ca l ca r e ou s s i l t s t on e a n d s o m e n od u lou s , mu d d y l im e s ton e , in t h e  
l o w e r , a n d ca l c a r e ou s s i l t s t on e a n d ve r y f i n e -gr a in ed , c a l ca r e o u s  
s a n d s t o n e  i n  t h e  m i d d l e ,   a n d  w e l l - b e d d e d ,   b l a c k  s h a l e  a n d  
s i l t s t o n e w it h o c ca s io n a l t h in b a n d s o f f in e - g r a in e d  s a n d s t on e in  
t h e u p p er , a c c o mp a n ie d w ith a s i l i c e o u s t u f f i t e a t t h e u p p e r m o s t  
p a r t ( s ee a l is t of s p e c i es on Ta b le 8) .  

D is con t in u ou s , s ma l l w ed ges o f r o ck s r e fer a b l e t o t h e Ta n ou r a  
f o r m a t i o n  a l s o a p p e a r  o n  t h e n o r t h  s id e  o f t h e F u k a m i t h r u s t  
z on e in t h e Ta n ou r a d is t r i c t .  Th ey r ep r es en t a s l i g h t ly d i f f er en t  
fa c i es fr o m t h a t o f t h e t yp e s e ct ion b u t c on ta in c er t a in id en t i ca l  
s p e c ies .  

 
Th e Ta k a g o c h i f o r ma t io n , w h ich  r ep r es e n t s t h e p a r t r a n g in g  

f r o m u p p e r  C a r n ia n  t o l o w e r  N o r ia n ,  a p p e a r s  a s  a n  i n l i e r  n e a r  
T a k a g o c h i i n  t h e S a k a m o t o b e l t ,  a n d  i s  u n c o n fo r m a b ly o ve r l a in  
b y t he Up p er Ju ra s s i c Sa k a m ot o for ma t ion w ith a b a s a l con g lo m -  
er a t e in mos t p a r t s .  I t in c lu d es s i l t s t on e a n d s h a le w it h s u b or d in a t e  
f in e -gr a in ed s a n d s ton e in t h e lo w er (40  m) , t h i ck -b e d d ed m ed iu m -  
gr a in ed s a n d s ton e w ith oc ca s ion a l s i l t s t on e b a n d s a n d p a r t in gs i n  
t h e u p p er (200 m) , a n d s h a le a n d s i l t s t on e in t h e u p p er m os t p a r t  

( 20~40  m)  ( s e e T e x t - f i g .  9 ) .  F o s s i l s  a r e o b t a in ed  f r o m t h r e e  
h or i zon s , a n d t h os e fr o m t h e l o w er tw o c on ta in t h e s p e c i es id en t i ca l  
with th ose of th e Tan oura forma t ion , wh ile Monoti s (En tomonot is) cf.  
t y p i c a (K I P A R I S O V A)  fr o m t h e u p p er  h o r i z o n p r ob a b ly i n d i c a t es  
t h e l ow er p a r t o f t h e Nor ia n .  

Th e u n m is t a k a b le N or ia n Mo n o t i s (En to mo n o t i s)  b ed s oc cu r in  
tw o b e lt s , on e is in t h e sou th ern f la n k o f t h e Sa k a m oto b e lt a n d  
th e oth er in t h e S et o ish i t e ct on i c l in e .  Th e form er ,  120 m t h i ck ,  
l i e s c o n for ma b ly on  t h e Ta n ou ra fo r ma t ion a n d in c l u d e s ma ss i ve  
s a n d s ton es w ith s om e s h a l es b e low a n d b la ck s i l t s t on es a n d s h a l e s  
a b o ve .  T h e u p p e r  b e d s  c o n t a in  n u m e r o u s  s p e c i m e n s  o f M o n o t i s  
(En to mo n o t i s) o ch o t i ca (K E YS E R L I N G) .  

T h e l a t t e r  i s  o n  t h e  o t h e r  h a n d  r e p r e s e n t e d  b y  f i n e r  r o c k -  
fa c i es , c on s is t in g o f t h in -b ed d ed , s l i gh t ly p yr it i fer ou s ,  b la ck s i l t -  
s t o n e a n d  s h a l e ,  w i t h  s o m e m a s s i v e  m u d s t o n e c o n t a in in g l i m y  
n od u les .  Th e mu d s t on es h a ve o c ca s ion a l fos s i l i f er ou s len t i ls w it h  
Mo n o t i s (En to mo n o t i s) o ch o t i ca .  

 
J ur a s s ic  

A r e p r e s e n t a t i v e  o f  t h e  U p p e r  J u r a s s i c  T o r i n o s u  g r o u p  i s  
d e ve lop ed e xt en s ive ly in t h e ma in p a r t of t h e Sa k a m ot o b elt cr os s in g  
th e cen t r a l t r a ct o f t h is s h e et a r ea .  H en c e i t is l oca l ly ca l l ed t h e  
Sa ka mo to fo r ma t io n . In a d d it i on t h er e is a s ma l l e x p os u r e o f t h e  
d o u b t fu l M id d l e J u r a s s i c o o l i t i c l im e s t o n e a t  T s u r u b a m i o n  t h e 
s ou th er n f la n k o f t h e K o za k i t h ru s t z on e .  On t h e s ou th i t s ee m s  
to b e o ve r la in b y t h e Sa k a m ot o for ma t ion .  A b ra ch iop od s p e c i es  
s im i la r t o Ka l l i rh y n ch ia s p . fro m t h e Na ra d a n i for ma t ion o f Sh ik ok u  
a n d My o p h o r e l la ? s p . a r e r ep or t ed t o h a ve c o m e fr om t h e l imes t on e .  

T h e S a k a m o t o  f o r m a t i o n  o v e r l i e s  u n c o n f o r m a b l y  t h e U p p e r  
T r i a s s i c T a k a g o c h i f o r m a t io n  a n d  t h e T a n o u r a f o r m a t i o n  w i t h  a  
b a s a l c on g lo m er a t e a n d is c on fo rma b ly fo l l o w ed  on  t h e s ou th b y  
th e p r o b a b ly L o w e r C r e ta c e o u s Um in o u r a f o r m a t i o n .  I t s s t r a t i -  
gr a p h ic s u c c es s ion is in a s c en d in g ord er a s fo l l ows (F ig . 11) :  
ⅰ ） b a s a l m e m b e r  ( u p  t o 4 0  m) ;  c o n s i s t i n g o f c o n g lo m e r a t e  

w i t h  s u b o rd in a t e c o a r s e - g r a in e d s a n d s t o n e i n  s o m e p la c e s ,  
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or m os t ly s a n d s ton e w ith t h in b a n d s of p eb b le - c on g lo mer a t e  
in oth er s .  Th e c on g lo m era t e c on ta in s c ob b les a n d p e b b les o f  
va r iou s k in d s o f i gn e ou s , m eta m orp h ic a n d s ed imen ta r y r o ck s  
s et in m os t ly s a n d y a n d p a r t l y s i l t y ma t r ix .  

ⅱ ） l o w e r  m e m b e r  ( u p t o 20 0 m) ; c o m p r i s in g a） a l t e r n a t in g  
s a n d s ton e , s h a l e a n d s i l t s t on e ; in s o m e p la c es（ e . g . a t Fu ta m i)  
t h e u n i t is en t ir e ly r ep r es en t ed b y mu d s t on e , s u c c e e d ed b y  
b） p r ed o m in a n t s h a l e w ith s i l t s t on e .  In t h e l ow er p a r t l en s es  
o f d a r k -g r e y l i m e s t o n e o c c u r  i n c lu d in g ö o l i t e s  a n d  p a r t l y  
ve r y fos s i l i f er ou s r e e f~ ma s s es . Th e y a t t a in 30 m in m a x imu m  
th i ck n es s a n d r a p id ly m erg e w ith ca l ca r e ou s mu d s t o n es .  

ⅲ） u p p er m e mb er (u p t o 120 m) ; a） ma ss ive , m ed iu m - t o f in e -  
gr a in ed  a r k os e w ith t h in b a n d s o f s i l t s t on e a n d s h a l e , or in  
s o me p la c es r ep r es en t ed b y a lt ern a t i on s o f s i l t s t on e a n d s h a le  
w ith o c ca s ion a l s a n d s t on e b a n d s , b） t h in ly -b ed d ed s h a l e or  
ma ss ive mu d s t on e (70~90m) , t h e u p p er m os t p a r t is fos s i l i -  
f er ou s . Ma n y o f t h e ob ta in ed m o l lu s ca n s p e c ies( s e e Ta b le 10)  
a r e qu it e id en t i ca l or c los e ly a l l i ed t o t h os e o f t h e T or in osu  
g r o u p  i n  S h i k o k u  a n d  t h e  S o m a  g r o u p  i n  t h e  A b u k u m a  
m ou n ta in s . M or e o ver a T ith on ia n in d i ca tor Au la co sp h in ct e s s p .  
wa s f ou n d fr om t h e u p p er p a r t .  

 
Cr e t a c e o us  

Th e Cr eta c e ou s s t r a t a o c cu p y t h e gr ea t er p a r t o f t h e n or th ern  
a r ea d e l im i t ed b y t h e M iya j i t e ct on ic l in e a n d t h e Fu k a m i t h ru s t  
z o n e a n d  t h e i r  r e p r e s e n t a t i v e  s e c t i o n  i s  s e e n  a l o n g  t h e  l o w e r  
c ou r s e o f t h e Ku ma r i ver .  On ly t h e l o wes t Cr eta c e ou s Um in ou ra  
f o r m a t i o n  l i e s  i n  t h e s o u t h e r n  a r e a  b e y o n d  t h e F u k a m i t h r u s t  
z on e .  

T h e  l o w e r  C r e t a c e o u s  r o c k s  a r e  r e p r e s e n t e d  i n  a s c e n d i n g  
o r d er b y t h e Um in ou ra -Ka w a gu ch i ,  Ha c h ir y u za n ,  H in a gu ,  a n d  
Ya t s u s h iro f or ma t i on s , a n d t h e Up p er Cr eta c e ou s b y t h e To m o ch i  
f orma t ion a n d t h e H im en ou r a grou p .  Ea ch o f t h e m s h o ws a r egu la r  
a n d  r e p e a t e d  h e m i - c y c l i c s e d im e n t a t i o n ,  b e g in n in g  i n  t h e b a s a l  
p a r t w i t h c o n g lo m e r a t e a n d/ o r t h i c k -b e d d e d s a n d s t on e ,  fo l l o w e d  

in  t h e m id d le b y a l t e r n a t io n s o f s a n d s t o n e ,  s i l t s t o n e a n d s h a l e ,  
a n d  f i n a l l y i n  t h e u p p e r  b y s h a l e o r  m u d s t o n e , a l th o u g h  i n  t h e 
ca s e o f t h e Y a tsu sh i r o f o r ma t i o n t h e u p p er m o s t p a r t is  a ga in o f  
s a n d s ton e fa c i es .  

T h e L o w e r  Cr e ta c e o u s s t r a t a  u p  t o t h e H in a g u f o r ma t i o n a r e  
i n t e n s e ly f o l d e d  w i th s t e e p d ip s  a n d i n s o m e p la c e s o v e r t u r n e d .  
Bu t  t h e Ya ts u s h i r o for m a t ion a n d t h e Up p er C r eta c e ou s  T o m o ch i  
f or ma t ion a r e l es s c los e -p a ck ed , c on s is t in g a b r oa d s t r u ctu r e , a l -  
t h ou gh a lon g t h e Us u k i -Y a t su s h ir o t e ct on ic l i n e t h e s t r a t a o f t h e  
la t t er a r e a ls o h igh ly d is tu rb ed a n d s h ow s t e ep d ip s .  

 

Th e U mino ur a fo r ma t io n , a r ep r es en t a t i ve or t h e L o w es t Cr eta -  
c e ou s , r e c or d s a t e mp ora r y os c i la t i on o f b r a ck is h c o n d it i on in i t s  
l o wer p a r t s u c ce ed in g t o t h e ma r in e en vi r on -m en t o f t h e Sa k a m ot o  
forma t ion a n d is fo l l o w ed a ga in b y t h e ma r in e s h a le in i t s u p p e r  
p a r t .  

a  ） l o w e r  m e m b e r  ( u p t o 70  m) : c o m p o s e d  m a in ly o f t h i c k -  
b e d d ed , wh i t e - g r e y s a n d s t on e w i th s u b o rd in a t e s h a l e . I t is  
t h i c k es t in t h e n or th ea s t e rn a r ea o f Ta n ou ra ,  wh er e t h i c k  
s a n d s t o n e s  l i e  o n  t h e  S a k a m o t o  f o r m a t i o n  w i t h  a  s l i g h t  
d is c on f or m it y ,  wh er ea s on t h e s ou th o f Koé a n d Fu ta m i i t  
is on ly 20~30 m t h i ck a n d ma d e u p o f t h in -b ed d ed  s a n d s ton e  
w i th s a n d y s h a l e a n d c oa ly p a r t in g s .  T h e t y p e s e c t i on is  
s e en a lon g t h e s ea - c oa s t n or th o f Um in ou ra , a n d i t c on ta in s  
b r a c k i s h  m o l l u s c a  a n d  p l a n t  r e m a i n s  i n  t h e  l o w e r  a n d  
b e l emn it e ( on ly ca s t) in t h e u p p er p a r t .  

b  ） u p p er m e m b er (a t  l ea s t  80 m) : b es t e x p os ed t o t h e s ou th  
o f Ts u r u b a m i,  c o mp r is in g b la c k s i l t s t o n e a n d s h a l e w i th  a  
f e w t h in la y e r s o f s a n d s t on e c on ta in in g p la n t d r i f t s  i n t h e  
m id d le .  

 
T h e K a w a g u c h i fo r ma t io n l i e s  o n  t h e s o u t h e r n  f l a n k  o f t h e  

H in a gu b e lt a n d is b ou n d ed b y a s t e ep t h ru s t on t h e s ou th . I t is  
ch a r a c t e r i z e d  b y w h i t e  a r k o s e o r  f e l d s p a t h i c q u a r t z - s a n d s t o n e ,  
b r a ck is h s h e l l b ed s a n d p la n t b ed s .  
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a  ） b a s a l m e mb e r (5 0 m) :  e xp o s ed i n a s m a l l p a r t n or t h w es t  
o f Sh ib u r i ,  c on s is t in g o f c on g lo m er a t e a n d c oa r s e - gr a in ed  
s a n d s ton e .  

b  ） l ow er  m e mb er (70~100 m)  : a lt ern a t in g s a n d s t on e a n d s h a l e .  
Sh e l ls o f b r a ck is h wa t er a n d p la n t s o c cu r .  

c  ） m id d le m e mb er  (120 m) : p r ed o m in a n t  wh it e  a r k os e  o r  
f e ld s p a t h i c qu a r t z -s a n d s ton e ,  s o met im es c on ta in in g p eb b le s  
in t h e l o w es t p a r t , w ith fr equ en t in t er ca la t i on o f t h in , gre y  
s h a l e .  

d  ） u p p e r m e m b e r  (14 0 m) : t h in -b e d d e d a l t e r n a t io n  o f g r e y ,  
f i n e -g r a in e d  s a n d s t o n e a n d  s h a l e i n  i t s  l o w e r  p a r t ,   a n d  
p r e d o m i n a n t  s h a l e  i n  t h e  u p p e r  c o n t a i n i n g  a b u n d a n t l y  
b r a ck is h  s h e l ls .  At t h e t op o f t h e m e mb er  l oca l ly o c cu r s f in e -  
gr a in ed s a n d s t on e .  

Th e id e n t i f i ed  s p e c i es o f t h e fos s i ls a r e l is t ed i n T a b le s 14~  
15 .  Th is f or ma t ion is c er t a in ly r e f er r ed t o t h e l o w er N e o c o m ia n  
K och ia n s er i es , b e in g e qu iva l en t t o t h e R y os ek i gr ou p in Sh ik ok u .  

 

Th e Ha c h ir y u za n fo r ma t io n r u n s a lon g t h e n or th s i d e o f t h e  
Ka wa gu ch i for ma t ion ,  on wh ic h i t r es t s c on for ma b ly w ith t h i c k  
p eb b ly s a n d s t on e a n d o cca s ion a l con g lo m era t e .  

a  ） b a s a l m e m b e r (30~5 0 m) : m os t ly ve r y c oa r s e -  t o c o a r s e -  
gr a in ed s a n d s ton e , in p a r t s with o c ca s ion a l b a n d s o f p eb b le -  
c on g lo m era t e .  An  a p p r e c ia b l e a m ou n t o f s h a l e a n d s i l t s t on e  
is l o ca l ly a c c o mp a n ied . Sh e l ls o f b r a ck is h wa t er a n d sh a l low -  
s ea a r e f ou n d .  

b  ） t h e ma in p a r t (300~330 m) : mos t ly d a r k gre y m u d s ton e a n d  
f in e -s a n d y s i l t s t on e . A l o ca l l i t h o lo g i ca l va r ia t i on is s o m ewh a t  
r e ma r k a b le .  In t h e t yp e s e c t i o n ( i n s ma l l va l l e y s  on t h e  
w es t f la n k o f Ha ch ir yu za n) t h i ck , coa r s e - t o m ed iu m -g ra in ed ,  
w h i t e - g r e y s a n d s t o n e s a r e i n t e r c a l a t e d  i n t h e m id d le p a r t ,  
e v e n  v e r y  c o a r s e - g r a i n e d  s a n d s t o n e  w i t h  s o m e  p e b b l e -  
c on g lo m era t e o c cu r s in i t s l ow er fr a c t ion , a n d in t h e u p p er -  
m os t p a r t t h in b ed s o f s a n d s ton e a r e a ga in m et w ith .  

F o s s i l s a r e f o u n d i n s i l t s t o n es o f t h e l o w e r a n d u p p e r p a r t s ,  

in wh ich Crio ce rati tes sp . and Nippon itr igonia kik u chian a are in clud ed .  
Th e f o r ma t i o n c or r esp on d s t o t h e l o w e r p a r t o f t h e M on o b e ga wa  
gr ou p in Sh ik ok u a n d is p r ob a b ly u p p er N eo c o m ia n .  

 

Th e H ina g u fo r ma t io n o c cu p ies t h e c en t r a l p a r t o f t h e H in a gu  
b e lt , form in g a  s yn c l in e w ith a n ea r ly ver t i ca l or  o v er tu r n ed  a x ia l  
p la n e .  I t r es t s d is c on f or ma b l y on t h e Ha ch ir yu za n for ma t ion w it h  
a b a s a l con g lom era t e on t h e s ou t h w in g .  I t is 700~800 m t h ick ,  
a n d  i s  o v e r l a in  w i t h  a  d i s t i n c t  u n c o n f o r m i t y b y t h e Y a t s u s h i r o  
forma t ion .  Th e a s c en d in g s u c c e gs ion is a s fo l l ows  :  

a） b a s a l m e mb er  (80 m or  les s) :  c on g lo m era t e a n d t h i ck -b ed d ed ,  
ve r y c oa r s e -gr a in ed s a n d s ton e . Th e c oa r s en es s o f t h e c o n g lom -  
e r a t e s  va r i e s  i n  p la c e s ,   i n  t h e s o u t h w e s t e r n  p a r t o f t h e  
d is t r i c t a n d  i n t h e n or th w in g t h e b ou ld e r -b e a r in g c o b b le -  
c o n g l o m e r a t e i s  e x p o s e d , w h i l e i n  t h e c e n t r a l a n d e a s t e r n 
p a r t s p eb b le - c on g lo m era t e is p r ed o m in a n t .  A mu d s t o n e b ed ,  
a b ou t 1  m t h i c k ,  in t e r c a la t ed  in  t h e c o n g lo m e r a t e a t t h e  
w es t b a n k of t h e Ku ma r i ve r c on ta in s fos s i ls o f n on -ma r in e  
s h e l ls a n d fr a gm en t s o f p la n t s .  

b  ） l ow er m emb er (200~260m) : c on s is t in g o f t h in -b ed d ed a lt er -  
n a t i o n  o f m e d iu m - t o f i n e - g r a in e d  s a n d s t o n e ,   s h a l e a n d  
s i l t s t on e .  Th e la s t con ta in s sp ora d i ca l l y a m m on it es o f p o or  
preservation, such as Parahopli tes sp. , Acanthohoplites sp., Colum- 
b ice r a s s p . , a n d De s h a y e s i t e s s p . , a n d p ele c yp od a n d e ch in o id  
fos s i ls .  

c  ） m id d le m e m b e r  (2 00 m) : t h in ly -b e d d e d m e d iu m - t o f i n e -  
g r a in e d  s a n d s t o n e i s  p r e d o m in a n t w i t h  f r e q u e n t  i n t e r c a l a -  
t i on o f t h in s h a l e a n d s i l t s t on e .  At t h e t op o f t h e m emb er  
a f e w la y er s o f gre y t o d a r k - gr e y s i l i c eou s t u f f i t e (w ith t h e  
ma x imu m t h i ck n es s o f 40 m) a r e in t er ca la t ed . In t h e ea s t ern  
t r a c t  o f  t h e  f o r m a t i o n  s m a l l l e n s e s  o f  b l a c k  l i m e s t o n e  
c on ta in in g a lga e a r e o c ca s ion a l ly f ou n d .  S i lt s t on e a n d s h a l e  
s o met im es c on ta in fos s i ls o f p e le cyp od s , ga s t rop od s , e c h in o id s  
a n d a mmon it es , a n d t h e id en t i f i ed s p e c i es a r e l is t ed o n Ta b le  
17 .  
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d  ） u p p er me mb er (a t l ea s t 250 m) : Alm os t ma ss ive ,  b la ck mu d -  
s t on e o f a u n i f or m l i t h o lo g i ca l ch a ra ct er . F os s i ls a r e r a r e , b u t  
a mm on it es , b e lemn it es a n d oth er mo l lu s ca o c cu r sp ora d i ca l l y .  

T h i s  f o r m a t i o n  i s  r e f e r a b l e  t o  t h e  l o w e r  M i y a k o a n  s t a g e ,  
Ap t ia n in t er ms o f t h e in t ern a t i on a l s ca l e .  

 
Th e  Y a tsus h ir o fo r ma t io n o ccu r s  in t wo s ep a ra t ed t r a ct s ; t h e  

t yp e o f t h e f o r m a t i o n i s i n t h e ea s t e rn p a r t  o f t h e H in a g u b e l t ,  
b u t i t r ep r es en t s on ly t h e lo w er a n d m id d le p a r t s o f t h e for ma t ion ,  
a n d  t h e r o c k s  r e f e r a b l e t o t h e u p p e r  p a r t  l i e s  o n  t h e s o u t h e r n  
p a r t of t h e M iya j i b e lt .  

Th e f or ma t ion is ch a r a ct er i z i ed b y t h e p r ed o m in a n c e o f con g lo m -  
e r a t e i n  t h e l o w e r ,   s i l t s t o n e i n  t h e m id d le ,  a n d  a r k o s e i n t h e 
u p p er p a r t .  

a  ） l ow er m emb er (230 m) : ⅰ） b a s a l ma ss ive c on g lo mera t e a n d  
p eb b ly s a n d s ton e : ⅱ ） ma in p a r t c on s is t in g o f ep i - c y c l i c sed i -  
m e n t s ;  a  5~1 0  m t h i c k  u n i t ,  c h a n g in g f r o m c o n g l o m e r a t e  
u p wa r d s t h rou gh p eb b ly , ve ry c oa r s e - gr a in ed a n d f in e-gr a in ed  
s a n d s t on e t o s i l t s t on e , is rh yth m ica l ly r ep ea t e d a t l ea s t 10  
t im e s .   T h e c o n g l o m e r a t e i s  n o t  w e l l - s o r t e d ,   c o n t a in in g  
s u b a n g u la r  t o s u b r o u n d e d  p e b b le s  a n d  c o b b l e s  o f v a r i o u s  
i gn e ou s r o ck s , o ld er s ed im en ta r y r o ck s a n d s o m e m eta m or -  
p h i c r o ck s . In p la c es t h e ma t r ix is c omp os ed o f r ed  s a n d s ,  
a n d e ve n c o b b le s a n d  p eb b le s a r e a l s o imp r e gn a t ed  w i th a  
r ed ma t t er .  P la n t fos s i ls a r e f ou n d in t h e s h a l e o f t h e u p p er  
p a r t .  

b  ） m id d le m e mb er (a t lea s t 125 ~ 160 m) : in t h e lo w er h a l f  
w e l l -b e d d e d  s a n d s t o n e o f va r i o u s  g r a d e s  o f c o a r s e n e s s  i s  
p r e d o m i n a n t .   T h e  u p p e r  h a l f c o m p r i s e s  t h in -  o r  t h i c k -  
b ed d ed  s i l t s t on e a n d mu d s t on e .  Th is m e mb er  c on ta in s  fos s i ls  
o f sh a l l o w -s ea a n d l i t t or a l en vir o mn en t s .  

c  ） u p p er m emb er (150~200 m) : t h i ck , wh it e , s o met im es p eb b ly ,  
a r k os e s a n d s ton e w ith t h in p a r t in gs o f s h a l e a n d a t in t er va l s  
w i t h  t h in -b e d d e d g r e y f i n e -g r a in ed  s a n d s t on e a n d  s h a l e i n  
a l t er n a t ion .  Th in s ea ms o f c oa ly s h a l e , p la n t b ed s a n d sh el l  

b ed s o f t h e b r a ck is h - wa t er or ig in a r e c on ta in ed .  
Th e id en t i f i ed fos s i ls a r e l is t ed in Ta b les 19~20 .  T h e a m mo -  

n it es in d i ca t e M id d le Alb ia n .  Fr o m b oth fos s i l -e vid en c e a n d t h e  
s t r a t i gr a p h i c p os it i o n t h e Ya ts u s h i r o forma t ion i s a s s ign ed t o t h e  
Up p er M iya k oa n .  

 
Th e To moc hi for mat io n is t yp ica lly exp osed n ea r Tomoch i outs id e 

t h e p res en t a r ea ,  on t h e 30 k m  n or t h ea s t er n  e xt en s ion o f t h e  
M iy a j i b e l t .   Th e e xp os e d p a r t in t h is a r ea c o r r es p on d s t o o n ly  
t h e b a s a l a n d l o w er m e mb er s of t h e t yp e s e ct ion , a n d r es t s on t h e  
Ya t su s h ir o f or ma t ion  w ith a n u n c on f or m it y , cu t t in g va r iou s h or iz on s  
o f t h e la t t er .  

a  ） l ow er p a r t (70~100 m) : t h e b a s a l p a r t (30~50 m) c o mp os e d  
o f m a s s iv e c o n g lo m e r a t e w i t h  s o m e w e d g e -b e d s  o f  p e b b ly  
or ve r y c oa r s e - gr a in ed s a n d s t on e , fo l l o w e d b y a  40～ 50 m  
s e qu en c e o f h igh ly cr os s - la m in a t ed , very c oa r s e - gr a in ed , l i gh t -  
g r e y s a n d s t o n e w i t h  w e d g e -b e d s  o f p e b b l e - c o n g l o m e r a t e .  
C o a l y  p a t c h e s  a r e s o m e t i m e s  c o n t a i n e d .   C o n g l o m e r a t e s 
c on ta in w e l l -r ou n d ed b ou ld er s a n d c ob b les o f va r iou s k in d s  
o f i gn e ou s r o ck s a n d o ld er s ed im en ta ry r o ck s .  

b  ） u p p e r  p a r t ( 4 0 ~1 0 0  m)  :  c o m p o s e d  c o m m o n l y o f  t h i c k -  
b ed d e d m e d iu m - t o f i n e -g r a in ed s a n d s t o n e s w i t h t h in b e d s  
a n d p a r t in gs o f s i l t s t on e , s h a l e ,  a n d a fe w c oa ly s h a l e ; a  
s h a l e b ed in t h e u p p er mos t p a r t .  A s h a l e b ed (1 m or s o)  
in i t s l ow er fr a ct ion c on ta in s l o ca l ly b r a ck is h m o l lu s ca a n d  
a n oth er b la ck s h a l e b ed a b ou t 15 m a b o ve t h e s h e l l b ed is  
p r o vid ed  w ith n on -ma r in e m o l lu s ca .  Th e id en t i f i ed s p e c ie s  
a r e l is t ed on Ta b le 21 .  
I n t h e t yp e s e c t i o n  t h e b a s a l c o n g lo m e r a t e a n d s a n d s t o n es  
o f 120 m in t h i ck n es s a r e fo l l o wed  b y s i l t s t on e a n d s h a l e ,  
which contain Marshall i tes cf. compressus MATS UMO TO, Kossmatic-  
e r a s ( s . l .) a ff . b h a v a n i (STO L I C Z K A) , Wa t in o ce r a s ? s p . a n d 
oth er m o l lu s ca .  

T h e f a u n a  s u g g e s t s  t h a t  t h e T o m o c h i f o r m a t i o n  i s  p r o b a b l y  
r e f e r a b l e  t o  t h e  U p p e r  C r e t a c e o u s  G y l i a k i a n ,   C e n o m a n i a n -  
T u r o n i a n .   R o c k s  r e f e r r e d  o n  s t r a t i g r a p h i c a l  a n d  l i t h o l o g i c a l  
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g r o u n d s t o t h e T o m o c h i f o r m a t i o n o c c u p y t h e n o r t h er n m os t p a r t  
o f t h e M iya j i b e lt . I t is b ou n d ed b y s t e ep fa u lt s on t h e n or th a n d  
s o u t h  a n d i t s e l f i s  c u t  b y n u m e r o u s  s t e e p  f a u l t s  o f t h e Us u k i -  
Ya t su s h ir o t e ct on i c l in e a n d a ls o b y ma n y d yk es .  T h er e for e , i t i s  
d i f f i cu lt t o es t a b l ish t h e d eta i l ed s u c c es s ion  o f s t r a t a .  H ow e ve r i n  
a la rg e m ea s u re t h e s u c c es s i on is qu it e s im i la r t o t h e t yp e o f t h e  
T o m o c h i  f o r m a t i o n ,  f o r  i t  i s  c o m p o s e d  o f  c o n g l o m e r a t e  w i t h  
s a n d s ton es a n d s u b or d in a t e s h a l e in t h e l ow er , mos t ly o f s h a l e i n  
t h e m id d l e ,   a n d  o f t h i c k -b e d d e d  a r k o s e s a n d s t o n e w i t h  s h a l e  
a n d t w o t h in b e d s  o f c o a l o r c o a ly s h a l e i n t h e u p p er p a r t . N o  
fos s i ls h a ve b e en f ou n d .  

 
A s ma l l s ep a r a t ed e xp os u r e o f a p a r t of t h e H i me no ur a g r o up  

i s  fo u n d i n  N e s h im a ,   a n i s l e t  i n  t h e n o h t h w e s t e r n  p a r t o f t h e 
s h e e t .  I t  c o m p r i s e s  d a r k -g r e y ,   t h i c k -b e d d e d  s i l t s t o n e o f 3 0  m  
w i th  l im y n o d u le s  o f l e s s t h a n 30  c m i n d ia m e t e r .   I t c o n t a in s  
I n o ce r a mu s a ma k u s e n s i s NA G A O a n d M A T S UM O T O a n d s o m e oth er m o -  
l lu s ca a n d p la n t d r if t s .  I t is p r ob a b ly a n ext en s ion o f t h e m id d le  
m e m b e r  o f t h e H im e n o u r a  g r o u p  w h i c h  i s  t y p i c a l l y e x p o s e d  i n  
t h e H im en ou ra a r ea o f t h e Ama k u s a Is la n d s , a n d is t o b e a s s ign ed  
t o t h e Up p e r  Ur a k a w a n , S a n t o n ia n i n  t e r m s  o f t h e i n t e rn a t i o n a l  
s ca l e .  

 

M e so zo ic fo r ma t io ns o f unc e r t a in a g e s  

T h e r e a r e s e v e r a l n a r r o w b e l t s  o f p r o b a b l y M e s o z o i c s t r a t a  

a lon g s e vera l l on g itu d in a l fa u lt s in t h e s ou th ern p a r t o f t h e Y osh iw o  
belt . Th ey are comp osed most ly of sandston e, s i l ts t on e and sha le, bu t  
i n  p a r t s  a c c o m p a n ie d  w i t h  i n t r a fo r m a t i o n a l p e b b le - c o n g l o m e r a t e  
a n d  c o a l y  p a r t i n g s .   T h e y  a r e  q u i t e  s i m i l a r  i n  l i t h o l o g y  a n d 
su c ces s ion t o t h e Up p er Ju ra s s i c E b ir a sé fo r ma t io n o f t h e Eb ir a s é  
d is t r i c t i n t h e a d ja c e n t a r e a t o t h e s o u t h wh e r e a s im i l a r  s t ru c -  
t u r e is w e l l ex e mp l i f i ed a s s a n d wich - l ik e c on f igu r a t i on o f n a r r o w  
M es o z o ic b e lt in t h e P a leo z o ic .  

 

 
I s s ho c h i g r o u p 

In  t h e s ou th e a s t e r n c or n er o f t h e a r ea ,   b e in g b o u n d e d b y a  

t h ru s t on t h e n or th , t h er e is a forma t ion wh ich c on s i s t s o f a lt er n -  
a t in g s a n d s ton e a n d s h a l e in va r iou s p rop or t i on .  Th i s is a p or t io n  
o f t h e S h im a n t o g a w a  c o m p l e x o f u n c e r t a in  a g e s  p r o b a b ly w i t h  
t h e r a n g e o f t h e la t e Mes o z o ic t o o ld er T er t ia ry .  

 
yo ung e r Te r t ia r y vo lc a n ic dy ke s  

T h e r e  i s  n o  d i r e c t  s t r a t i g r a p h i c  e v i d e n c e  c o n c e r n i n g  t h e  

g e o log ic h is t or y of t h is d is t r i c t d u r in g t h e T er t ia r y P er iod .  I t i s  
g en era l l y a c c ep t ed , h o we ve r , t h a t  t h is  a r ea wa s e le va t ed t o a  la n d  
s in c e m id -T e r t i a r y a n d t h e p r es en t d r a in a g e s ys t e m wa s i n i t i a t e d  
on t h e ma ss i f o f t h e Mes o z o ic a n d o ld er r ock s .  

S ma l l d yk es o f s e ve ra l k in d s , h o w e ve r , r u n in t h e E NE -W S W  
d ir e ct ion , cu t t in g t h e M es oz o ic a n d o ld er r o ck s . Th e y o c cu r ma in ly  
in t h e n or t h er n t r a ct o f t h e M iya j i b e lt , t h a t is , m os t ly a lon g a n d  
n ea r t h e Usu k i -Ya t su s h ir o t ect on i c l in e , a n d r a r e ly in oth er t e ct on i c  
z on es .  S o m e a r e a ls o f ou n d a lon g a n d n ea r t h e H in a gu  fa u lt .  Th e y  
in c lu d e a lt er ed gra n op h yr e , m ica p or p h yr i t e , h orn b le n d e a n d es i t e ,  
a u g i t e -b r o n t z i t e a n d e s i t e a n d  p la g io c l a s e p o r p h y r i t e .   T h e d a t e  
o f t h e i r  i n t r u s io n s  i s  d i f f i c u l t t o d e t e r m in e i n  t h i s  r e g i o n ,  b u t  
t h e y a r e c o mp a r a b l e w ith t h e c los e ly a l l i ed d yk es in  t h e Ama k u s a  
Is la n d s a n d t o c er t a in vo lca n ic r o ck s in  t h e Set o -u ch i ( In la n d S ea)  
a r ea wh er e t h e y a r e m os t ly o f M io c en e t o P l io c en e a g es .  

Th e d yk es a r e ve r t i ca l or n ea r ly ve r t i ca l ,  n a r r ow b u t u s u a l ly  
s t r a ig h t a n d  l o n g .  T h e b r o a d e s t  d y k e a t t a in s  a  w i d t h  o f 7 0  m ,  
b u t  m o s t  o f t h e m a r e l e s s  t h a n 10  m i n  w i d t h .   C o m p o s i t e o r  
mu lt ip l e e xa mp les a r e s o m et im es f ou n d .  Th e y h a ve u n d er g on e n o  
s ign i f i ca n t d e f or ma t i on a ft er t h e in t ru s ion .  

 
Q ua t e r na r y 

D i luv iu m  

T h e r e a r e s m a l l p a t c h e s  o f w e ld e d  t u f f p r e s u m a b l y d e r i v e d  

fr om V o lca n o As o a t Ta g o za k i a n d oth er l o ca l i t i es .   T er r a c e d e -  
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p os i t s , c on s is t in g o f gra ve l , s a n d a n d cla y , o c cu p y a t r i a n gu la r b a s in  
o f F u ta m i a n d o th e r n a r r o w e r p a r t s a lo n g va r io u s r i ve r s .  T h e y  
a r e y ou n g er t h a n t h e As o w e ld ed t u f f .  

 
A l luv iu m 

T h e a l lu v i a l d e p o s i t s  o f Y a t s u s h i r o o w e m u c h  o n  t h e r a p id  

er os io n a n d t r a n sp or t a t i on b y t h e Ku ma r i ve r a n d i t s t r ib u t a r i e s .  
T h e t h i c k n e s s  o f t h e A l lu v iu m a n d  t h e u n d e r ly in g  D i lu v iu m i n  
t h e Ya ts u s h ir o p la in h a s n ot b e en m ea s u r ed a c cu r a t e ly .  

 

ECONOMIC GEOLOGY 
 

L ime s to ne  

L im e s t on e s o f O ts u k i - j im a a n d K o t su k i - j im a  wh ic h b e lo n g t o  

t h e  H i g o  g n e i s s  g r o u p  a r e  l a r g e l y  q u a r r i e d  f o r  c e m e n t w o r k s  
(12 ,000 ,000 t on a yea r).  Ma n y oth er l im es t on es in t h e P a le o z o ic  
f o r m a t i o n s  o f  t h e  m o u n t a i n o u s  t r a c t  h a v e  n o t  b e e n  q u a r r i e d  
p r ima r i l y b e ca u s e o f t h e ir d is a d va n ta g e o f t r a n sp or t a t i on .  

 
B u i ld ing s t o ne s  

Th e M e s o z o ic l im e s t on e s wh ich  h a ve l i t t l e cra c k s a re l o ca l ly  

u s ed for t h e con s t ru ct ion of s t on e -wa l ls .  
 

Ce r a mic c la y  

W ea th er ed p r od u ct o f f e ld s p a t h i c s a n d s t on e o f t h e N e o c o m ia n  

fo r m a t i o n  p r o vid e s  a  s m a l l q u a n t i t y o f c l a y f o r  l o c a l p o r c e l a in  
ma n u fa ctu r es .  

 
Ta lc  

Ta lc , r esu lt in g fr o m t h e s h ea r in g o f s erp en t in e , is  q u a r r i ed on  

a s m a l l s c a l e in  t h e Fu k a m i t h ru s t z o n e o f t h e Ta n ou r a d is t r i c t .  
 

Co a l 

A f e w s e a m s  o f t h in c o a l s  o r  c o a ly s h a l e s  a r e fo u n d i n  t h e 

U p p e r  C r e t a c e o u s  T o m o c h i f o r m a t i o n ,  b u t t h e y  a r e n o t  m i n e d  

d u e t o l o w qu a l i t i es .  
 

M n o r e s  

M a n g a n e s e o r e s a r e o c c a s io n a l ly m e t w i t h  a lw a y s  a s s o c i a t e d  

w ith ch er t .  Th e y w er e form er ly m in ed on a s ma l l s c a l e in seve ra l  
p la c es in t h e Y os h iw o a n d Y on a gu b e lt s .  

 
Wa te r s up p ly 

Th e ma in wa t er s h ed s ep a ra t es oth er d r a in a g es in t h e s ou th ea s t -  

e r n  f l a n k  o f t h e a r e a  w h ic h  g i v e a  l a r g e r e l a t i v e h e ig h t  t o t h e  
va l l e y b o t t o m o f t h e Ku ma r i ve r .  I f wa t er - tu n n e ls  a r e p r o v id ed  
fr o m t h e f or m e r t o t h e la t t er , a f a ir l y c op io u s wa t e r s u p p ly ca n  
b e u t i l iz ed for h yd r o - e l e ct r i c p o w er .  

 
Ho t s pr ing s  

H o t s p r in g s  o c c u r  a t  H in a g u  w h i c h  l i e s  j u s t  o n  t h e H in a g u  

fa u lt .  Th e y a t t a in ed c on s id era b l e p op u la r i t y .  
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